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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　序章　邂逅　かいこう







　はぁ、はぁ──。

　暗い路地に、荒あらい息いき遣づかいと石いし畳だたみを蹴ける足音がかすかに響ひびく。

「いたか!?」

「必ず見つけだせ！」

　息巻く怒ど号ごうとうるさく擦こすれあう甲かつ冑ちゆうの響き、地面を踏ふみ鳴らすいくつもの足音に、息を殺して強く壁かべへ身体からだを押しつける。瞬まばたきもせず見つめる先を、炬きよ火かを掲かかげた男たちがよぎっていく。

　遠ざかっていく気配と灯ともしびに、再び訪おとずれた闇やみへ細い溜ため息いきが落ちた。

「……なんで、こんな」

　とともに、小さく零こぼれたのは、高くすんだ──少女の声だった。

　あがった息をなだめるように、深く呼吸を繰くり返す。それでも激しく脈打つ鼓こ動どうはいっこうにおさまる様子はなかった。

　どうしてこんなことになったのかと、唇くちびるを嚙かんで天を仰あおぐ。闇雲に走り回ったせいで、すでに方角さえも見失っていた。

　ただ、一つはっきりわかっていることは──今見つかったら、命はないということだ。

　やっと手にした機会を無にするのは惜おしかったが、ここで殺されるわけにはいかない。

「こんなところで終わるなんて、冗じよう談だんじゃない。絶対、逃にげきってやる」

　導しるべとなる星さえ遮さえぎる厚い雲を恨うらめしく思いながら、少女──珪けい華かは左右に視線を走らせた。

　このまままっすぐいくのは、さきほどの兵たちと鉢はち合あわせする危険がある。とはいえ、追われるように逃げてきたのだ。戻もどるわけにもいかない。

　一番の問題は、自分が今どのあたりにいるのか、どこへむかえば外に通じる門があるのか、まったく不明なことだ。

　遠くはない場所でいき交かう人の気配に、気持ちばかりが焦あせる。

「大体、どうして、こんな似たような建物ばっかりあるわけ……!?」

　やつあたり気味に呟つぶやいて、壁伝いににじりよった辻つじをのぞきこむ。吊つるされた灯とう籠ろうの灯あかりに浮うかびあがるむこうの路みちは、どうやら広い通りになっているらしい。

　ならばあの通りの先には、門があるはずだ。

「あの路からはずれないように進めば──、！」

　見えた活路に胸をなでおろしかけた珪華は、鋭するどく息を吞のむと背後を見返った。

　──こっちにくる!?

　いくつもの荒い足音があきらかに近づいてくる。

　とっさにまわりを見み渡わたす。ふと一つの建物の扉とびらに目が留まった。

「……」

　迷っている暇ひまはなかった。気配はすぐそこまで迫せまっている。

　珪華は逸はやる胸を押さえて、そろりと扉にむかって足を進めた。扉に手をかければ、抵てい抗こうもなく開く。

　小さく喉のどを上下させるとそのまま薄うすく押し開き、細い隙すき間まから暗い室内へとするりと身を滑すべりこませた。うしろ手でゆっくりと扉を閉め、ほっと息をついた時だった。

「──騒さわぐな。殺すぞ」

「ッ！」

　窓からはいるかすかな明かりに、音もなく首元にはわされた刃やいばがぎらりと光を返した。

　気配もなく突つきつけられたそれに、珪華は一いつ瞬しゆん呼吸を止めた。

　すこしでも動けば、目の前の人物は迷いなく刃をひくだろう──そう本能が告げている。

　ひたりとあてられた冷たい感かん触しよくよりも、感情を削そぎ落としたような冷ややかな双そう眸ぼうに、ぞくりと背筋が震ふるえた。

　しかし、ここで怯ひるんだらやられるだけだと、かちあった視線に力をこめた。

「──ずいぶんな歓かん迎げいだけど、これが上都みやこ流の礼れい儀ぎ？」

「……なに？」

　呆あつ気けにとられたように、わずかに緩ゆるんだ鋭えい利りな感触に、密ひそかに息をつく。とはいえ、危機はいまだ眼前にあった。

　──だけど、なんだろう？　この、冷たいのに沸わきあがるような猛たけりがちらつく目……。

　恐おそろしいはずなのに、見れば見るほど、どこか心が揺ゆさぶられる。

　一体なぜ、と眉まゆを顰ひそめかけた珪華は、ああ、とふいに得心した。

　──手負いの獣けものに似てるんだ。

　傷ついてなお戦うことを止やめない、気高き野性──それが目の前の男だった。

　知らず知らずのうちに男の深い瞳ひとみに見入っていた珪華は、あてられた刃に再び力がこもったのに、はっと我に返った。

　視界の端はしに、紙し窓そうから零れいる火明かりに反射する刃が、濡ぬれているのが映る。それが血だと認にん識しきした途と端たん、血けつ臭しゆうが鼻を突いた。

「……っ」

　錆さび臭くささに、麻ま痺ひしていた思考が一気に甦よみがえってくる。

「もしかして……あの兵たちに追われてる迷めい惑わくな人って、あなた？」

「──だったらどうする」

　ようやく思いいたったそれに、低い声が返る。
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　声こわ音ねににじむ肯こう定ていの色に、どことなく希き薄はくだった『このままでは殺されるかもしれない』という実感が、足元からはいのぼってくる。うるさいほどに高まっていく鼓動の音を聞きながら、珪華は表情だけは平静を装ったまま、めまぐるしく考えを巡めぐらせた。

　──どうする……？

　騒ぐのは論外だ。下手へたに刺し激げきを与あたえたら、目前の獣は即そく座ざに牙きばをむいてくる。

　だが、問答無用で襲おそってこないのは、相手にとってもこの状じよう況きようが本意ではないということではないのか。

　──なら……うまく話をもっていけば、きり抜ぬけられる。

　意を固め、騒がしい心臓を鎮しずめるように深く息を吸いこむ。と、一層濃こく感じた血の気配に珪華は眉び宇うを顰めた。

　──これって、染しみついてるっていうより、すぐそこで血が流れてるみたいな……。

　頭をかすめた考えに、はたと目の前の青年を凝ぎよう視しする。

「あなた、まさか…っ」

「──」

　つい高くなった声に、黙だまれ、とばかりに喉に冷たい痛みが走る。けれど、もはやそんなものに構ってはいられなかった。

　無言のまま唐とう突とつに男の方へと身をのりだした珪華に、驚おどろいたように刀がひかれる。

　これ幸いと相手の左ひだり腕うでを摑つかむと、ぐっしょりと濡れた布の感触に震えが走った。

「やっぱり、怪け我がしてる！」

「放せ」

　脅おどしつけるようによこされた一言を無視して、男の衣の袖そでをぐいっとまくりあげた。傷口を窓明かりに晒さらしてたしかめる。

「深い……」

　珪華は眉み間けんに皺しわを刻むと、腰こしに結ゆわえつけてあった巾きん着ちやくを探さぐった。丸薬を一ひと粒つぶとりだし、「吞んで」と男の唇に押しあてる。

　けれど、すぐさま振ふり払はらわれた。

「──どうせなら、口移しで吞ませるくらいしてみせたらどうだ」

　嘲あざ笑わらうような響きに、珪華はつと眉をあげた。

　──そんな得体の知れないもの吞めるか、ってこと？

　ただの化か膿のう止どめだ。怪我をした本人がいらないというのなら、貴重な薬を無理に吞んでもらう必要はない。

「どうした？」

　ないが、どうせできはしない、と決めつけた男の態度にカチンとくる。

　──……これは、ただの治ち療りよう。治療の一いつ環かん。

　なにも動どう揺ようすることはないのだと自らに言い聞かせ、

「この代だい償しようは、安くないから」

　珪華は男を見み据すえたまま丸薬を口に含ふくむと、ぐっとその頭をひきよせた。虚きよを突かれたように開いた唇に自分のそれを触ふれさせると、隙間から薬を押しこむ。

「……っ」

　わずかに歪ゆがんだ男の表情に溜りゆう飲いんをさげながら、身を離そうとした時だった。

　ふいに濡れた手に肩かたを摑まれたかと思うと、強くひきよせられる。

「ん…っ」

　触れるだけだった唇が、深く重なった。

　珪華がなにが起こったのかと大きく目を見開くと、下した唇くちびるを濡れた感触がなぞった。

「！──ゃ」

　ぞくりと背筋に震えが走る。我知らず漏もれたこちらの悲鳴を吞みこんで、男はどこか満足げに唇を離した。

　その身体からだを、反射的に突き放す。

「っにを……！」

　血が沸き返るような心ここ地ちのままに怒ど声せいをあげかけ、珪華は寸前で押し留とどめた。

　──動揺したら、こいつの思うつぼじゃない…っ

　おちつけ、と握にぎり締しめた手の甲こうでぐっと口元を拭ぬぐうと、なにごともなかったように男の左腕を再度摑む。──とはいえ、その手に必要以上に力がこもったのは、だれにも責められないだろう。

　珪華は巾着から別の薬草をとりだすと、指で揉もみこんだ。

「ほんとは嫌いやってほどしみるきついお酒で洗いたいとこだけど……腕を失いたくないなら、あとできちんと手当てしなおすのね」

　薬草を傷口へとあてながら、胸むな元もとから手しゆ巾きんをとりだす。

　そんな珪華に、左腕を摑まれた時はやや眉を動かしたものの、あとは諦あきらめたようにされるがままになっていた男が訝いぶかしげに呟つぶやいた。

「──おまえ、恐ろしくないのか？」

「……え？」

　なにを言われているのかわからず、一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとする。

　恐ろしくないのか？　そんなの──

「…………怖こわくないわけ、ないじゃない」

　血で濡れた刀を自分に突きつける男が、怖くないわけがない。

　莫ば迦かなことを聞くなと睨にらみつければ、男が眉根をよせたのがわかった。

「なら、」

「だけど、死なれる方が迷惑なの！──あんな思いは、もう二度と……」

　脳のう裏りに焼きついて消えない姿に肩を震ふるわせた珪華は、しかしすぐに頭かぶりを振るとそれを意識から閉めだした。

　手巾を男の腕へと巻きつけ、血止めも兼かねて固く結びつける。

「ふん……お優やさしいことだ」

「人のことを言えた義理？　本当に殺すつもりの人は、刀をひいたりしないと思うけど？──よし、と」

　ひとまずこれでいいだろうと頷うなずいた珪華に、男は双そう眸ぼうを細めた。

「凶きよう手しゆにも見えないが……」

「ちょっと、自分と一いつ緒しよに……ぅぐっ」

　しないで！　と反はん駁ばくしかけた矢先、さっと表情を消した男に口元を押さえつけられる。

　──この……恩知らず！

　胸の中で罵ののしりながらもがこうとすると、「黙ってろ」と硬かたい声が吐と息いきで囁ささやいた。伝わった緊きん迫ぱく感かんに固まるように動きを止めれば、いくつもの重い足音が背にした扉とびらのむこうから聞こえてくる。

　──さっきの兵たちだ……！

　近づいてくる気配に自然と身体がこわばる。忙せわしなく視線だけ動かすと、男は感情の色のない瞳ひとみをじっと扉へと据すえ、油断なく刀を握っていた。

　猛たけ々だけしい声とともに兵たちの足音が背後を駆かけ抜けていく。

　息を止め、じっと遠ざかる音に耳を凝こらしていた珪華は、いつのまにか男の手がはずされていたことにも気づかなかった。

「──……たがない。こい」

　舌打ち混じりの呟きが落ちたかと思うと、今度はぐいっと肩をひかれる。

「っ、なにす──」

「おまえをこのまま野放しにはできん」

「だから、一緒にこいって？　冗じよう談だん！」

　だれがこんな危険人物と一緒にいくものかと身をよじるが、降ってきた次の言葉に珪華はぴたりと動きを止めた。

「一人でここを抜ぬけだせるのか？」

「！」

　さきほどは出入り口のあたりまでたどりつけばなんとかなると思っていたが、よく考えたら門という門はすべて兵たちによって固められているはずだ。

「……わたしが、どうやってここまできたと思ってるの？」

　口ではそう言いながらも、どうすればここを抜けだせるのか、内心焦あせる珪華を見み透すかしたように、男が鼻を鳴らした。

「さっきと今では状じよう況きようが違ちがう」

　そんなこともわからないのか、と言外に告げられ、くっと唇くちびるを嚙かむ。

　珪華の様に、男は薄うすく唇を吊つりあげた。

「きまりだ」

　いくぞ、と有う無むを言わさず建物からひきずりだされる。

「いくなんて、一言も…っ」

「死にたくないなら、黙だまってこい」

　その言葉に抗あらがう術すべを、珪華は持ってはいなかった。







　第一章　胎動　たいどう







　伸のびやかにすんだ音色が、蒼そう穹きゆうへとのぼっていく。

　いつもは、降り注ぐ春光のきらめきがさざめいているかのごとく心地いい響ひびきが、まるで哭こく声せいのように聞く者の胸を締めつける。

　流れてきた厳おごそかな音ねに、村人たちはだれもが沈ちん鬱うつな面おも持もちで、笛を奏かなでる一人の少女を見つめていた。

　形のいい眉まゆに、長い睫まつ毛げにけぶるような目元、すっととおった鼻び梁りようと[image: 〓]脂べにをさしたような赤い唇は、今年で十五になるとは思えぬ艶あでやかさだ。それでいて、いつも明るく輝かがやく双眸と、外仕事で焼けた肌はだが潑はつ剌らつとした印象を与あたえる。

　だが今日ばかりは、その瞳も暗く沈しずみ、憔しよう悴すいしきった面立ちに健すこやかさは見る影かげもなかった。

「どうして、葵き老師と珪華ちゃんがこんな目にあわなきゃならないんだい…」

「ほんとさ。老師はこの村にきた時から、よくしてくれたよ。銀子おかねがなくてもお互たがいさまだって薬をわけてくれて……珪華ちゃんだって、二親がなくても素す直なおに育った働き者のいい子なのに……こんなのはあんまりだよ」

「やったのはこの州で一番お偉えらい刺し史しさまだって話じゃねえか。一体全体、葵老師がなにしたってんだ…っ。あの人の薬と知識のおかげで、医者のいねえこの近辺でどれだけの人間が助かったことか」

「ああ、罪人として処しよ罰ばつされたんだっていうが……なにをしたかは知らねえが、オレたちに言わせりゃ、貴族連中のがよっぽど悪人じゃねえか！」

「しっ、声が大きいよ──けど、あんたらの言うとおりさね。ここ十数年、戦いくさ、戦の毎日で、去年だって村の若いのを無む理り矢や理り連れてったばっかりだ。租ぜいだって、毎年ひどくなるばっかりの干ばつにろくな実りもない中、食いぶち削けずってなんとか納めて……全部お上かみの言うとおりにしてるってのに、あの人らはわたしらからこれ以上なにをむしりとれば気がすむんだい」

「だけど、かわいそうに……あの子一人でとり残されちまって。珪華ちゃん、ほかに身内はないんだろう？」

「これからどうするのかね……」

「……あぁ、風さえ吹ふいてくれてたらね──」

　こんなひどい時代にはならなかったに違いない、というだれからともなく零こぼれた呟きは、悲痛に響く御み魂たまを送る調べにまぎれて、消えていった。




「老師……」

　最後の音が儚はかなく溶とけていったあと、口元から笛を離はなした珪華は、閉とざしていた瞼まぶたを開いた。

　いくら呼びかけても、もう返る笑え顔がおはない。『小珪華』と幼いころから変わらぬ呼び名を、愛いとおしそうに呼んでくれる声は、二度と聞こえないのだ。

　粗そ末まつな墓標が立つだけの墓を見下ろし、珪華は養い親──玄げん陽ようの変わりはてた姿を思いだして、唇を嚙み締しめた。

「珪華ちゃん……」

　怒いかりと悲しみに肩かたを震わせる彼女に、声をかけた村の女は深く溜ため息いきを落として緩ゆるく首を振ふった。

「まったく、人を人とも思わない、むごい仕打ちだよ。──けど、忘れるしかないんだ。怒りに任せて刺史さまに喰くってかかったら、あんたまで殺されちまう。所しよ詮せん、貴族さまや天子さまみたいな雲の上の人にとっては、あたしらなんて馬や牛と変わりないのさ」

　結局は天のなさることだと諦あきらめるしかない、と慰なぐさめるように肩を叩たたかれる。

「……これが、天のなさりよう？」

　皇こう帝ていとは、天帝に選ばれし血筋──天空におわす神に代わって、自分たちを導き、庇ひ護ごしてくれる存在なのだと聞かされてきた。貴族とは、その力となり、ともに国を支えていく人たちなのだと……。

「珪華ちゃん……？」

　ぽつりと呟つぶやいたきり黙りこんだ彼女に不ふ穏おんなものを感じたのか、戸と惑まどいがちに声をかけられる。

　それには返事をせず、珪華は顔をあげると遠い西の空を見み据すえた。

「小母おばさん──わたし、上都みやこへ……安あん永えいへいく。いって、老師の願いを叶かなえる」

　自分に残された言葉が、なにを意味するのかは、わからない。けれど、それを叶えることだけが自分にできる最後の孝行だから。

　一度瞼を閉じて、こみあげるものを吞のみこむと、珪華はいまや形見となった笛をぐっと握にぎり締めた。
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　耀よう国こくの上都・安永。天下にその名を轟とどろかす都市の賑にぎわしさも、夜も更ふけた今はすっかり鳴りを潜ひそめていた。

　そんな静けさの中、夜よ闇やみに沈んだ皇こう宮ぐうの姿に、珪華は息を殺して城じよう壁へきを仰あおいだ。

「これが安永城……ここに、老師の遺ゆい言ごんにあった笛があるんだ」

　ようやく養い親の遺言を叶えることができると、これまでの長い道のりを思い返す。

　頼たよるあてのないことを知っている村人たちは、一いつ緒しよに暮らそうとひき止めてくれたが、「やらなきゃいけないことがあるから」と、珪華は上都にむかって旅立った。

　安永までの道のりは長い。まっすぐむかっても、女の足で三ヶ月はかかる。少女の身とあれば、道に迷う以外にもなにかと危険もつきまとう。

　ゆえに珪華は少年のような身なりをして、多くの旅路を隊商や旅芸人たちとともにした。

　薬くす師しだった玄陽から授さずけられた知識を活いかして薬草を売り、酒しゆ楼ろうで笛を吹いて日ひ銭ぜにを稼かせぎつつ、時折芸人一座について貴族の宴えん席せきを賑わすこともあった。

　正直、欲よくと見み栄えで肥え太った人間など見るのも嫌いやだったが、彼らは酒がはいれば大たい概がい気前がいいときている。いい気持ちになればなっただけ、祝しゆう儀ぎをはずんでくれるのだ。

　だったら、とれるだけとってやれ、と珪華は景気よく笛を奏でてみせた。

「おまえといくと、びっくりするほど儲もうけがいいな。曲になにか呪まじないでも施ほどこしてるんじゃないのか」

　そのおかげかどうか、いつしか芸人仲間からそんな風に言われるまでになっていた。

「そう？　別にお金をもらう以上、きっちりやることやってるだけだけど。そもそも、呪いでもなんでもよくない？　あの人たちの財産なんて、もともとわたしたちから搾さく取しゆしたものなんだし、返してもらってるだけなんだから」

　珪華としては、なにをしているつもりもない。けれど、その評判が広まり、行く先々で声をかけられるようになったのだから、皮肉といえば皮肉だ。

　だからこそ、あえて強く否定しようとは思わなかった。

　銀子があれば、そのあたりに生えているだけではない、高価な薬種を手にいれることができる。それだけ効果のある薬が作れるのだ。先立つものがないというだけで歯は痒がゆい思いをしなくてすむなら、珍ちん獣じゆうを見るような目で見られることなどなんでもなかった。

　そうこうしながら、珪華は一年近い月日をかけ、ようやくここ安永にたどりついたのである。

「……この中に、老師をあんな目にあわせたような人たちが……わたしたちを苦しめてる、天子がいる」

　呟いた珪華の瞳ひとみに、暗い色が宿る。

　村を発たって半年もしたころ、耀国全土に天子崩ほう御ぎよの報が駆かけ巡めぐった。普ふ通つうなら哀あい悼とうの意をもって受けいれられるだろうその報しらせは、「これでやっと苛か政せいから解放される」と、むしろ民たみには喜びをもって迎むかえられた。

　けれど、珪華にはなんの感かん慨がいも湧わかなかった。

　皇帝が死んだところで、老師が生き返るわけでもない。皇帝や貴族に対する憎にくしみも、悲しみも消えはしない。

「大体、名前も顔も知らない皇帝が、わたしたちの知らないところで替かわったとこで、なにが変わるとも思えないけど」

　一昔前、この国は外とつ国から「風が輝かがやく国」と呼ばれていたという。

　常に柔やわらかな風が天から降り注ぎ、穏おだやかな気候が豊かな実りをもたらしたことから、「天からの恵めぐみが燦さん然ぜんと輝いている」と称しようされたのだ。

　だが、いつしか風は絶え、代わりのように戦が止やむことがなくなった。日照りとあいまって大地は荒あれはて、恵みは見る影かげもない。

　干ばつは天のことだ。人の手ではどうにもできない。それでも戦がなくなれば、暮らしはもっと楽になるだろう。

　だからこそ、大人たちは口を揃そろえて「昔はよかった」と言い、皇帝の代だい替がわりを喜ぶが、珪華が物心ついた時にはこの国はすでに今の状態だった。雲の上でなにが起ころうと、この暮らしが変わるなど信じられないのだ。

「案の定、御み代よが変わってから半年以上経たつけど、戦が終わったなんて話は聞かないし」

　あまつさえここ数日、近く大規模な出しゆつ征せいがあるらしいという話で上都は持ちきりだった。まだ正式に皇帝が即そく位いしてもいないのに、だ。

　所詮、『皇帝』とはそういうものなのだ。

「皇帝も貴族たちも、獣けものより質たちが悪い」

　珪華は低く独りごちると、計画を実行に移すべく、城壁沿いに足を進めた。

　今夜は新月だ。密ひそかに忍しのびこむのには格好の夜だ。

　上都についてから今日までにたしかめたところ、皇宮をとり囲む城壁には大通りに面した大門のほかにいくつも門があった。その中の一つに、暗くら闇やみに乗じてひっそりと近づく。

　──よし、一人しかいない。

　門の前に立つ、一人の衛え士じの姿を目に留めながら、珪華は袂たもとから用意してあった小さな香こう炉ろをとりだした。中にひとつまみ粉を落としこみ、手の中に隠かくし持つ。

　一つ深呼吸すると、衛士の方へと踏ふみだした。

「ねえ、お兄さん」と声をかけながら、足早に近づく。

「ん？──ガキがこんな夜よ更ふけになにしてる」

「ごめんなさい。ちょっと、道に迷っちゃったみたいで……」

「ここは皇宮だ。おまえみたいなガキのくるところじゃない」

　自分の方へと意識をひきつけながら、珪華はちらりと手元に目を走らせる。

　香炉からかすかにたちのぼった白い煙けむりが、ゆるりと空気に溶けていくのをたしかめながら、「え、ここってお城なの？」と驚おどろいた風を装った。

「どこの田舎いなかもんだ、おまえ、は……」

　呆あきれたように告げた衛士が、ふいに身体からだを揺ゆらし、顔を押さえた。

「どうしたの？」

　どこか様子のおかしい衛士の姿に、珪華が探さぐるようなまなざしで声をかける。

　けれど、衛士はそれすら耳にはいっていないようだった。

「なん、だ」

　呻うめくように呟いたかと思うと、門もん扉ぴに倒たおれかかるようにして地面に崩くずれ落ちる。

　直後、二人のやりとりにか、倒れた物音に気づいたのか、閉とざされていた門扉が軋きしみをあげて口を開けた。

「おい、なにを騒さわいで……、って、どうしたッ？」

　顔をのぞかせた衛士が、倒れた同どう僚りように慌あわてたように屈かがみこむ。なにがあったのかとこちらを見上げた男に、珪華は怯おびえたように身を竦すくませた。

「自分は、ただ道を聞いてただけで……そしたら、急に」

「おいっ、一体、なに、が……」

　だがその衛士もまた、皆みなまで言うことなく、くずおれるように膝ひざをついた。緩かん慢まんな動作で頭を振ふるが、耐たえきれないように倒れこむ。

　倒れた門衛二人を見下ろして、珪華は知らずつめていた息を吐はいた。

「──さすが、老師直伝の眠ねむり薬。よく効く」

　あたりを見回し、ほかに人の気配がないかをたしかめてから、門へと近づく。そっと開いた門から中をのぞきこむが、見える範はん囲いに人ひと影かげはない。

　珪華はさすがにこわばった面おも持もちで喉のどを上下させたあと、思いきって城じよう壁へき内へと足を踏みいれた。

「お城ってこんなに人がいないものなの？」

　あまりの人ひと気けのなさにかえって不安を覚えるが、それならそれで好都合だと自分に言い聞かせる。さっさとこの皇こう宮ぐうのどこかにあるという笛を見つけて、立ち去らなければ。

「にしても……どこにあるんだろ？　やっぱり、宝物庫みたいなとこかな」

　外から見たかぎりでも城内は相当広かったが、まるで一つの街のようだ。にもかかわらず、ひどく閑かん散さんとしていて、皇こう帝ていをはじめとし、数多あまたいるというお后きさきや彼らの世話をする者たちが暮らしているとは思えない。

　とりあえず宝物庫ソレらしき建物を探そうと、珪華は奥へと足をむけた。

　とはいえ、あまりの呆あつ気けなさにかえって胸むな騒さわぎを覚えはじめたころ、それは起こった。

「──だっ、……たち！」

　突とつ然ぜん、悲鳴のような怒ど号ごうが静せい寂じやくを割り、金属がぶつかりあうような高い音が響ひびく。いくつもの足音と声に、珪華はびくりと身体を硬こう直ちよくさせた。

「なに？」

　ただごとでない気配に、とっさに身を隠すように壁かべに張りつく。めまぐるしくあたりに視線を走らせるが、荒あら々あらしく争う音が届くばかりで、なにが起こっているのかはわからなかった。

　ここにいてはいけない、と本能が訴うつたえかけてくるが、間近にした命のやりとりの気配に身体が言うことをきかない。下手へたに動けば見つかるのではないかという恐きよう怖ふが、足を竦ませた。

　やがて、ただ息を殺し、時がすぎるのを待っていた珪華の耳に、遠ざかっていくいくつもの足音が聞こえてきた。

　──……いった？

　呻き声一つ聞こえなくなったあたりに、震ふるえがはいのぼってくる。それでも見つからずにすんだことに、ほっと胸をなでおろそうとした時だった。

「侵しん入にゆう者だ！　だれかが襲しゆう撃げきされたぞ！」

　響き渡わたった怒ど声せいに、珪華は再び肩かたを震わせた。

　反射的に周囲を見回すが、人影はない。どうやら自分が見つかったわけではないらしい──と息をつきかけ、気づいた事こと柄がらに表情をこわばらせた。

「待って……その侵入者とやらが、まだこの近くにいるってこと？　ううん、それより、今わたしが見つかったら……犯人と、思われるんじゃ──？」

　独りごちて、ぞっとする。

　そうこうしている間にも地面を踏み鳴らす足音と、なにか固いものが触ふれあうような響きがどんどん近づいてくる。怒ど鳴なりあう声から察するに、あれは兵たちだ。

「……っ、冗じよう談だんじゃない」

　珪華は凍こおりついたように立ちつくしていた足を無む理り矢や理り動かし、喧けん騒そうが伝わるのとは反対へ──もときた方向へと踏みだした。一度動きだしてしまえば、あとは勝手に身体が動いた。

　せっかくの機会を無にするのは惜おしかったが、命あっての物種だ。今日のところは諦あきらめよう、と門へと急ぐ。

「おい！　門衛たちが倒れてるぞッ」

　けれど、門まであとすこしというところで聞こえた叫きよう声せいに、うしろばかり気にしていた彼女は、慌てて足を止めた。

　──遅おそかった！

　もうあそこから逃にげることはできない。しかし、どうしたら、と悩なやんでいる暇ひまもなかった。

「侵入口はここだ！」「仲間がいるかもしれん、探せっ」という叫さけびとともに、荒々しい足音がこちらへとむかってくる。

「……なんで、よりにもよって今日なの!?」

　きつく唇くちびるを嚙かんで、珪華は踵きびすを返した。

　追いたてられるように、どこというあてもなく逃げ回る。

　そうして、方角も位置も見失ったころ、珪華は出会ったのだ。




「──騒ぐな。殺すぞ」




　手負いの獣けもののような瞳ひとみをした、一人の男と──。
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　いつのまにか降りだした霧きり雨さめが、ひたひたと服に染しみこんでくる。

　恵めぐみの雨は雨でも、夜の雨は嫌きらいだ。嫌いやなことを思いださせる──が、今の珪華には気にするような余よ裕ゆうはなかった。

　身を潜ひそめていた建物を男にひきずりだされるようにあとにしてから、どれくらいたっただろうか。的確に兵たちを避さけ、足音一つさせずに暗闇を駆かける男の背を、珪華はただ必死に追いかける。迷いのない足どりは、彼が皇宮の地理に詳くわしいことを雄ゆう弁べんに物語っていた。

　──一体、何者？

　気配だけでついてきているのがわかるのか、男はこちらを振り返りもしない。

　──服は……たぶん、絹だった。それにここで迷わないってことは、官かん吏り……貴族？　でも、そんな人がこんな風に気配を消して、息も切らさず走れるもの？

　かくいう珪華はすでに肩で息いきをしている状態だ。体力には自信があったが、それとこれとは話が別らしい。

　──そう考えると、この人、やけに場慣れしてる上に、まとう空気が鋭するどすぎ──、！

　追われている怖おそれと息苦しさから逃とう避ひするように考えごとをしていた珪華は、唐とう突とつに立ち止まった男の背に顔から突つっこんでしまう。

「──ぃた……な、に……？」

　まともに打った鼻をなでながら見上げれば、男がちらりとこちらをむいた。

「その目は飾かざりか？」

「っ、そっちが、急に止まったりするからじゃない」

「この程度の動きに対応できなくて、よく忍しのびこもうなどと思ったな」

　呆あきれのにじむ声こわ音ねにむっとしながら、珪華は男のむこうに見える壁を指さした。

「そういうそっちは、ここまできてなんの準備もないとか言わないでしょうね」

　いつのまにか二人は、皇宮を囲う城壁のあたりまできていた。だが、目に映る範囲には出入り口らしきものはない。

　どうするつもりだと胡う乱ろんに見やれば、男は『愚ぐ問もんだ』とばかりにこちらを無視して指笛を鳴らした。夜に耳にすることのある鳥の鳴き声を模したと思おぼしき音色に、すぐさま同じ音が壁のむこうから返る。

　どうやら、城外に仲間がいるらしい。

　今のが互たがいの様子を報しらせあう合図だったのか、ひゅんっと軽く空気を切る音がして、目前に重しをつけた縄なわが一本降ってくる。男はそれを受け止めると、たしかめるように二、三度ひき、珪華へと押しつけてきた。

「先にのぼれ」

「は？　怪け我がしてるんだから、そっちが先でしょ？」

　あんなに血を流すほどの傷なのだ。その腕うでで体重を支えようというのが無理がある。

　たいした助けにならなくても自分が残って万が一に備える、と言う珪華に、男が鼻先で笑った。

「こんなもの、怪我のうちにはいるか」

「あんなに血がでてたくせに、やせ我が慢まんもほどほどにしたら？」

「おまえの方こそ、一人ではのぼれないのか？」

「これくらい、どうってことないわ！」

「なら、とっとといけ」

　かっとして縄を握にぎり締しめた珪華は、勢いのまま壁に足をかけたあと、まんまとのせられたのだと気づく。しかし、こんなところでぐずぐずしていては、いつ兵たちに見つかるかもわからない。

　若じやつ干かんの悔くやしさを覚えながら、縄を頼たよりに必死に塀へいをよじのぼる。やっとのことで上まであがると、珪華は反対側をのぞきこんだ。

　暗い。

　灯あかり一つない足あし下もとは闇やみに沈しずみ、飛びおりればどこまでも落ちていきそうな気がする。そもそものぼってきた高さが高さだ。

「──よし」

　それでも思いきって飛びこもうとした瞬しゆん間かん、

「早くおりろ、見つかりたいのか!?」

　低く鋭い声が耳を打ったかと思うと、強い力に上体を攫さらわれた。飛びおり様、抱だきこむように回された男の手に胸を摑つかまれ、珪華は反射的に悲鳴をあげていた。

「きゃあぁ──ッ」

「ば…ッ」

　男が慌あわてて口を塞ふさぎにかかるが、あとの祭りだ。「おい、今の悲鳴はなんだ！」とあちこちで声があがる。

　叩たたきつけられるようにして地面についた両足に、じんっと痛みが走る。

「追われてる自覚がないのか!?」

　同時に聞こえた低い叱しつ責せきに、珪華は見えない相手を睨にらみつけた。

「あなたが変なとこ触さわったりするからでしょッ？」

「おい！　なんだよ、コイツは。どこで拾ってきた!?」

　抑おさえながらも荒あらげた声に、突とつ如じよ別の声が割ってはいる。どうやら男の仲間が駆けつけてきたらしいそれに、思わず肩かたを揺ゆらすと、鋭い舌打ちとともに強く腕をひっぱられた。

「全部あとだ、いくぞ」

　言いたいことも聞きたいことも山とあったが、方々から駆けつけてくるらしい足音を耳にすれば、否いなやはなかった。まずは逃げるのが先だ。

　もつれそうになる足を懸けん命めいに動かし、珪華はひかれるままに走り続けた。好都合なことに、雨がこちらの気配を隠かくしてくれる。

　そうして、珪華たちが一つの邸やしきの門をくぐったのは、どれくらい走ったかもわからなくなったころだった。

　苦しい息の下、駆け抜ぬけた背後で、ぎぃっと重い軋きしみとともにぴたりと門もん扉ぴが閉とざされる。荒い呼吸を吞のみこみ、耳をすませても追ってくる物音がしないことに、どっと疲ひ労ろうが押しよせてくる。

「──は？」「主あるじより先に戻もどられました」と頭上でかわされる会話からして、どうやらここは男の邸らしい。

「──ったく、散々だな」

　落ちてきた呟つぶやきに、珪華はのろのろとそちらへと首を巡めぐらせた。

「！」

　途と端たん、息を忘れた。男が邪じや魔まくさそうにかきあげた乱れた髪かみに、目が釘くぎ付づけになる。

　焚たかれた炎ほのおに照らされた髪が、黄金色の光を弾はじいていた。

「そ、の髪……」

　無意識に零こぼれた声に、男がはっとしたようにこちらを見下ろした。はじめてまともに見たその顔に、珪華は二度驚おどろく。

　──なにっ、このむだにいい顔──って、あれ？　目も黒色と、違ちがう……？

　だが、同様に男の方もなにに驚いたのか、珪華を見つめたまま形のいい眉まゆを顰ひそめた。

「おまえ…………男、か？」

「──ッ!?」

　言うにこと欠いての『男』発言に、珪華が絶句する。

　互いに相手を凝ぎよう視ししたまま、あたりに沈ちん黙もくが落ちた。

　やがて、珪華はふつふつと湧わきあがる感情のままに、小さく手を震ふるわせた。

「一体、だれが…………男なのよッ!!」

　怒いかりに任せて振ふりあげた掌てのひらは、直後、男の精せい悍かんな顔に小気味いい音を響ひびかせた。







　第二章　駆引　かけひき







　珪華は用意された異国風のあつらえである胡こ服ふくを身につけながら、その面おもてをいまだおさまらない憤いきどおりに染めていた。

「あれだけ触ったり、声聞いたりして、どうしたら男だって思うわけ？　そりゃ、格好は男物だったし、顔もそれらしく見えるように汚よごしてたけど」

　男だと思われるようにしていたのだ。そう見えて当然だとわかっていたが、どうにも気持ちがおさまらない。あれだけ無ぶ遠えん慮りよに触ふれた挙句の言葉だったからか、男と見み紛まがうほど女らしさの欠片かけらもない──子どもだと言われている気分なのだ。

　この邸には女物はないからと、用意されたのが男物だったことも、文句を言えた筋合いではない。ないが、感情を逆さか撫なでした。

「目、悪いんじゃないの…っ」

　さきほど見た青年の相そう貌ぼうを思いだしながら、珪華は力任せに革かわ帯おびを締めた。

　一見黒に見えるが、どこか違う色合いの神秘的な瞳ひとみと、切れ長の目元。すらりととおった高い鼻とやや薄うすい唇くちびるが絶ぜつ妙みようなつりあいで配置され、すっとひき締まった輪りん郭かくがややもすると女性的になりかねない面おも立だちに男性的な鋭するどさを与あたえていた。

　額に落ちかかる濡ぬれた蜜みつ色の髪が、やけに艶つやめかしく──。

『おまえ…………男、か？』

　面おも影かげとともに脳のう裏りに甦よみがえった声に、珪華は眉み間けんに皺しわを刻んで、やめやめっ、と頭かぶりを振った。

　だれもが美び丈じよう夫ふだと称しよう賛さんするだろう相手な分、なおさら莫ば迦かにされた気になるのだ。

　しあげに濡れた髪を櫛くしで梳すいたあと、珪華は「そんな格好でうろうろされては困ります！」と家か宰さいに放ほうりこまれた浴室をでた。

「にしても、旅館でもないのに浴場があって、安永にこんな邸を構えてるって」

　やっぱり貴族か、と眉間の皺が一層深くなる。

　──今晩はしかたないにしても、いつまでもこんなとこにいられない。

　というより、いたくない。貴族など、貧困に喘あえぐ民たみの上に胡座あぐらをかいて、皇こう帝ていを諫いさめるでもなく、富を貪むさぼっているような人たちなのだ。

　老師を死なせた人物とは違うとわかっていても、嫌けん悪お感かんは拭ぬぐえない。

「それに、これのこともあるし……」

　珪華は瞳を揺らして、自分の胸むな元もとへと視線を落とした。

　物心ついたころから、水や湯を浴びる時、玄陽に言い聞かせられてきたことがあった。

『いいかい、珪華。けして人前で肌はだを晒さらしてはいけない。もし、この痣あざをだれかに見られれば、珪華と私は一いつ緒しよにはいられなくなる』

　言われるたび、一緒にいられなくなるのは嫌いやだと、だれにも見せたりしないと約束してきた。

　──この痣に、どんな意味があるの？

　服の上からなぞるように、左胸の上へ指をはわせる。

　赤子の掌くらいの大きさの、なにかの葉っぱのようにも、動物の足あし跡あとのようにも見える痣は、年々はっきりしてくるが、生まれた時からそこにあったという。

　別れを怖おそれなくてはいけない老師はいなくなってしまったけれど、旅の途と中ちゆうも極力人目のあるところでは肌を晒さないようにしてきた。最さい期ごに残された言葉を思えば、余計だ。

「なのに、服を剝むかれそうになった上に、浴場の中までついてこられそうになったし」

　挙句、「手伝う」「いらない」と揉もめていたら、「とっととはいれ。それとも、脱ぬがされたいのか」とあの男にまであしらわれる始末だ。だからといって、はいそうですか、と頷うなずけるわけもなく、最後まで断固拒きよ否ひを貫つらぬいたが……。

「ほんと、失礼──」

「どうかなさいましたか？」

　入浴前の騒そう動どうを思いだしていると、ふいに声をかけられ、珪華は跳とびあがった。驚いて目をやると、さきほど浴室まで案内してくれた初老の家宰がいつのまにか立っていた。

「え、あの、ちょっと考えごとを」

「さようですか──こちらへ。主人がお待ちです」

　特に意味などなかったのだろう。さほどの興味もなさそうに頷くと先に立って歩きだした家宰に、珪華は細く嘆たん息そくしながらあとに続いた。

　──動どう揺ようしてたとはいえ、なんで途中で逃にげなかったんだろ……。

　相手は貴族、しかも、そんな身の上でありながら兵に追われていたような男だ。一体なにをしでかしたのかは知らないが、どう転んでもろくなことにはならない気がする。

　しかし、入浴の際、預かるという名目ですべての荷物を持っていかれてしまった以上、逃げだすわけにもいかない。銀子おかねや薬草はともかく、とり戻さなくてはいけないものがある。

「失礼いたします。客人をお連れしました」

　考えに没ぼつ頭とうしていた珪華は、家宰の声に、はっと現実にたち戻った。

　気弱な素そ振ぶりを見せればつけこまれる。

　この一年で嫌というほど身に染しみた思いを胸に、まっすぐ顔をあげる。促うながされるままに室へやに踏ふみこめば、三人の青年がこちらへいっせいに視線をよこした。

　──一人、増えてる……、あれ？

　正面に座した人物の顔は、たしかに例の失礼な男のものだったが、髪かみの色が違う。さきほど灯あかりに透すけた髪はたしかに蜜のような黄金色をしていたのに、今はうしろで緩ゆるく束ねられた髪は黒く光っている。

　──もしかして、染めてる？

「……たしかに、そうしてると女に見えるか」

　けれど、どうして、という疑念は、ぽつりと耳に届いた呟つぶやきに霧む散さんした。

「ッ──さすが、女性を口説く必要のないいい男は、褒ほめ言葉もひと味違うみたい」

「世辞は好かん」

　まだ言うか、と眦まなじりを吊つりあげた珪華は、「それより」と姿勢を正した男にでかかった言葉を吞のみこんだ。

「手当てのこと、一応礼を言っておく。──俺は天てん狼ろうだ。おまえは？」

　──礼？　今のどこが！

　それでも、頭をさげた上に先に名な告のる、貴族らしからぬ男の態度に驚く。

　珪華はわずかに逡しゆん巡じゆんしたのち、渋しぶ々しぶ口を開いた。

「……珪華。葵き珪けい華かよ」

　得体の知れない相手に名を告げるのは抵てい抗こうがあったが、礼に礼を返さないのは意に反する。

「珪華か……幸さちを言こと祝ほぐ、いい名だな。──なら、珪華。こっちが雷らい牙がで、こっちが瞭りようだ」

　なにげない口調で老師につけてもらった名を褒められ、珪華は思わず目を見開いた。

　──今の……同じだ。

『珪華。おまえの名は、私がつけたんだよ。おまえの生が彩いろどりに満ちたものであるように、と幸を言祝いでな』

　予期せず触れた、幼いころ何度となく聞かされた懐なつかしい言葉に、目の奥が熱くなる。

　にじみそうになったものを急いで瞬まばたきして払はらうと、珪華は教えられた左右の青年たちへと視線を走らせた。

　右側に座す、いかにも武人然としたのが雷牙と言うらしい。さきほど一緒に逃げてきたのは、こちらの方だったはずだ。天狼よりがっしりとした身体からだつきをしているが、こちらを興味深そうに見る目元には愛あい嬌きようがあり、不思議と威い圧あつ感かんを与えない。

　反対に近寄りがたい雰ふん囲い気きを醸かもしているのが、瞭と呼ばれた青年だった。ほかの二人と比べると細身で、柔やわらかな面立ちをしているが、目つきが鋭く神経質そうな印象を与える。自分を見る視線がいかにも不ふ審しんげだ。

「いつまで立ってるつもりだ」と促され、珪華は距きよ離りをあけながら、用心しいしい腰こしを落とした。

　ふと目をさげると、今まで三人に気をとられて気づいていなかったが、卓たくの上に自分の荷が置かれている。

　あ、と再び腰を浮うかせかけたのを遮さえぎるように、「で？」と天狼が口を開いた。

「なぜあそこに？」
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「…………」

　言いたくないとばかりに黙だまりこんだ珪華に、天狼は軽く眉まゆをあげ、瞭に目配せする。受けた瞭は首しゆ肯こうすると、卓の荷へと手を伸のばした。

「これは消しよう炎えん効果のある薬草、化か膿のう止どめに、これは催さい眠みん薬やくですかね。ほかにも上衣の襟えりや袖そでになにか縫ぬいこんであるみたいですが……。ああ、匕ひ首しゆもしこんでありましたね」

　一つ一つ手にとりながら、だれへともなく説明していく。

「あとは──これは、」

「っ、それに触さわらないで！」

　瞭の手が古びた笛へと触ふれようとした時、たまらず珪華は動いていた。

　勢いよく立ちあがると、ひったくるようにして笛を胸に抱かかえこむ。

「これは老師の……玄陽さまの形見なんだから。あなたたちみたいな、皇こう帝ていの手先が触っていいものじゃない！」

「……玄陽、だと？」

　養い親の名に天狼がわずかに目を見開く。

　けれど、頭に血がのぼっていた珪華は気づかなかった。

　男のどこか不思議な深さを持つ双そう眸ぼうが、一層鋭するどさを増す。

「……今のは、どういう意味だ？　おまえの老師と皇帝になんの関係がある？」

　低い声こわ音ねにも、珪華は負けじと相手を睨にらみ返した。

　彼ら貴族を、さらには皇帝を否定するようなことを口にして、無事でいられるわけがない。とはいえ、後こう悔かいは欠片かけらもなかった。

　むしろ、どうせここまできたらなにを言っても一緒だと、老師の笛を強く握にぎり締しめる。

「殺されたのよ！　用があるからって州都にでかけていって……いわれのない罪を着せられて、州刺し史しさまとやらにねッ」

「……それは先帝の時代、房ぼう州しゆうでのことか？」

「それがなに？　先のだろうと今のだろうと、わたしたちには皇帝がだれかなんて、関係ない。みんな一緒……天帝に選ばれた尊い血筋だなんて言って、わたしたちを苦しめてるだけじゃない！　人をなぶり殺しにするようなろくでもないやつを、なんでそのままにしとくの？　なんで……なんで、なんの罪もない老師が殺されなくちゃならなかったの!?　乾かわいた畑耕して、山にはいって薬草採って、貧しくても一いつ生しよう懸けん命めい生きてきたのに…っ」

　一度堰せきを切った感情は止まらなかった。今まで溜ためてきたものが一気にあふれだす。

　涙なみだまでもがあふれそうになったが、こんな人たちの前で泣くもんかと、ぐっと奥歯を嚙かみ締めた。

　珪華の激情に三人は凍こおりついたように動かない。

　彼女の荒あらい呼吸だけが聞こえる中、重々しい嘆息を落としたのは天狼だった。

「それで、おまえみたいな子どもが敵かたき討うちにでもきたのか？」

「違ちがうわ」

　間かん髪はついれずに否定すると、天狼のみならず、瞭や雷牙までもが意外そうな顔をした。

「ですが、この持ち物はどう見ても凶きよう手しゆのそれでしょう」

　瞭の指し摘てきに、珪華は迷めい惑わくそうに眉を顰ひそめた。

「勝手に決めつけないでくれる？　たしかに眠ねむり薬は忍しのびこむ時、門番を眠らせるのに使ったけど、ほかは老師が教えてくれた、ただの備え」

「……なんだって、女子どもに、んな物ぶつ騒そうなこと教えこむんだよ？」

　呆あきれた様子の雷牙に、なにを言っているのかと眉み間けんの皺しわを深める。

「抵抗の術すべがない女子どもだからでしょ？」

　その答えに、どんな老師だ、と男三人がいっせいに思ったことなど露つゆ知しらず、珪華は握り締めていた笛をそっとなでた。

「わたしは、老師の遺ゆい言ごんを叶かなえにきただけ」

「遺言？　それこそおまえの師の遺言と皇こう宮ぐうに、なんの関係がある？」

「どんな関係があるかなんて、知らない。ただ、老師と一いつ緒しよに戻もどってきた笛の中につめこまれた紙に、そう書かれてたのよ。──皇宮にある宝笛を吹ふけって。鳴らない笛が鳴った時、この世の中が救われるんだって……」

　珪華がその紙に気づいたのは、帰ってきたもの言わぬ養い親の姿に涙も涸かれはてたあとのことだった。老師の魂たましいが迷わないようにと魂たま送おくりの調べを奏かなでようとしたところ、音の鳴らない笛にソレが押しこまれていたのだ。

　そこには乱れた字で、今告げたようなことが書きつけられていた。……本当はそれだけではなかったが、言うつもりも必要もないことだ。

　珪華の言に、男三人が怪け訝げんそうに目を見み交かわす。

「宝笛？　宝ほう剣けんと一緒にこの国に伝わる、伝説の？」

「それって、アレだろ？　吹き手を選ぶっていう笛だよな。たとえ皇帝でも、笛が選んだ奏者以外が吹くと、うんともすんとも言わねえっていう」

　天狼と雷牙が首を傾かしげたのに、瞭が頷うなずく。

「皇宮にある宝笛というなら、それでしょうね。あれは、先帝が私し欲よくのために代々笛をひき継ついできた伯はつ家けの管かん氏を滅ほろぼし、自らのものにしたはずです」

「じゃあ、やっぱり老師に言われたとおり、皇宮にあるんだ！」

　つい身をのりだした珪華に、天狼が呆れたように首を振ふった。

「──そんなことも知らないで、よく忍びこむ気になる」

「どういう意味？　皇宮にあるんでしょ」

　その言動に声を荒げそうになるのをぐっとこらえて問えば、彼は面めん倒どうそうな素振りを隠かくそうともせず、口を開いた。

「皇宮は皇宮でも、アレがあるのは皇帝の手元、宮城だ。おまえがいたのは皇城──官かん吏りたちの仕事場だ」

「……同じ皇宮でも、場所が違うってこと？」

「そう言った。宮城は皇帝の住まう場所だ。そんなところが、夜とはいえあんなに人がいないわけがあるか。世話をする宮女や奴ぬ婢ひだけでも数千といるような場所だ。警備もあんなもんじゃない」

　おまえみたいな素人しろうとに忍びこむなど、到とう底てい無理だ。

　はっきり告げられたそれに、珪華は一いつ時とき言葉を失った。

　たしかに、人気がなさすぎると思っていた。まさか、目的の場所と違っていたとは……。

　──なんで、もっと調べておかなかったの…っ

　この一年間、それだけを考えてきた。

　自分に世の中を救えるような力があるとは思えなかったが、養い親への恩に報むくいるためにも、最さい期ごの願いだけはなんとしてでも叶えようと──。

　──この人たちがなにをしたのか知らないけど、皇宮の一部であんな騒さわぎがあった以上、当然宮城とかいう場所だって護まもりが厳しくなる。

　皇宮内に相当詳くわしいらしい天狼をして、素人には無理だと言わしめるくらい、はいりこむことが難しい場所の護りを強化されてしまえば、今日のようにはいかない。

「しかも、皇帝のところにあるなんて……」

　仮に忍びこめたとしても、簡単に手出しできる場所ではない。それくらいは皇宮のことに疎うとい自分でもわかった。

　──ううん。けど、なにか手があるはず。

　諦あきらめるわけにはいかないと笛を握り締めた珪華は、次の天狼の言葉にはっと面おもてをあげた。

「先帝が管氏を根絶やしにしてまで手にいれた笛だ、在あり処かを知ってるのは一ひと握にぎりの連中だけだ。もっとも、それ以前から人前にでてくるのは、年に一度、降こう臨りん節せつの祭さい祀しの時だけだったらしいがな」

「──降臨、節」

　この国には、民たみのだれもが知る一つの伝説がある。

　古いにしえの時、戦乱に荒あれはてた地を憂うれい、絶え間なく消えていく命の灯ともしびを嘆なげいた神──天帝が、二人の姉弟きようだいに御み使つかいを遣つかわされた。彼らに自らに代わって、人々が怯おびえることも、飢うえることもない、安あん寧ねいの地を築いてほしいと願ったのだ。

　そうして、弟には大地を治める力として剣けんを、姉には大地を癒いやす力として笛を、それぞれ御使いから授さずけられた彼らは、一方は皇帝として国を護り、一方は祠し伯はくと呼ばれる神職の長おさとなって神と民を結び、両者をもって国を安寧へと導いたと言われる。

　降臨節とは、天帝の御使いがこの地に降りたったとされる日だ。毎年、この日には国中で天帝に感謝を捧ささげ、恵めぐみを祝う、祭祀が執とりおこなわれる。

　その最たるものが、皇宮内にある祠し辰しん殿でんと呼ばれる神殿でおこなわれる儀ぎ式しきだった。

「…………降臨節には、ある？」

　不ふ穏おんに瞳ひとみをきらめかせた珪華に、天狼は訝いぶかるように首しゆ肯こうする。

「奏者不在とはいえ、御使いから授けられた宝笛だ。ないわけがない」

「毎年ではありませんが、特別な才を認められた者がいれば、その折に吹く機会が与あたえられることもありますからね」

「鳴ったのなど、見たこともないがな」

　瞭の言を鼻で笑った天狼が、それがどうしたとこちらを見る。

　珪華は彼の姿を改めて上から下まで眺ながめやった。

「あなた、貴族──しかも、身なりや邸やしきからして相当上の方の人なんでしょ？　だったら……取引しましょう」

「……取引？」

　途と端たん、天狼の目がすっと細められる。瞭は言わずもがな、雷牙からも飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きが消え、探さぐるような鋭するどい視線が突つき刺ささった。

　重さを増した場の空気に、小さく喉のどが鳴る。

「そう、取引。──あなたでしょ、あそこで追われてたのは。だったら、今日のことは見なかったことにしてあげる。代わりに、わたしを降臨節の日に皇宮に──祭祀の場に潜せん入にゆうさせて」

「なに？」と天狼はゆっくりと眉まゆをあげた。

「それは、笛の吹き手として、か？」

　それだけの才能がおまえにあるのか？　と暗に問われ、珪華は口元に笑えみを浮うかべた。

「そうよ──って言いたいとこだけど、さすがにそこまで自うぬ惚ぼれてない。今年を逃のがしたらまた一年むだになるのに、そんな不確かな手はうてないもの」

　ならば、危険は承知で表にでてきたところを狙ねらうよりほかはない。

「……俺に盗ぬすみの手伝いをしろ、と？」

「それくらい、別に盗とってきてって言ってるわけじゃないんだし、いいでしょ。今日だって、もとはといえばあなたのせいで追いかけられる羽目になったんだから。あんな事件があったら、警備はもっと厳しくなる。そうしたら、こっそり忍びこむなんてできなくなるもの。だったら、邪じや魔ましたあなたが責任とって、はいれるようとり計らって！」

「今日のことがなかったら、うまくいったとでも？　皇城と宮城の違いも知らないヤツが」

「っ……もちろん！　大体、お偉えらいさんならそれくらいのこと簡単じゃない。それくらいのことはしてくれても、罰ばちはあたらないと思うけど？」

　痛いところを突かれたものの、怯ひるんだら負けだと虚きよ勢せいを張る。逸そらすものかと、むけられた双そう眸ぼうを睨にらみ返した。

　天狼は瞬まばたきもせずこちらを見つめていたが、やがてふっと唇くちびるを歪ゆがめた。

「無む謀ぼうもここまでくると見事だな」

「なんですって!?」

　莫ば迦かにしてるのかと喰くってかかった珪華に、彼は笑いを含ふくんだまま緩ゆるく顎あごをひいた。

「──いいだろう。その話、のってやる」

「！　本当に!?」

「ただし、条件がある」

　ふいに剣けん吞のんな色を宿した精せい悍かんな面に、ぱっと破顔しかけた珪華は身構えた。

「条件？」

「おまえ、今の……とはいえ、まだ正式じゃないが、皇こう帝ていを知ってるか？」

　唐とう突とつな問いにこちらが口を開くより早く、「天狼ッ」と両側から険しい声があがった。だが彼は、それらを手の一ひと振ふりで黙だまらせる。

　彼らのただならぬ様子に、珪華は「知るわけがない」と口を突きそうになったのを吞のみこみ、記き憶おくを探った。

「今の皇帝って……先の皇帝と皇こう后ごうの間に生まれた第一子でしょ。名前までは知らないけど、太子時代の話は耳にしたことがある。戦略に長たけた戦上手で……後々の遺い恨こんは残さないって」

　遺恨を残さない、と言葉を濁にごしたが、端たん的てきに言えば敵に容よう赦しやがないということだ。

　抵てい抗こうを続ければ徹てつ底てい的に潰つぶすのは当然のこと、投降しても兵や民の命は保障するものの、首長やそれに連なる者たちは生かしてはおかないと聞く。それでいて敵にでも気にいった者がいれば誘さそいをかけるという話もあり、懐ふところが狭せまいのか広いのかよくわからない。

　けれど、所しよ詮せん市し井せいの間で囁ささやかれる噂うわさ話ばなしだ。どこまで本当のことかさだかではない。

「今きん上じよう帝てい・利り佑ゆう──おまえの言うとおり、先帝同様苛か烈れつなことで知られるが、自分の望むものしか見てなかった先のと違ちがって広くまわりを見る目を持っている。見てないと思って油断すれば、あっという間に足を掬すくわれるほどのな」

「……それが、『条件』となんの関係が？」

　なにが言いたいのかわからず胡う乱ろんに天狼を見やるが、彼は歯し牙がにもかけず先を続けた。

「そんな人間に、この国の現状が見えてないはずがない。現に、先帝が戦いくさにしか興味がないのをいいことに、国庫に納めるべきものを掠かすめとって、盛大に私腹を肥やしていたような官吏は処分された」

「──なら別にいいじゃない」

　なにが問題なのだと訝いぶかしむと、鋭い一いち瞥べつがこちらを射い貫ぬいた。

　冷ややかな刃やいばのようなそれは、あの薄うす闇やみの中で見たまなざしとよく似ていて、珪華は反射的に息を吞んだ。

「代だい替がわりから半年。この国から騒そう乱らんが消える気配は微み塵じんもない。挙句、今度の出すい師しだ。──今上帝は病やめるこの国に必要なのは、新しい豊かな土地だと言う。戦こそが、救われる道だとな。それでも『いい』とおまえは言うのか？」

「戦が……救われる道？」

　紡つむがれる低い声こわ音ねに圧おされるように、身体からだがこわばる。けれど、耳が拾ったそれに、言葉が零こぼれ落ちていた。

「……そんなの、今のわたしたちの様子が見えてないから言えるんじゃない」

　勝手なことをっ、とふつふつと湧わきあがる感情に任せて声を荒あらげれば、「同感だ」と頷うなずかれ、珪華は虚きよを衝つかれた。

　──……この人、一体、どういうつもり？

　天狼は今まで自分が思い描えがいてきた貴族とは、なにかが違う。

　それこそ人を人とも思わないような冷ややかな空気をまとっていたくせに、働いた無礼に怒いかるでもない。人を莫迦にする態度をとったかと思うと──こんな、怖こわいほど真しん剣けんなまなざしをまっすぐむけてきたりもするのだ。

「今上帝はやると言ったらやる。何年かかろうが、どんな手を使おうがな。──だが、そんなもののどこに救いがある？」

「…………」

「むこうがそれを是ぜとするなら、こっちも己おのれのよしとした道をいくだけの話だ」

「──あなた……まさ、か」

　淡たん々たんと、けれど激しい胸のうちをにじませて吐はき捨てられた科白せりふに、珪華は目を見開いた。

　とんでもないことに巻きこまれつつある予感をひしひしと感じながら、瞬きもせず天狼を見つめる。

　そんな珪華の動どう揺ようを見み透すかしたように、天狼は薄うすく口元に笑みを刻んだ。

「望みどおり、宮城に送りこむ手て筈はずは整えてやる。代わりに──おまえには、次の降臨節までに宝ほう珠じゆを奪うばうのに、協力してもらう」

「ッ──冗じよう談だんじゃない！」

　やっぱり！　とあたった予感に内心ひきつりながら、すかさず叫さけんだ。

　片かた田舎いなかにいた自分でさえ、宝珠と言われるものがなにを意味するか、知っている。

　宝珠とは、天てん帝ていがこの国の始祖である姉弟きようだいに力を託たくした証あかしとして、剣けんや笛とは別に授さずけた玉ぎよくのことを意味する。それは、天帝からこの地を託された──統とう率そつ者として認められた、帝位の証だ。

　宝珠を奪う。それはすなわち──

「自分でなにを言ってるか、わかってるの？　皇帝にとって代わろうだなんて──」

「わかってないほど阿あ呆ほうに見えるか？」

「だったらなおさらごめんよ！　そんな不当な取引。迷めい惑わくをこうむった分だけ、こっちが多くもらうのが当然じゃない。なんでわたしの方が、渡わたりたくもない危ない橋を渡らないといけないわけ？」

　珪華自身、今のままのこの国で平へい穏おんに暮らせるとは思わない。戦に干ばつ、重くなるばかりの租ぜいと、それらから逃にげだし盗とう賊ぞくと化した流民など、苦難は数えだしたらきりがなく、明日をも知れない。

　ただ、憂うれいたところで、所しよ詮せん雲の上のこと。自分にできるのは、せいぜい盗人ぬすつとの真ま似ね事ごとくらいだ。

　しかし彼らは、だれもが諦あきらめ、受けいれている現状を、打ち破ろうというのだ。

　その心意気は称しよう賛さんに値あたいするが──自分が関かかわるとなれば話は別だ。

「別に盗ってこいと言ってるわけじゃない」

　聞き覚えのある科白を口にした唇が、わざとらしく片笑む。

「目的をはたすには、それなりの準備も必要なはずだ。そのついでに宮きゆう廷ていの奥向きの情報や、皇帝の動きを報しらせてくれと言ってるだけのこと。あとはこっちがやる」

　おもむろに立ちあがった天狼に、珪華は覚えず足をひいた。

「それとも……」とはずされない黒とは違う濃こい双眸が、獲え物ものをさだめるように細められる。

「小娘おじようちゃんには荷が重いか？」

「だれがそんなこと言ってるの？　関わっても益えきがないっていうこと！」

　巻きこまれるなどまっぴらだと、珪華は柳りゆう眉びを逆立てた。

　なぜ、好き好んで顔も見たくない相手に近づかなくてはならないのだ。

　顔を見れば、この人たちのせいで、ときっと憎にくしみが募つのる。一歩間ま違ちがえれば、彼がさきほど言ったように復ふく讐しゆうにだって走りかねない。

　けれど、老師はそんなことを望んでなどいなかったはずなのだ。最さい期ごの時まで微笑ほほえんでいた、あの養い親は。

「わたしは、老師との最期の約束がはたせれば、ッ」

　近づいてくる天狼を睨みつけたままじりじりと距きよ離りをとっていた珪華は、とんと踵かかとにあたった感かん触しよくにうしろをむいた。いつのまにか背後に迫せまっていた壁かべに、あっと思った矢先、視界を影かげが覆おおう。

　顔の真横に突つかれた手をゆっくりとたどっていけば、こちらを見下ろす天狼の姿があった。

「なら、しかたない。この話はなしだ──代わりに、おまえを今夜の犯人として突きだすだけだ」

「なっ!?」

　思いもかけない言い分に、絶句する。

　なに言ってるの、この人？　と穴が開くほど凝ぎよう視しすると、つっと整った顔がよせられた。

「おまえの言う『お偉いさん』と、見るからに怪あやしい小こ娘むすめ……どっちが信用されると思う？」

　耳に吹ふきこまれた囁きに、ぞくりとする。その声音は『ここまで聞いて、逃げられると思ってるのか』と告げていた。

　脅おどしていたはずが、気づけば立場がいれ替わっている。

　ここで軍府に突きだされた場合、なにを喚わめこうが処分されるのは、自分の方だ。あの身のこなしからして、この男が軍に関わりあることはおそらく間違いない。だとしたら、なおさら不利だ。

　なぜ、そのことに考えがいたらなかったのかと歯は嚙がみしながら、天狼を横目にねめつけた。

「っ……覚えてなさい。この差引分、必ず払はらってもらうから」

　自棄やけになったように唸うなった珪華に、天狼が我が意を得たりと唇くちびるを吊つりあげた。

「よろしく、と言っておこうか。朋ほう友ゆう」

「そんなものになった覚えは欠片かけらもないわ」

「不満か？」

　眉まゆをあげた天狼は、うって変わって妖あやしい微笑を浮うかべると、壁に突いたのとは反対の手で珪華の頤おとがいをとった。

「ならば、おまえと運命をともにしよう──俺の片かた翼よく」

　雌し雄ゆう一体となって飛ぶという言い伝えのある比ひ翼よくの鳥に喩たとえた、甘い吐と息いきの囁きに、一気に顔に熱が集まる。いきなり変わった雰ふん囲い気きに、狼狽うろたえずにはいられない。

　だが、その様を見つめる双そう眸ぼうがあきらかにおもしろがっているのに気づいた珪華は、きつく握にぎり締しめた拳こぶしを震ふるわせた。
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　ふと感覚に触ふれた音色に、意識が浮ふ上じようする。

　この邸やしきではついぞ聞いたことのない音で目を覚ました天狼は、臥しん牀だいから身を起こした。

「魂たま鎮しずめの音……あいつか」

　昨晩、老師の形見だと握り締めていた笛を思いだす。

　涼すずやかでいて物悲しい音色に、なぜか、ここのところ常に張りつめていた神経が慰い撫ぶされる心ここ地ちがした。笛の音が心をなで、寝ね起おきで気け怠だるい感覚がすみ渡っていく。

　昨夜は「そんな腕うではない」というようなことを言っていたが、芸事には疎うとい自分にでさえ上手が知れる。

　不思議な音色に無意識に耳をそばだてながら、天狼は寝しん衣いを脱ぬぎ捨て、袍ほう衫さんをまとうと室をでた。まもなく、庭院なかにわに面した柱ちゆう廊ろうに姿を見つける。

　暗い中見た時には、格好から少年かと思ったものだが……なるほど、怒おこるわけだ。

　結ゆわれていない髪かみが頰ほおに落ちかかり、伏ふし目がちの表情が薄はく明めいの明かりに浮かびあがる様には、はっと息を吞のむような妖しさがある。侵おかしがたい神聖さと匂におうような色気が、相半ばして彼女を包んでいた。

「──とはいえ、美少年に見えなくもないが」

　日に焼けているせいか、などとどうでもいいことを思っていると、呟つぶやきが聞こえたように少女──珪華が顔をあげた。こちらへと首を巡めぐらせた途と端たん、きっと眦まなじりを吊りあげる。

　まるで全身の毛を逆立てて警けい戒かいする仔こ猫ねこのような様子にも構わず、天狼は彼女へと歩みよった。

「ずいぶん早いな」

　なにごともなかったように声をかけると、不ふ審しん顔がおもあらわにじりっと距離をとってくる。

「……あんな立派な臥牀で寝たことないもの」

　きまり悪げな呟きが、かえっておちつかず寝られなかったと告げていた。

　なるほど、と顎あごをひき、天狼は珪華が胸むな元もとに握り締めている笛へと視線を落とした。

「今の曲は……おまえの老師にか？」

　珪華は頷うなずくような、否定するような、曖あい昧まいな仕草で首を振ふった。

「最初のころは、ね……けど、今は習慣。──この国は、悲しみが多すぎるから。すこしでもみんなが安らぐといいと思って」
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　答えながら明けはじめた東の空を見やった横顔は、昨日とはうって変わった静けさをたたえていた。それがかえって彼女の心情をあらわしているようで、胸が疼うずく。その痛みは、皇こう帝ていや貴族に対する怨えん嗟さの叫さけびを耳にした時感じたものと、よく似ていた。

　この小さな手でどれだけのものを抱かかえているのかと、笛を握る手に思う。

　奏かなでた優美な音とは似つかぬ、荒あれた手だ。着き飾かざった貴族の娘むすめや宮女たちの白い滑なめらかな指とは違ちがう、ささくれひび割れた五指で、懸けん命めいに日々を握り締めている。それでもどうしようもなく零こぼれ落ちていくものに、打ちのめされながら──。

「──玄陽、といったか。笛は、その老師に？」

　探さぐる色を誤ご魔ま化かすように、「思わず聴きき惚ほれた」と続けると、珪華は驚おどろいたように双眸を瞬またたかせたあと、表情を綻ほころばせた。

「そう。笛もわたしを育ててくれた玄陽さまに教わったの」

　この少女はよほど育ての親を敬愛していたのだろう。面おもてに浮かぶ憧しよう憬けいは、自分の腕というより、師を褒ほめられたように感じていることがありありとうかがえる。

　その様子に胸の疼きがいや増すのを覚えながら、天狼は問いを継ついだ。

「おまえの老師は、元祠し官かんか？」

「祠官ってあれでしょ、星や風を読んで天意をみんなに伝えたり、天てん帝ていを奉ずる祭さい祀しを執とりおこなう、祠し辰しん殿でんに属する神職。あの人たちって、普ふ通つう亡なくなるまで天帝に仕えるんじゃなかった？」

「……事情があって、職を離はなれる者がないわけじゃない」

　祠官の中には祠し楽がく師しと呼ばれる、神に舞ぶ楽がくを奉ほう納のうする者たちが存在する。そうでなくとも、御み使つかいの伝承のこともあって横笛の音色は重んじられているため、祠官には嗜たしなむ者が多いのだ。

「そういった祠辰殿を離れた祠官の一人じゃないのか？」

　言いながら、どんな些さ細さいな変化も見み逃のがさないよう、目の前の少女の顔を注視する。が、彼女は物もの憂うげに緩ゆるく首を横に振るだけだった。

「……わからない。わたしが物心ついた時には、老師は村で薬くす師しをやってたし……赤ん坊ぼうのわたしを連れて移り住んだんだって聞いたことはあるけど、自分のことはあまり話す方かたじゃなかったから」

「そうか」

　これ以上はなにも聞きだせまい、と天狼は短く話題をきりあげた。

　そうなればもう用はないはずだったが──なぜか、今の珪華を置いて立ち去る気にはなれなかった。

　かといって、どうしたものか、と見下ろした憂うれい顔に、ふとさきほど彼女が口にした『習慣』という言葉を思いだす。

「……さっき、魂鎮めを吹くのが習慣だと言ったな。安永にきてからもか？」

「？　ここ半月お世話になってた界かい隈わいは、夜が賑にぎやかで朝はみんな寝てるから、迷めい惑わくになると思って夕暮れ時に吹ふいてたけどね」

　この音色なら朝吹いたところでだれも文句など言わなかっただろう、と考えながら、思いあたったそれをたしかめるべく、問いを重ねる。

「世話になってたっていうのは、酒しゆ楼ろうか？」

「それがどうかした？」と珪華が怪け訝げんそうにこちらを見上げた。

「ああいうとこで演奏するといい余興になるって喜ばれるし、こっちも稼かせぎになるから。──まあ、絡からんでくる酔よっぱらいがいないわけじゃないけど、愛あい想そ笑わらいの一つも浮かべて見せれば金払ばらいもよくなるし」

　なるほど、だから男の様な格好をしていたのだろう。下手へたに女の身でいては酔すい客きやくにからまれる程度ならまだしも、質たちの悪い者に捕つかまって妓ぎ楼ろうへ売り払われかねない。

　そんな納なつ得とくとは別に、天狼は一つの確信を得た事こと柄がらに、思考を巡らせはじめた。

「──最近、安永で話題になっていたのは、おまえか」

「話題？　なんのこと？」

「西市の酒楼で笛をよくする者がいる、とここ最近都人の間ではもっぱらの噂うわさだ」

「……安永では、そんなに笛の音が珍めずらしいわけ？」

　きょとんとして首を傾かしげた珪華に、天狼は「そんなわけあるか」と思わず唇を歪ゆがめた。

　安永は耀よう国こく随ずい一いちの繁はん栄えいを誇ほこる都だ。多少笛の演奏が上手な者など、ごまんといる。その中で、たった十数日で人々の口の端はにのぼることの意味を、この少女は理解していないらしい。

　──いや、自分を理解してないのか。

　口元に笑いを含ふくんだまま珪華を見下ろせば、むっとしたまなざしが返る。

「昨日から人の顔見て笑って……失礼だと思わない？」

「たくましいもんだと思ってな」

「……どうせ、そこらの貴族のご令れい嬢じようとは違いますから」

「だが……おまえの笛の音を聞くと不思議と癒いやされるという噂だ。痛みや病が和やわらぐとも聞く」

「そうなの？──そんな噂があるんだったら、東市の方にいくんだった。貴族たちが集まるそっちなら、きっともっといい稼ぎになったのに」

　珪華が不ふ機き嫌げんさの中に悔くやしさをにじませる。

　その様に、くっと笑しよう声せいが零れた。

「まったく、変わったヤツだ」

　一人で皇こう宮ぐうに忍しのびこんでしまう度胸もそうだが、殺されそうになった相手に平気で喰くってかかってくる。寂さびしそうな顔をしたかと思えば、一いつ瞬しゆんあとにはもう怒っている。表情がくるくる変わって、見ていて飽あきない。

　おまけに、彼女は昨日雨で染めが落ちてしまった自分の髪を見ているのだ。光に透すかすと違うとわかる瞳ひとみの色にも気づいているだろう。

　にもかかわらず、まったく態度が変わらない。視線をはずすことすらしない。こんな相手はひさしぶりだ。

　今も濡ぬれた黒いまなざしを怒いかりに染めて、こちらを睨にらみつけている。

「あなたこそ、変わってるだの、小娘おじようちゃんだの、ほんとに失礼な人だと思うけど」

「それこそお互たがいさまだ──が、おまえを皇宮に送りこむいい案が思いついた」

　うまくいけば宝笛に触ふれる機会が得られることもあるだろう。

　そう告げると、喜ぶかと思いきや珪華は形のいい眉まゆを顰ひそめた。

「今まで考えてなかったわけ？」

「おまえにもうすこし色気があれば、こんな苦労はせずにすんだろうがな」

　ちらっと胸元に目をやって緩く首を振る。

　珪華の面にぱっと朱しゆが散った。

「ちょっと、それ、どういう意味!?」

「わからないか？」

「そんなの、やってみなくちゃわからないじゃないっ」

「安心しろ。そんな無理は言わん」

　だから、おとなしくこちらの言うとおりにすればいい、と言い置けば、珪華は表情を怒りに染めた。

「そこらへんのお嬢さんみたいに、おとなしく言うこと聞くと思ったら大おお間ま違ちがいよ」

　言い捨て様、くるりと背を返す。そのまま振ふり返りもせず、ぱたぱたと去っていくうしろ姿に、天狼はつと目を細めた。

「……玄陽。あれがおまえの──」

　嚙かみ締しめるように呟つぶやいて、彼は静かに瞼まぶたを落とした。







　第三章　後宮　こうきゅう







　安永城には皇こう帝ていの住まう宮城の西側に、西さい苑えんと呼ばれる一画が広がっている。

　別名、後宮。皇帝に仕える皇こう后ごうをはじめとする妃ひ嬪ひんたちが住まい、彼らの身の回りの世話をする宮女たちが職務に従事する、まさに女の園そのであった。

　苑そのという字が示すとおり、それは広大な庭園のような宮だ。

　苑内にはいくつか池が掘ほられ、川がひきこまれている。中には、人工的に島が造られているほどの湖と言うべきものもあった。その敷しき地ちの中に、十数という花の名を冠かんした宮きゆう殿でんや楼ろう閣かくが建てられ、それぞれを回かい廊ろうや橋が繫つないでいる。

　さらには、外とつ国の珍しい種も含め、さまざまな樹木や花が植えられ、季節を彩いろどっていた。

　人々はここに住まう宮女たちを、文武百官の言い回しにあやかって、皇宮を彩る百花──花か官かんと呼び習わしていた。




　後宮唯ゆい一いつの出入り口である衆しゆう芳ほう門もんで、珪華は袂たもとから花官の身分証明である花か票ひようをとりだした。門番に見せれば、しばしの手続きのあと、「とおってよし」と門もん扉ぴが開かれる。

　拱きよう手しゆしてとおり抜ぬけた珪華は、門扉が再び閉まる音に息をついた。

「何回とおっても、緊きん張ちようする」

　ちらりとうしろを見返ったあと、手にした団扇うちわで顔を半ば隠かくすようにしながら、ようやく慣れてきた長ちよう裙くんの裾すそをさばいて歩きだす。

　皇城での騒そう動どうよりふた月余、珪華は後宮に宮女──正確には、楽に携たずさわる宮きゆう妓ぎとして伺し候こうしていた。彼女の笛の音に目をつけた天てん狼ろうが、瞭の持つ伝手つてを使い、後宮にあがる手て筈はずを整えたのだ。

「下働きならともかく、宮女なんて無理！　絶対ぼろがでる」

　最初にこの話を持ちかけられた時、珪華は当然突つっぱねた。だが、天狼はいっかなとりあおうとはせず、最低限の礼れい儀ぎ作法と知識を叩たたきこまれたあと、後宮に放ほうりこまれた。

　実際、宮女とはいえ、宮妓の務めは皇帝の宴えん楽がくに供することだ。いつでも最高の演奏ができるよう修練を求められこそすれ、妃嬪の身の回りの世話など、危き惧ぐしていたような仕事はほぼなかった。

　午前のほとんどは練習に費ついやされるが、午後からは身動きもとりやすい。

　花票を示しさえすればこうして西苑をでることもできる。

　さすがに妃嬪級の者たちの出入りは厳しく制限されているが、皇帝の身の回りのことも担になっているためか、花官たちの出入りは比ひ較かく的てき自由なのだ。

「だから、こうやって出歩いててもめだたないんだけど──」

　こうした諸もろ々もろの状じよう況きようを利用して、珪華は笛に関かかわる者としてもっと上を極きわめたいという理由をつけ、祠し辰しん殿でんにでむいて祠官に話を聞いたり、書庫を閲えつ覧らんする許可を得ている。だからこそ、堂々と宮城内を出歩くことができるのだ。

「肝かん心じんのことは全然摑つかめないのがね」

　ほかの楽師や祠官たちにさりげなく宝笛の話を振ってみるのだが、返ってくるのは、自分でも知っているようなありきたりな答えばかり。

　ならばと「今は皇宮内にあるとか」と探さぐりをいれると、途と端たんにだれもが「おまえには関係ない」と顔をこわばらせて口を噤つぐんでしまう。

　宝ほう珠じゆのことにいたっては、皇帝に近づくような機会さえなかった。

「宝珠のはまった剣けんを皇帝が常に持ち歩いてるなら、たしかに後宮にきた時が狙ねらいやすいんだろうけど、どうやって近づけって？」

『おまえには、次の降臨節までに宝珠を奪うばうのに、協力してもらう』

　あの言葉どおりことを運ぶとすれば、残された時間はあとふた月ほどしかない。

　そもそも、現在太子である佑が天子と称しようしてはいるが、降臨節を迎むかえていない今、正式にはまだ皇帝位を継ついでいるわけではなかった。

　皇帝の即そく位いとは、古来より年に一度、降臨節の日にのみ許された儀ぎ式しきなのだ。

　だからこそ、天狼は降臨節──新皇帝が即位する前に、帝位の証あかしを奪おうとしている。

　自分の感情にさえ目を瞑つぶるなら、その考えは理解できる。だが──

「時間がなさすぎる。入宮したての一楽師が皇帝の傍そばに召めされるなんて、いつのことか」

　よほどの腕うでだと認められないかぎり、当分機会など巡めぐってこない。近づく機会がないということは、皇帝の動きを探ることも簡単ではないということだ。

　どうしたものか、と口の中で独りごちながら歩いていた珪華は、耳に届いた黄色い声にふと顔をあげた。飛びこんできた光景に、思わず半眼になる。

　……わからないことだらけの反面、ここへきて、わかったこともあった。

　自分をここへ送りこんだ天狼が、思ったとおりと言うべきか、鎮ちん護ご大将軍などという肩かた書がきを持っていること。さらに、歴戦の将しよう帥すいとして民衆の間では広く知られた存在であり──花官たちにも、大変おもてになるということだ。

　珪華の視線の先には、柱ちゆう廊ろうの一角で花官たちと言葉を交かわす天狼の姿があった。

　どうやって知るのか、彼が登城しているとの情報を聞きつけると、花官たちが我先にと集まってくるのだ。そうして、なにが楽しいのかああやって話に花を咲さかせている。

「……普ふ段だんは仏ぶつ頂ちよう面づらのくせして」

　聞こえてくる笑いに、珪華は表情にわずかな呆あきれを浮うかべると、いつのまにか止まっていた足を動かした。天狼たちの脇わきをとおる際、拱手だけして無言のまますり抜けようとする。

「！　あ…っ」

　が、ふいになにかに足をとられ、身体からだが大きく傾かしぐ。踏ふみ止とどまろうとするが、長裙の裾が邪じや魔まをする。

　転ぶ、となす術すべもなく身を固くした瞬しゆん間かん、珪華は逞たくましい温ぬくもりに抱だき留められていた。

「大事ないか？」

　すぐ傍から聞こえた声に、寸前のところで天狼に支えられたのだと気づく。

「天っ……いえ、あの、申し」

「まあ、なんて無礼な！」

　口走りかけた名を吞のみこみ、謝意を口にしようとした珪華は、それをかき消すようにあがった甲かん高だかい声に、ぎくりと肩かたを揺ゆらがせた。見れば、集まっていた花官たちが険しい目つきでこちらを睨にらんでいる。

「その方は大将軍位を預かる御お方かたですのよ？　あなたのような出所も知れぬ下げ賤せんの者が軽々しく触ふれていいと思っているの」

「慣れないものを着ているから、きっと裾でも踏んづけたのでしょう。みっともない」

「本当に。白粉おしろいでも隠しきれないほど日に焼けた肌はだに荒あれた手で、よく宮城を歩けるわ」

　くすくすと響ひびく笑いに、珪華はぎゅっと手を握にぎり締めた。

　こうした新人への嫌いやがらせは、女の園そのである後宮では日常茶さ飯はん事じだ。だからといって黙だまって受けいれるほど寛かん容ようではない。

「踏んづけたって、あなたたちが足をひっかけたんでしょう？」

「人のせいにするなんて……これだから礼儀を知らない者は」

　どっちがだ、と視線を尖とがらせると、花官たちは「まあ、怖こわい」と眉まゆを顰ひそめた。

　今度はどんな嫌味がくるのかと身構えた珪華に、けれど相手は怯おびえたように視線をはずすと、

「ねえ、天狼大将もそう思いませんこと？」

　甘える声こわ色いろで天狼へと話を振ふった。一方の振られた方はと言えば、ふっと笑うように息をつくと、珪華に回していた腕を解いた。

「──たしかに」

　聞こえた言葉につられるように彼へ目をむけた珪華は、そこに浮かんだ、見た者を魅み了りようする凄せい艶えんな笑えみに瞬しゆん時じ息を忘れた。

「まだ青い蕾つぼみより、あなた方のような麗うるわしい花を愛めでる方が目には楽しいな。なにしろ、軍営は男ばかり……むさ苦しくてしょうがない」

「まあ、天狼大将はお上手ですこと」

　茫ぼう然ぜんと立ちつくしていた珪華は、嫌でも耳にはいる会話に小さく身を震ふるわせた。

　それでもかろうじて礼をとると、今度こそその場を離はなれる。振り返ることなく、書庫へと足を速めた。

　──なに、あれ？　あれが、天狼……!?

　目にしたものが、いまだに信じられない。

　普段とのあまりの違ちがいに震えが走り、珪華は無意識に腕を擦こすった。

「──いつもと違いすぎ。人を見て、男だとか子どもだとか、失礼なことばっかり言う人と同じ人だとは思えない」

　脳のう裏りに浮かぶのは、つい先日のやりとりだ。

　花官の装いをした自分に一瞬目を瞠みはった天狼は、こともあろうにこう言ったのだ。「ずいぶんと化けたものだ」と。それはどういう意味だと、憤ふん慨がいしたのは言うまでもない。

「大体、あの人たちもあんな人のどこがいいわけ？　見た目に騙だまされてるだけじゃない」

　憤いきどおりとも呆れともつかぬ呟つぶやきを零こぼして、薄うす暗ぐらい書庫に足を踏みいれれば、ひやりとした空気が身を包む。反射的に肩を震わせた珪華は、「わたしには関係ないし」と脳裏にこびりついた光景をも払はらうように頭を振った。

「それより、宝笛についてよ」

　この間はどこまで見たんだったか、と古いものでは竹簡や木簡から最近の書巻まである、書物の山を見み渡わたした。

　ここには古今東西耀国中の記録が集められているという。

　笛について調べれば、今際いまわの時に老師が言ったことの意味や、自分の知らないなにかがわかるのではないかと、珪華は足あし繁しげくかよっていた。

　今日もまた積まれた山を崩くずさないよう、書巻の一つを慎しん重ちように手にした時だった。

　カタン、と小さな物音が響く。ついで、足音が近づいてきたかと思うと、珪華が背にした板を渡しただけの作りの棚たなのむこうに人が立つ気配があった。

「──礼もなしとは、ずいぶんだな」

　どこかおもしろがるような密ひそやかな声に、ぴくりと肩が揺れる。

「……そう？　それは、ごめんなさい。接点があると思われると動きにくくなるってあなたに言われてたし、お邪魔だったみたいだから。それに、ずいぶん、っていうならそっちでしょ。ずいぶんとまた別の顔をお持ちのようで」

　お世辞は嫌きらいなんじゃなかったのか、とつい嫌味が口を突つく。

「おまえこそ、もっと頭を使うんだな。魑ち魅み魍もう魎りようが跋ばつ扈こする皇宮ここで、消されたくないなら」

　けれど、こたえた風もなく返された科白せりふに、らしくないとはいえ、やはりこの男も貴族だと、珪華は顔を顰しかめた。

　──人をあしらうなんてお手のものってこと。

　時の経過とともに、どこか馴なれあいつつあった心をひき締しめる。

　この男は仲間などではない。利害が一いつ致ちした、ただそれだけこと。相手にとっても、それは同じだ。

「だったら、今からでもほかの人に頼たのんだら？　あの様子なら、わたしより喜んで手を貸してくれる人が、たくさんいると思うけど」

　だからこそ、これにも嫌味が返ってくるだろうと思いきや、「手を貸してもらったところでな」と軽く鼻を鳴らす音が届いた。

「あんな綺き麗れいなだけの花じゃ毒にも薬にもならん」

「え？」

「それより、後宮内の様子はどうだ。変わったことは？」

　くだらない話は終わりだとばかりに改まった声こわ音ねに、珪華は慌あわてて戸と惑まどいを吞みこんだ。

　すこしは頼たよりにされているのか、とちらりと思いつつ、こちらもまた意識を切り替かえる。

「変わったことっていうか……例の出すい師し、延期になったって聞いたけど」

「それか。──どうやら、高官の一人が皇こう宮ぐう内で襲おそわれた衝しよう撃げきは大きかったらしい」

　協力させられることになった時点で、あの晩の事情は例の側近二人から聞かされていた。

　皇こう帝ていにとって代わる──自ら出しゆつ征せいするという大規模な出師を決めた今きん上じよう帝ていに、それを決意した天狼たちは、当然のことながら密かに仲間を増やしていた。

『とはいえ、うちの軍の連中がほとんどだがな。鎮護軍なんてご大層な名がついちゃいるが、要は、門もん閥ばつのはみだし者や各軍府で手に負えないようなヤツらが集められた、半はん端ぱ者の集団だ。癖くせの多いヤツばかりだが、気骨がある上、大たい概がいが上の連中に反発を抱いてる』

『ですが、今回はそれが仇あだになりました。帝てい位い簒さん奪だつの計画を知った兵たちの一部が先走って、もとより因いん縁ねんのあった、佞ねい臣しんと名高い中ちゆう書しよ省しよう高官への襲しゆう撃げきを企くわだてたんですよ。自分たちが捕つかまれば、計画そのものが破は綻たんすることなど露つゆほども考えずにね』

　天狼が気づいた時にはすでに遅おそく、駆かけつけた時には彼らは高官たち一行に襲いかかったあとだったという。

　あの時の傷は、その部下たちを追っ手から逃にがす際に負ったものだったらしい。

「ただでさえ代だい替がわりで不安定な今、安永を空ければどうなるかわからないと、高官の連中がこぞって異議を唱えた。皇帝に刃は向むかう恐おそろしさより、自分たちの居場所がなくなることの方が重要だったってことだ」

　唸うなるように低く吐はき捨てた天狼に、珪華は小首を傾げた。

「延期するって、皇帝が決めたんじゃないの？　最近は毎晩のように後宮へ渡わたりがあるって話だし」

　今まで義務的にしか後宮へ足を運ばなかった皇帝が、襲撃事件からこちら頻ひん繁ぱんに訪おとずれているのは、後宮がもっとも警備が堅かたいからだと聞いた。それはとりもなおさず、皇帝自身が暗殺を怖おそれているということではないのだろうか。

「たしかに、後宮は外に通じる出入り口が一つだけで護まもりが容易たやすい。が、そいつは護る側の都合だ。足を運ばされてるんだろう。今上帝は凶きよう手しゆを怖れて閉じこもるような質たちじゃない」

「ふーん……けど、あれで戦いくさがとりあえずでも中止になったんなら、その部下だって人たちの行動も、あながち的外れでもなかったってことじゃない？」

　珪華自身は巻きこまれた者はかわいそうだと思うが、襲われたという官かん吏りに対する同情は湧わいてこなかった。天狼のように目の前にいたらまた別だが、そこここで囁ささやかれる件くだんの官吏の悪行を聞くと、とてもそんな気にはなれないのだ。

「……かもな」

　珪華の指し摘てきにかすかに苦む色が答える。

　どうしたのかと思うより先に、「ほかには？」と天狼が問いを継つぐ。それに「そういえば」と棚たな越ごしに彼の方を見返った。

「その出師が延期になった代わりに、近く男女関係なく何十万っていう大量の人員を徴ちよう集しゆうしてなにかするつもりだって、内ない侍じ官たちがこそこそ話してるのを聞いたけど──ほんと？」

「──そんな話が？」

　どうやら天狼も知らない話らしい。

「だったら、噂うわさだけで終わればいいけど。……大体、なにをするつもりか知らないけど、ほとんどの人が食べていくので精せい一いつ杯ぱいの今、これ以上なにをさせようっていうの…っ」

　これから農のう繁はん期きという時にそれだけの人手が削けずられれば、兵に新たに人員をとられるのと同じことだ。

　思わず声を荒あらげた珪華に、棚のむこうから嘆たん息そくが返った。

「そんなことを言ってみてもはじまらん。──余計な真ま似ねをするなよ」

「……余計な真似？」

「どこかで皇帝や高官たちを目にしても、さっきの花官たちみたいに喰くってかかるようなことはするな、と言っている」

「あなたたちがそうやって、ことなかれ主義で放っておくから、どんどん事態が悪化していくんじゃない！」

　いかにもめんどくさいというそれに気色ばむと、一ひと際きわわざとらしく息をつかれた。

「ふん、所しよ詮せん子どもは子どもか。余計なことに気をとられてないで、今は目的をはたすことだけ考えろ」

　笛のことはなにか摑つかめたのか、と見み透すかしたように続けた声に、珪華は唇くちびるを嚙かんだ。

「……探してる最中よ、笛さえ手にはいればこんなとこにいなくてすむもの。なのに、笛のことを祠官に聞いてもやけに怖こわい顔で関係ないって言うばっかりだし…っ」

「そんなこともわからないのか。──もともと伯家管氏に伝わっていた宝笛がここにあるのは、先帝がその血をひく者たちを一人残らず消したからだ」

「そんな曰いわくつきのものに、みんな関かかわりたくないってこと？」

　嫌いや味みな物言いにむっとするのを抑おさえて問うのに、こちらを見ない天狼の横顔がかすかに上下したのがわかった。

「……この間もそんなこと言ってた気がするけど、伯家って、代々祠し辰しん殿でんの長おさを務めてきた家いえ柄がらで、皇帝の家系──皇家と並ぶ、名門中の名門でしょ？　どうして、そんな家柄の管氏を先帝は滅ほろぼしたの？」

「名門中の名門だからだ。管氏は、古いにしえの時、天帝からこの地を託たくされた姉弟きようだいの姉の血を継ぐ家系──先帝にはそれが気に食わなかった。天に認められた血筋は皇家、いや、自分だけでいいと、権力を一手にするために潰つぶした」

「おまえも下手へたなことはするな」と続けられた脅おどしとも忠告ともつかないそれに、珪華は眉み間けんの皺しわを深くした。

「失敗するなって？　わかってるわよ」

「どこがだ？　笛についてもそうだが……感情に任せて軽挙を起こすなと言っている。そっちが下手をうてばこっちが迷めい惑わくする」

「っ……同じこと二度も言われなきゃならないほど、莫ば迦かじゃないわ」

　自身でも密かに危き懼くしていることを押し隠かくすように反論すれば、天狼が肩かたを竦すくめた。

「どうだか」

「なに、その──」

　珪華がむっとして声を荒げそうになった時、戸口に目を据すえたままだった天狼の横顔がさっとひき締しまったのが見てとれた。とっさに口を噤つぐむのと、彼が棚たなから背を離はなすのがほぼ同時だった。

「だれかくる──いいか、さっき言ったことを忘れるな」

　ちらっとこちらへくれられた瞳ひとみが、外の明かりを透すかして青色に輝かがやく。その色に魅み入いられたように釘くぎ付づけになる間に、天狼は目顔で念を押して、足早に、けれど急いでいると思わせない優ゆう雅がな所作で書庫をでていった。

「余計なことするなって……協力しろって言ったり、一体わたしにどうしろっていうわけ」

　消えた背に、いらだち半分、戸惑い半分で独りごちる。

　無意識に力をこめていた手の中で書巻が皺む感かん触しよくに気づき、珪華は慌てて元の場所に戻もどした。

「──宝笛、か……」

　代わりに胸むな元もとから、皺のよった紙し片へんをとりだす。慎しん重ちような手つきで折り目を開くと、すでに覚えてしまった養い親の遺ゆい言ごんに目を落とした。

　今まで遺言を叶かなえることだけを思ってきたが、宝笛について知れば知るほど不思議なことがある。

　宝笛を吹ふけ、という文の最後に書かれた──『あれはおまえのものだ。胸の痣あざがその証あかし』という、その一言だ。

　奏者を選ぶという伝説の笛が、もとは名門の家に伝わっていた笛が、自分のものであるとは、一体どういう意味なのか。

「教えてよ、老師……」

　浮うかんだ、最さい期ごの時の面おも影かげに、こみあげそうになったものを唇を嚙んでこらえる。

　笛のことに自分のこと、さらには天狼のこと──考えることがありすぎてぐちゃぐちゃしてきた頭を振ふると、珪華は「戻ろ」と大きく息を吐きだした。

　今日はもう、調べ物をするような気にはなれない。これ以上、考えることを増やしたくなかった。

　隣りん室しつの管理人に一言辞去する旨むねを伝えると、珪華はもときた道を戻りはじめた。

　まとまらない思考に自然俯うつむきがちに歩いていると、前方から軽い足音が聞こえてくる。

「あ、いた。珪華！」

　かけられた声になにごとかと顔をあげる。見知った顔が一人、こちらへ駆けてくるところだった。後宮内の宮きゆう殿でんの一つである菊きつ花か殿でん付の花官だ。

「どうしたの？　こんなところまで」

「やっぱり忘れてる！　子し淑しゆく妃ひさまがお召めしよ」

「淑妃さまが？」と首を傾かしげかけ、はたと思いだした事こと柄がらに「あ！」と声をあげる。

「今日は菊花殿でみんなに笛を奏かなでてほしいって言われてたじゃない」

「ごめんなさい。笛をとってきたら、すぐに菊花殿にむかうわ」

　花官は「急いでね！」と踵きびすを返すと、足早にひき返していく。

　その背を追うようにして、珪華もまた急ぎ西さい苑えんへととって返した。







「お召しにより、参上いたしました。遅おそくなりまして申しわけございません」

　拝はい跪きし、遅ち参さんを詫わびた珪華に、榻ながいすの上で脇きよう息そくによりかかっていた子淑妃が身を起こした。

「いいんですよ、珪華。よくきてくれました」

　血の気の失うせた儚はかなげな白はく皙せきの美び貌ぼうに、気け怠だるげに眉まゆをよせながら、淑妃はおもむろに庭院なかにわへと続く格こう子し戸どの方へと首を巡めぐらせた。

「今日はわたしや花官たちのほかにも、おまえの笛が聴ききたいという者たちを堂下に集めました。いつものように、お願いできる？」

「かしこまりました」

　淑妃の要望に、珪華は断りをいれて立ちあがる。深く呼吸を繰くり返して気を整えると、笛を口元にあてがった。

　沈しずんだ空気により添そうように緩ゆるやかに、けれど軽くするように伸のびやかに響ひびきだした音色に、淑妃をはじめとする女たちは、ほうっと息をついた。心なしか穏おだやかになった表情で、淑妃は音色に身を委ゆだねるように脇息にもたれかかった。

「あいもかわらず、うっとりするような音……痛みがひいていく心ここ地ちがするわ。瞭には感謝しなくてはね」

「はい。子し瞭りようさまのご紹しよう介かいくださった彼女のおかげか、淑妃さまが寝ね込こまれることもめっきりすくなくなられて」

　瞭の氏を『子し』という。そこからわかるように、淑妃と天狼の片かた腕うでである瞭は血けつ縁えん関係──正確には従姉弟いとこ同士になる。瞭の持つ伝手つてというのが、彼女のことだった。

　瞭の本家筋の娘むすめである彼女は、現皇こう帝てい・佑が太子時代に妃きさきの一人として彼の後宮にあがったが、ここ一、二年、原因不明の頭痛にさいなまれるようになっていた。

　それを聞き知っていた天狼は、珪華の安永での噂うわさを利用して、瞭から子氏の方へ「こんな者がいる。試ためしに召してみてはどうか」と話を持ちかけさせたのだ。

　そうして珪華は、子淑妃の生家からの推挙という形を得て、宮きゆう妓ぎとして仕えることになったのである。ゆえに、こうして個人的に呼びだされることがしばしばあった。

　これで演奏がめがねに適かなえば、宝笛の奏者として推挙してもらえるかもしれないという下心がないわけではない。

　──だけど、こんなに喜んでくださるんだもの。

　貴族などいけ好かないし、皇族など関わりたくもないが、子淑妃は一いつ介かいの花官にも丁てい寧ねいに接してくれる優やさしい人だ。なにより彼女は、「ほかの者にも聞かせたい」と時折こうして演奏の場を設けてくれていた。

　そこに集められるのは、ほとんどが身体からだのどこかしらに不調を抱かかえている者たちだった。

　妃嬪ともなれば具合が悪ければ医師が呼ばれる。だが、花官やもっと下の奴ぬ婢ひたちはそんなわけにはいかない。我が慢まんするか、無理をして使い捨てられるしかないのだ。

　珪華の音色の不思議な力を体験した淑妃が、こうした者たちがすこしでも楽になるように、と心を配った結果が、この演奏会だった。

　自分の笛の音に特別な力などあるとは思わない。けれど、苦しげな表情が穏やかなものになっていくのを見るだけでも、笛を奏でるのは嫌いやではなかった。

　今日もまた皆みなが和やわらいだ顔つきになっていくのに安あん堵どして、無心に笛を奏で続ける。

　だからその時も、ちょっとまわりが騒さわがしくなったな、程度にしか思ってはいなかった。

「──まあ、陛下！　お越こしとは存じあげず、このような姿で申しわけございません」

　──……え？　陛下？

　ふいに耳に届いた呼び名と慌あわてたように身を起こした淑妃に、珪華は演奏の手を止めた。室にいた女たちがいっせいに拝はい伏ふくする方向へ首を動かすと、大きく目を瞠みはる。

　黄こう袍ほうをまとった一人の男性が立っていた。

　長身瘦そう軀くの身体つきにもかかわらず、ただそこにいるだけで跪ひざまずきたくなるような威い圧あつ感かんがある。それはさながら抜ぬき身の刀身のようで、感情の見えないぬばたまのまなざしがくれられれば、ひやりとしたものが肌はだをなでた。作りものめいた、隙すきのない怜れい悧りな面おも立だちが、一層の怖おそれを走らせる。

　──……これが今きん上じよう帝てい、利佑。

　同時に頭をよぎったのは、玄陽の最期の姿だった。

　──この人たちのせいで、老師は……。

　皇帝が戦いくさに明け暮れず、きちんと政まつりごとさえしていれば、老師はあんな理り不ふ尽じんな目にはあわずにすんだ。村のみんなや国中の人たちが苦しい思いをすることもなかったのだ。

　──この人たちが…っ

「……珪華っ」

　その時耳に届いた、低く、けれどせっぱつまった呼びかけに、激情にのっとられかけていた珪華ははっと我に返った。凍こおりついたように立ちつくしたままだった自分に気づき、ひどく焦あせる。慌てて膝ひざをつくと、身を隠かくすように上体を伏ふせた。

　──危なかった。

　天狼にも言われたばかりではないか。怒いかりに囚とらわれて我を忘れるような真ま似ねはするなと。声をかけられなかったら、なにをしていたかわからない。

　予想外の事態に、今さらながら汗あせが噴ふきでてくる。
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「よい。余に構うな。続けろ」

　そうは言われても、はいそうですか、というわけにもいかない。むしろ、顔をあげたくない。ひしひしと視線を感じる分、なおさらだ。

「……陛下におかれましては、常ならず、まだ日も高い時分にこちらにお渡わたりになるなど……その、なにかございましたか？」

　珪華の動転を見み越こしたように、淑妃が躊躇ためらいがちに声をかける。それにようやく視線がはずれたのを感じて、無意識のうちにつめていた息を吐はきだした。

　──たしかに近づく機会をうかがってたけど、もっと前まえ触ぶれとかよこしたらどうなの。

　ばくばく言っている心臓をなだめながら、珪華は佑の返答に耳をすませた。

「たいしたことではない。西苑の近くをとおりかかった際、笛の音が聞こえたのでな。これが淑妃の贔ひい屓きだという噂の楽師かと足を運んだまでだ」

　たしかに、菊花殿は皇こう宮ぐうの正せい殿でんである太たい極きよく殿でん寄りにあり、いる場所によっては音色が届くこともあるだろう。

　密ひそかに得心した珪華だったが、次に淑妃から発せられた言葉に、思わず伏せていた顔をあげそうになった。

「そういうことでしたか。けれど、彼女の音に興味がおありでしたら、なにも陛下直々に足をお運びいただかなくとも、直参させますのに」

　──直参って……わたしに皇帝のところにいけってこと!?

　内心大焦りのこちらを知ってか知らずか、淑しゆく妃ひは言葉を続けた。

「この者──珪華の笛の音は、まことに素す晴ばらしいのです。耳を傾かたむけていると不調で鬱うつ々うつとした気分が晴れて、痛みさえ軽くなるのですから」

「ほお……そこまでか？」

　再びあの視線が戻もどってくるのを感じ、じっとりと汗がにじむ。

「妃がそうまで言う笛を、堪たん能のうしてみたくなった──今こ宵よい、使いをよこす」

　室へこい、と言う言葉に、手が震ふるえた。が、よくよく考えてみれば、これは皇帝に近づく絶好の契けい機きだ。

　もしかしたら、彼が持っているという宝ほう珠じゆについて、いや、宝笛についてもなにか摑つかめるかもしれないのだ。もとより、断れるような立場でもない。

　胸につかえる嫌けん悪おと恐きよう怖ふを飲みくだすようにゆっくり喉のどを上下させると、

「……仰おおせのままに」

　珪華は床ゆかへと額ぬかずいた。







　その晩、呼びにきた内ない侍じ官に連れられ、珪華は衆芳門をくぐった。どうやら後宮の一室ではなく、宮城でも奥にある内ない廷てい──皇帝の私室の方に佑は今宵いるらしい。

　手にした笛を握にぎり締しめながら、こわばった面おも持もちで内侍官に続く。

　これは皇帝を探さぐるまたとない機会だ。加えて、笛の腕うでが認められれば降臨節で宝笛に触ふれられるかもしれない、一石二鳥の好機だった。

　そう考えれば考えるほど、おちつけ、という思いとは裏腹に、緊きん張ちようは高まっていく。

　だが傍はたから見ると、まったく別のことに緊張しているように見えるのかもしれない。

「すごいじゃない！」と耳の奥に甦よみがえる花官仲間たちの声に、珪華は細く嘆たん息そくした。

　皇帝が去り、淑妃のもとを辞去したあと、彼女たちの方が大おお騒さわぎだったのだ。

「天子さまにお目をかけられるなんて！」

「そうよ、これで気にいられれば、寵ちよう姫きになるのも夢じゃないんだもの」

　花官は皇帝や妃嬪の世話をするのが仕事であるが、彼女たちもまた後宮の花。皇帝の目に留まれば召めしあげられることもあるため、後宮での栄達という万に一つの期待を胸に、自分を磨みがくことに余念がない。

　そんな中での今回の出来事だ。彼女たちはまるで自分のことのようにはしゃぎ、こぞって飾かざりたてようとしてきた。

　だが珪華は、万が一など、それこそ万に一つも望んでいない。もっと言えば、興味もない。なんとか仲間たちを押し留とどめ、最低限礼を失しない程度に装っただけだった。

　──そんなことよりも、この機会をどう活いかすかを考えないと。笛はいつもどおりに演奏するしかないとして……。

　問題は、宝珠のことだ。

　皇こう帝ていはその御み位くらいの証あかしとして、剣けん首しゆに宝珠のはまった宝ほう剣けんを常に身につけているのだと聞く。だったら老師直伝の眠ねむり薬を使って……、と考えかけ、珪華は頭かぶりを振ふった。

　なんの準備もなしに奪うばうことだけ考えても、うまくいくはずがない。天狼にも下手へたをうつなと散々言われている。機会は一度きり、二度目はない、ともだ。

「とりあえず、今日は様子を探って……」

「なにか言ったか？」

　口の中で呟つぶやいた時、いつのまにか足を止めた内侍官が振りむいた。

「いえっ……このように、天子さまのお耳にいれることになるなど、恐おそれ多くて考えたこともなく──自分に務まるのかと」

　とっさに誤ご魔ま化かしを口にした珪華に、内侍官はおもむろに頷うなずいた。

「せいぜい陛下のご不興を買わぬように努めることだ──明日の朝、城じよう郭かくの外に死体が一つ転がっているなどということにならぬようにな」

　脅おどすように暗い笑いをのせ、「中で陛下がお待ちだ」と身を退いた。

「え？　あの……」

　一いつ緒しよにいくのではないのかと戸と惑まどいを浮うかべると、

「我々としても困ったことではあるが、陛下は『要いらぬ』と仰せになられ、必要以上に人が侍はべることを厭いとわれる」

　囁ささやくように告げ、内侍官は早くはいれとばかりに顎あごをしゃくった。

　珪華は一つ息を吞のみ、近この衛え武官によって開かれた扉とびらへ、重たい足を踏ふみだした。

「失礼いたします」と、天狼の邸やしきにいる間に叩たたきこまれた所作でしずしずと中にはいり、背後で扉が閉まる音を聞きながら拝礼する。そのまま声をかけられるのをじっと待つ──が、いつまでたってもなにも聞こえない。

　──人がいるにしては、静かすぎるような……。

　待っているのではなかったのだろうか。恐る恐る身を起こし、屛ついたての陰かげからそっと顔をのぞかせれば、薄うす暗ぐらい室内に人ひと影かげらしきものはなかった。

「陛下？──一体、どこに……」

　ぐるりとあたりを見回した珪華は、ふと室の隅すみに置かれた香こう炉ろに目を留めた。細くたなびく煙けむりをじっと見つめ、再び用心深くあたりに視線を巡めぐらす。

「……備えあれば憂うれいなしって言うし、念のため」

　この時を逃のがす手はない、と足音を消して忍しのびよる。

　襟えり元もとにそっと指をはわし、隠かくし持っていた薬包をとりだす。心臓が高鳴るのを聞きながら、包みの粉末を香炉の中へ落としこんだ。

「匂においもほとんどしないし、効果も薄うすめてあるから、自然に眠ったようにしか感じないはず」

　これでよし、と眠り薬をしこんだ香炉を見下ろして頷く。

　調合する手前、薬には耐たい性せいがある。これくらいなら、自分には影えい響きようないだろう。

　評判どおりの人物なら、なにが相手の勘かん気きに触れるとも知れない。早いうちに寝ねてもらう方がこちらの身のためだ。

「それにしても、どこにいったんだろ？」

　今年の夏も風がなく、夜とはいえ昼間の熱をはらんだままの空気は気け怠だるい暑さをまとっている。すこしでも涼りようを求めて、庭院なかにわにでもでているのだろうか。入り口を護まもっている武官たちがなにも言わなかったということは、近くにいると思うのだが。

　緊張と暑さで汗のにじんだ肌はだにまとわりつく布の感かん触しよくに辟へき易えきしながら、庭院に続いているのであろう格こう子し戸どへ近づいた時だった。

「──で、なにか摑めたか」

　拾った密やかな音に、珪華は反射的に足を止めた。

　──この声、皇帝？

　耳はいい方だ。一度聞いた音は忘れない。この声は、昼間聞いた皇帝と同じものだ。

　そうと認にん識しきするやいなや、珪華は声が聞こえてくる方へと耳をそばだてていた。

「申しわけございません。もとより手がかりもすくなく……」

「言い訳などいらん。必要なのは、結果だけだ」

　ほかのだれかと交かわされる会話は格子戸のむこうから聞こえてくる。思ったとおり、佑は庭院におりているらしい。

　──それにしても、一体なんの話？

　室から離はなれた場所にいるらしく、擦かすれがちな声を聞きとろうと耳へ意識を集中させる。

「──恐れながら、まことに、その……宝珠は、偽にせ物ものなのでございますか？」

「昔話を信じるならばな。証など、私はどうでもいいが、迷めい信しん深ぶかい連中は多い。やっかいなことになる前に必ず探しだせ」

「！」

　飛びこんできた言葉に、珪華は反射的に声をあげそうになった。

　慌あわてて手で口を押さえると、じりっとうしろへさがる。

　──今、なんて……？　宝珠が、偽物──？

　思わず耳を疑うが、佑の反応からして聞き間ま違ちがいなどではない、と頭のどこか冷静な部分が告げる。

　背中にどっと嫌いやな汗あせがにじんだ。

　──宝珠が偽物って、どういうこと？　皇帝は、本物を探してるってこと？

　混乱でうまく思考が回らない。だが、ひしひしと感じるのは……このままここにいたら、己おのれの身が危あやういということだ。

　珪華は息を殺して、足をひいた。

　今にも見つかるかもしれないという恐れに、扉へと駆かけだしたくなるのを歯を食いしばってこらえ、戸口に立てられた屛へとむかう。なんとかその陰へと踏みいった矢先、

「だれだ？」

　かかった鋭するどい誰すい何かに、ぎくりと肩かたが跳はねる。振りむくより先に勢いよく格子戸が開く。

「おまえは──」

　肩かた越ごしにかちあった怜れい悧りなまなざしが細められた瞬しゆん間かん、珪華は押されるように跪ひざまずいていた。

「申しわけございません！　伏ふしてお待ち申しあげるべきでしたが、その、お姿がなく……いかがすべきか内侍官の方に、」

「そういえば、呼んでいたか」

　忘れていたとでも言わんばかりの佑の呟きに、これ以上ないほど心臓が早はや鐘がねを打つ。

　──どうしよう、問いつめられたらなんて答えるべき？

　なにも聞いていないとしらを切っても、見み逃のがしてもらえる気がしない。恐れていた事態に、別れ際ぎわの内侍官の言葉が、頭をよぎった。

　──薬、もっと強いのにしておくんだった…っ、そうしたら逃にげられたかもしれないのに。

　焦あせりのせいで思考が明後日あさつての方向にむかっているのも気づかず、悔くやんでいた珪華は、

「かまわん。面おもてをあげよ」

　降ってきた言葉の意味を、一いつ瞬しゆん計りかねる。

　──面をあげよって、顔を見せろってこと、よね？

　従ったが最後、ばっさり斬きられるのではないかと、一いち抹まつどころかかなり不安に思いながら、無視するわけにもいかず、そろそろと身を起こす。

「……っ」

　途と端たん、顎をとられ、珪華は息を吞んだ。いつのまにか間近にあった顔にぐっとのぞきこまれ、今は結ゆわれていない佑の髪かみが、こちらの頰ほおへと落ちかかる。

　冷えた瞳ひとみの輝かがやきに、探さぐられているのだと直感した。

　人一人の命を奪うことになんの躊躇ためらいもないその静けさに、ぞくりと寒気が走る。ここで目を逸そらしたら終わりだと本能が告げていて、逃げそうになるまなざしを必死にこらえた。

　そんな珪華の唇くちびるを、佑の親指がゆっくりとなぞった。

「なにか、聞いたか」

「……いえ」

　くすぐるような感触と問いに、唇が戦慄わななく。

　ほう、とうっすらと冷たい笑えみを浮かべた佑が、一層顔をよせた。

「ここにいて、なにも聞こえなかった、と？」

「！」

　吐と息いきが肌に触ふれる囁きに、珪華は揺ゆらぎそうになった双そう眸ぼうに力をこめた。

　ここであからさまな動どう揺ようを見せるわけにはいかない。かといって、頑かたくなな否定は余計な不ふ審しんを招くだけだ。

「……お話をされているような声は、かすかに。ですから──ひ、ゃ…っ」

　無礼にならないよう室をでようとしたのだ、と続けようとした矢先、そそのかすように下唇をなでていた指が、すっと頰を滑すべった。

　こらえきれない声が零こぼれ、肌が粟あわ立だつ。怖こわがっていると思われたくないのに、頰をなぞったその指で耳じ朶だを弄もてあそばれ、肩が揺れるのが抑おさえられない。

　男が喉のどで笑う気配に、珪華は奥歯を嚙かみ締しめた。

「後宮ここの者にしては、ずいぶん初うい々ういしい反応だことだ」

　つっとあらわになった首筋を滑った手に、あがりそうになった悲鳴を吞みこむ。

　──遊ばれてる……！

　けれど、こちらに据すえられた瞳の奥にある冷めた色に、『試ためされている』、それがわかるから、視線だけははずさなかった。

「っ──まだ、入宮より日も浅く……もとより、笛しか、芸のない身ですので」

　翻ほん弄ろうされてたまるかという負けん気も加わって、逆に強く睨にらみつける形になった彼女に、佑はふっと口元を歪ゆがませた。

「なるほど」

「──ゃッ」

　おもむろに、首筋から顎あごまでを指先でなぞりあげるようにして、手を離す。

「ならば、その淑しゆく妃ひの絶賛する音色とやらを、聞かせてもらおうか」

　それ以上問いつめるでもなく室の奥に設しつらえられた榻ながいすへとむかう佑に、珪華は感触の残ざん滓しに身体からだを震ふるわせながら、細く息を吐はきだした。

　一方で、記き憶おくにひっかかったなにかにかすかに首を捻ひねる。

　──今の表情、だれかに似てたような……。

　だが、それもすぐに霧む散さんした。

　佑が足を止め、うかがうようにあたりを見回したのだ。

　薬に気づかれたかと身を硬かたくした珪華は、けれどなにごともなかったように榻に腰こしをおろした彼に、高鳴る胸をなでおろした。

「……なにか、ご要望はございますか？」

「適当にやれ」

　一言告げたきり、目を閉じた佑に、しばし迷ったあと、普ふ段だん子淑妃のところで奏かなでている曲に決める。

　あの様子からすると、庶しよ民みんの間で喜ばれるような、軽かろやかで調子のいいものはうるさく思われる可能性があった。無事にこの室をでるためには、極力不安要素は排はい除じよしたい。

　──薬が効くまでの辛しん抱ぼう。

　自らに言い聞かせ、珪華は笛を口元にあてた。

　ただ、いざ構えれば、それまでの動揺が噓うそのように消え、意識がすんでいくのがわかった。

　皇こう帝ていに対する憎にくしみ、佑という男に対する恐おそれや不安、聞いてしまった会話に対する驚きよう愕がく──すべてが脳のう裏りから消え失うせ、美しい音色を奏でることだけを思う。

　夜の闇やみにより添そうように優やさしく、降り注ぐ月光と響ひびきあうようにすんだ笛の音が、天へのぼっていく。すでに聞かせるという意識はなく、自分自身が美しい月夜と戯たわむれるような心ここ地ちで、音に身を委ゆだねた。

　眠ねむるまでと思っていたはずが、いつしか時間が経たつのも忘れる。いくつかの曲を無心で奏でたあと、さすがにあがってきた息に笛をおろす。

　心地よい倦けん怠たい感とともに顔をあげ──そういえば、と時と場所を思いだして青ざめた。

「あの人は──……って、寝ねてる」

　珪華は慌てて室の奥を見やり、屛に身を預けるようにして瞼まぶたを落としている佑の姿に安あん堵どする。ちゃんと薬が効いたようだ。

「どうしよう……帰っても、」

　このまま辞去していいものかと首を巡めぐらせかけ、ふと榻の上で目を留めた。

「……あれ」

　腰かけた佑のすぐ脇わきに、錦にしきの袋ふくろに包まれたなにか細長いものがある。

　──もしかして、あれが宝ほう剣けん……？

　大きさといい長さといい、いかにもそれらしい。

　──あれに、今、偽にせ物ものの宝ほう珠じゆがはまってるんだとしたら……。

　気がつくと、ひかれるように足を踏ふみだしかけていた珪華は、はっと動きを止めた。

　ただでさえ疑われているのだ。これ以上の危険は冒おかせない、と無む理り矢や理り視線をひき剝はがす。

「──とりあえず、外の人に声をかけて、どうしたらいいのか聞こう」

　近衛や内ない侍じ官は控ひかえているはずだ。

　とはいえ、このまま放置してあとで小言をもらうのも癪しやくで、珪華はあたりを見回した。

　目にはいった上衣を手にとると、そっと近づく。榻のものを手にとりたい強きよう烈れつな欲よつ求きゆうを押し殺し、それを佑へとかける。

　しかして、珪華は後ろ髪がみひかれる思いのまま、眠れる獅し子しを起こしてしまわないよう静かに室をあとにした。




　翌朝、無事に拝めた朝日にほっとしていた珪華のもとに届けられたのは、褒ほう美びだという花の細工の美しい銀櫛くしと、「また呼ぶ」という皇帝からのお言葉だった。
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　皇帝の呼びだしを受けてから約半月、珪華は日に日に募つのるいらだちを胸に抱かかえこんでいた。

「用がない時はふらっと現れるくせに、話したいことがある時にかぎってこないってどういうこと？」

　祠楽師に笛の教えを請こうた祠し辰しん殿でんからの戻もどり、燻くすぶる思いを文句に変えて、足どりも荒あらく西さい苑えんへの道をたどる。

　あの晩、皇帝の私室で耳にしたことを早さつ速そく天狼に告げようと思ったものの、彼はいっこうに現れないのだ。

　嫌いや々いやではあったが協力すると約し、むこうが条件を守ってくれた以上、こちらとしても仕事ははたさなければならない。これまで天狼たちに必要な情報を提供できなかっただけに、これなら、と思っていたのだ。

「──なのに、姿を見せないなんて…っ」

　人目がないのをいいことに、珪華がいらだち任せに言い捨てた途端、

「だれを捜さがしてる？」

　聞き覚えのある声とともに、伸のびてきた腕うでに建物の陰かげへひきずりこまれる。

　口を突つきそうになった悲鳴を吞のみこんで、ばっと声の方を見上げれば、案の定、ここ数日のいらだちの元げん凶きようが立っていた。

「もうすこし、淑しとやかに歩けないのか」

「ばっ……あなたのせいでしょ」

　怒ど声せいをあげかけ、人ひと気けがないとはいえどこで人が聞いているともしれない、と寸前で声を押し殺す。代わりに目つきを険しくすると、天狼が片かた眉まゆをあげた。

「俺の？　ここ最近、顔をあわせてもないはずだが？」

「顔をあわせてないからに決まってるじゃない」

　不ふ機き嫌げんにそれだけ告げると、天狼の表情がさっと鋭するどくなる。

「なにかあったか？」

「……皇帝に、呼びだされた」

　なに？　と恐ろしいほどの真しん剣けんさを帯びた彼に、早速宝珠のことを報しらせようとしていた珪華は、気け圧おされるようにことの経けい緯いを説明する羽目になった。

「──で、私室に呼ばれて、笛を披ひ露ろうしたと？」

　天狼の確かく認にんに、こくりと頷うなずく。けれど、彼のまとう険しさは晴れない。

「……それだけか？　本当に？」

　うかがうように注がれたまなざしと、重ねられた問いに、ああそうか、と納なつ得とくする。

　──皇帝に直接接せつ触しよくしたんだから、なにか探さぐってこなかったのか、ってこと。

　それは今から言おうとしていたわけだが……真っ先に聞かれるのは、おもしろくない。

　ちょっとは心配してくれてもいいだろう、と思うが、所しよ詮せん彼にとっては利害で結ばれた関係でしかないのだ。期待する方が間ま違ちがっている。

　そう思いながらも、眉がよりがちになるのを感じつつ、珪華は頭かぶりを振ふった。

「実は、その時──」

「なにをされた？」

　皆みなまで言う前に、強い力で肩かたを摑つかまれる。

「なに、って……」

　突とつ然ぜんのことに眉び宇うを顰ひそめた珪華は、冷たく冴さえた面おもてを、怪け訝げんに見上げた。

　だが、かちあった胸の奥まで見み透すかそうとするような瞳ひとみと肌はだに食いこむ力に、はたと自分の思い違いを悟さとる。

　彼は最初からこちらの身を案じていたのだ。

　心配の一つもしろ、とすこし前までたしかに思っていた。なのに、いざそれに気づいた瞬しゆん間かん──彼女は肩に置かれた手を乱暴に振り払はらっていた。

「あなたには関係ない」

「なに？」

「そんなこと、どうでもいいじゃない。それより──っ！」

　片眉をあげた天狼に、珪華はさりげなく距きよ離りをとろうとする。しかし、それより早く腕をひかれた。

「ちょっ、」

　なにをするのだと、真上にある顔を睨にらみあげようとすると、

「──こんなことでもされたか」

　不ふ穏おんな響きとともに、天狼の胸に抱だきこまれた。

「！」

　反射的に押し返そうとするが、固い身体からだはびくともしない。むしろ、抵てい抗こうを封ふうじるようにますます力がこもる。

　その力強さに、押しつけられた胸の逞たくましさ、耳をくすぐる吐と息いきと薄うすい布越ごしに伝わる熱……すべてがはじめて感じるもので、天狼が『男』なのだと強く意識させられた。

　そんな場合ではないとわかっているのに、肌に直接感じる鼓こ動どうに、急激に体温があがっていく。

　──なんなの、一体ッ？
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　いきなりの事態に思考がついていかない。

　天狼がなにをしたいのかが、わからない。

　それから逃のがれたはずなのに……なぜ、この温ぬくもりに捕とらわれているのだろうか。

　背中に回された手が、ゆっくりと背筋をなぞるのに、ゾクッと痺しびれが走る。

「……や、め…っ」

　震ふるえとともに零こぼれた声に混じった甘さに、自分で自分の耳を疑った。

　戸と惑まどううちに、あらわになったうなじに触ふれた手に……肌に直接感じた天狼の体温に、びくりと大きく肩が揺ゆれる。

　けれど、その温もりを恐おそれこそすれ、嫌けん悪お感かんは湧わいてこなかった。

「──んで……」

　そんな自分がますます信じられなくなる。

　わけのわからない状じよう況きように、珪華が軽く恐きよう慌こう状態に陥おちいったころ、ようよう締しめつける力が弛ゆるんだ。すかさず腕を突っぱねるようにして、距離をとる。

　うるさいほどに高く打つ鼓動が、鳴り止やまない。

「いきなり、なにを……！」

　怒ど鳴なりつけながらも、赤くなっているだろう顔を見られたくなくて背そむけると、天狼が嘆たん息そくしたのがわかった。

「その様子じゃなにもなかったようだな」

「関係ないって言ってるじゃない！　そもそも、今のでなにがわかるって──」

　物慣れた風ふ情ぜいに、動どう揺ようしているのは自分だけなのだと悔くやしくなる。

　顔はそっぽをむいたまま横目でねめつけると、天狼が双そう眸ぼうを細めた。

「なにが？──教えてほしいのか」

　低められた声こわ色いろが肌をなでた気がして、震えが走る。むけられた瞳が、その名のごとく獲え物ものを狙ねらう狼おおかみのようで、「結構よ！」と飛び退のくように距離をとった。

　そんな珪華を鼻先で笑った天狼が「それで？」と話を戻す。

「『それより』なにがあった？」

「っ、もとはといえばあなたが遮さえぎったんじゃ──」

　こんな男になにを振り回されているのだと、ほてった頰ほおを叩たたいていた珪華は、声を荒げかけ、慌あわてて周囲を見回した。人気がないことに胸をなでおろしながら、おちつけ、と深く息を吸いこむ。

　──これは、取引。

　今にでも踵きびすを返したい気持ちを抑おさえつけ、珪華は「聞いたのよ」と潜ひそめた声で告げた。

「今、宝ほう剣けんにはまってる宝ほう珠じゆは、偽にせ物ものだって」

「──なに？」

　腕を組んで近くの壁かべにもたれていた天狼が、耳を疑うように背を離はなした。

「本当か、それは？」

「室にはいった時、外から声が聞こえて……皇こう帝ていとだれかがそう話してたの。今のは本当に偽物なのかって。それに皇帝が、昔話を信じるならそうだって、やっかいなことになる前に必ず見つけろって言ってた」

「宝珠が、偽物……」

　低く緊きん張ちようを帯びた響ひびきに、あたりの空気がずんっと重さを増したような気がした。

　もしこの話が本当なら、国にとっての一大事だ。だからこそ、解げせないこともある。

「けど、もし、それが本当だとして……いつなくなったの？　皇帝が常に傍そばに置いてるものを、やすやすと持ちだせるとは思えない」

「……本当に偽物なのか、と聞いていたと言ったな。ならば、先せん帝ていの時代ということだ」

「だったら、ずっと前から一見本物に見える偽物がはまってるってこと？　どんなものか、見たことないの？」

　珪華の問いに、「ない」と天狼が首を横に振った。

「先帝のころ、戦いくさ続きで宮きゆう廷てい行事自体激減してたが、記き憶おくにあるかぎり、宝剣は常に剣けん袋たいに包まれたままだった」

　天狼曰いわく、皇帝が常に帯剣しているとはいえ、宝剣そのものが人目に晒さらされる機会は多くはなく、あって年に数度、国家的行事の時のみなのだという。

　そして彼の言うことが本当なら、宮中にいるほとんどの人間が宝珠はおろか、宝剣も見たことがないということになる。

「だけど、貴族とか祠官の中には、もっと前に宝珠を目する機会があった人もいるんじゃない？　特に祠伯なんて祠し辰しん殿でんで一番偉えらい人なんでしょ。その人たちが見れば、偽物ならすぐわかるはず……」

「今の祠伯は、以前を知るほど歳を喰くってない。約十七年前に前伯はつ家けがとり潰つぶされたあと、その座についたからな」

　そもそも貴族たちに宝珠を間近に見る機会などほぼない。

　考えこむように呟つぶやかれた言葉に、珪華はふと違い和わ感かんを覚える。

　けれど、それが明確な形をとる前に、天狼が面をあげた。深い青の双眸が強い光を宿す。

「だが、今きん上じよう帝ていが探してるというなら、今のが偽物なのはまず間違いない。こっちが先に本物を見つけだすことさえできれば……」

「──あなたが、次の……」

　皇帝にとって代わる──今まではどこか他人ひと事ごとめいていたことが、急に目の前に押し迫せまってきた気がして、珪華は身み震ぶるいした。

　脳のう裏りに、そこに存在するだけで恐きよう怖ふを抱かせる、佑の姿が浮うかぶ。間近に見つめた、血を流すことを厭いとわない底冷えする双眸を思いだし、小さく喉のどが鳴った。

「……かった。今日も呼ばれてるし……なにかわかったことがあったら、また報しらせる」

　この国を、自分の未来を託たくすなら、あんな風に血のかよわない瞳を持つ人より、戦いくさに救いなどないと言う彼の方がいい。

　そのためなら、気に障さわる面にはひとまず目を瞑つぶって力になろうと告げた珪華に、天狼が軽く目を瞠みはった。

「──今日もだと？」

「なんだか、笛の音が気にいったみたい。あれからもう一度呼ばれたし」

「あの男に、笛の音に癒いやされるほどのかわいげがあるわけがない」

　なにか隠かくしてるのでは、と射い貫ぬくように険しさを増したまなざしに、知らず口元が緩ゆるむ。

　さきほどといい、言動はあれだが、彼は自分を使い捨ての駒こまの一つだと思っているわけではないらしい──そう思うと、ひさしく覚えたことのなかった温かみが、ほんのりと胸に宿った。

「別に、心配してもらうようなことは、なにもないけどね。そもそも、演奏が終わるころには寝ねてるもの」

「寝る？　おまえの前で、皇帝がか？」

　さきほど以上に開かれた双眸にあいづちを返せば、天狼が険しい顔で黙だまりこむ。次に口を開いた時、その声は言い知れぬ凄すごみを帯びていた。

「皇こう宮ぐうにいる以上、常に気を緩めるな──前にも言ったように、消されたくなければな。身の危険を感じたら逃にげろ」

「わかってるって前にも言った。それに、そうは言うけど、わたしが不用意に後宮から逃げたりしたら、淑しゆく妃ひさまや子家の人たちに迷めい惑わくがかかるじゃない」

「──あいもかわらず、お優やさしいことだ」

　他人を気にしてる場合か、と暗に告げられ、珪華はむっと視線を尖とがらせた。

「いくら貴族が嫌きらいでも、自分のせいでなにかあったら寝ざめが悪いだけよ。自分のしたことでなにが起ころうと我関せずを貫ける、貴族の方々とは違ちがうの。第一、演奏してるだけなのに、どんな危ない目にあうわけ？」

「おまえ──」

　天狼がなにか言いかける。が、珪華は目にはいった影かげがだいぶ長くなっていることに気づき、まずい、と顔を顰しかめた。

　話しこんでいるうちに、ずいぶんと時間がたっていたらしい。

「もう戻もどらないと」

　門限の刻限が迫っている、と慌てて駆かけだす。その背を「おいっ」と低く抑えた声が追ってきた。

「余計なことはするな、でしょ！」

　いいかげんしつこい男は嫌われるわよ、と響かないようこちらも小声で言い置いて、珪華は門限間近の衆芳門へと急いだ。







　第四章　探[image: ]　たんさく







　一歩踏ふみこんだ途と端たん、黴かびと墨すみの匂においが混じったような古書独特の空気に包まれる。各省長官級の地位──正三品以上の官位を持たないかぎり、立ちいることもできないここは、珪華が利用している書庫以上に静けさに満ちていた。

　天狼は年代順にされた書巻をぐるりと見回した。

「まずは……先帝が即そく位いした時期か」

　宝ほう珠じゆを探しだすにも、本物を知らなければ手のだしようがない。まずは、宝珠について知っている者に話を聞く必要があった。そのためには該がい当とうする人物を絞しぼりこまなければならない。

　先帝は記憶にあるかぎり、宝剣を剣袋からだしたことはなかった。

　しかし、即位の儀ぎの折だけは確実に衆目に晒されていたはずだ。それこそが帝てい位いの証あかしなのだから、示して見せないわけにはいかない。

　とはいえ、宝珠を間近にできる者はかぎられている。地位が相当上の者でもないかぎり、存在を遠目にするだけだ。

　当時の官府の席次から調べるか、と天狼は目星をつけた棚たなへとむかった。

「……にしても、あいつは」

　わかっていると告げて去っていった珪華を思いだし、無意識に眉まゆをよせる。

　たしかに協力を求めた。嫌いやがった彼女を半ば脅おどす形で仲間にしたのも、自分だ。ただ、こちらが思った以上に、皇こう帝ていに近づきすぎている。

　宝珠の件はまたとない朗報だった。だが……

「危あやうすぎる」

　皇帝の目に留まった経けい緯いは聞いた。声が耳にはいったのも偶ぐう然ぜんだろう。しかし、聞き耳をたてていたことが知れれば、その場で刀の錆さびとなっていてもおかしくない。

　利用しておいて片腹痛いが、もしなにかあったら、と思うと胸が騒さわいだ。

　普ふ段だんの自分なら、己おのれの失態でどうなろうと自身の問題だと割りきることができる。一人にかかずらって、結果軍を全ぜん滅めつさせるわけにはいかない。

　大勢の命を預かる者としてあたりまえにできていたことが、こと彼女に関しては、ひどく難しい。

「大体、あいつは自分をわかってない」

　笛の音のことにしてもそうだが──あの容姿だ。

　薄うす汚よごれた様相だった出会った時はともかく、珪華は綺き麗れいな面おも立だちをしている。今までの苦労を物語るような女性らしい丸みに欠けた、凜りんとした中性的な美しさの分、男物を身につけていると少年に見えてしまうが……宮城ではじめて彼女を見かけた時、目を疑った。

　淡あわい色の衫さん襦じゆをまとい、足元まで覆おおう緋ひ色いろの長ちよう裙くん。普段無造作にくくられていた髪かみは高く結ゆわれ、日に焼けた肌はだに化け粧しようを施ほどこした珪華は、少女とも大人の女ともつかない危うい色いろ香かに満ちていた。

　邸やしきにいた時は胡服を着ていたし、遠えん慮りよのない物言いやくるくる変わる豊かな表情のおかげで、元気潑はつ剌らつといった印象が強かっただけに、受けた衝しよう撃げきは大きかった。

「馬ま子ごにも衣い装しようか」と思わず口を突ついたそれに彼女は喰くってかかってきたが、そうしなくては隠せないほど、一いつ瞬しゆん目が釘くぎ付づけになったというのが正直なところだ。

「──にもかかわらず、あの行動力……」

　自分が人目をひく自覚がないだけに、余計危なっかしいのだ。

　自分がどれだけ危険な人物の興味をひいたか、まるきりわかっていない。半月近く、こちらが顔を出さなかった理由にも、気づいてはいないのだろう。

　脳のう裏りに浮かんだ、なにもわかっていない無む邪じや気きな双そう眸ぼうに舌打ちをして、天狼は目についた書巻を一つ手にとった。

「……このへんは比ひ較かく的てき最近か」

　ざっと目をとおしたあと、年を遡さかのぼるように次のものに移る。

　紙の様子や並べられ方から年代を推測しながら、いくつ目かの書巻に目を走らせていた天狼は、つと視線を止めた。

「なんだ……？　ずいぶん人がいれ替かわってるな」

　手て柄がらや世代交代により、毎年なんらかの人員の異動はある。だが、この年はぱっと見ただけでも異様だった。上位祠官をはじめとして、各長官級の者たち、はては皇帝の傍そば近くにあった内ない侍じ官たちが、いっせいに職を解かれているのだ。

「十七年前？　この年はたしか……」

　伯家管氏が皇帝によってとり潰つぶされた年だ。その徹てつ底ていぶりは凄すさまじく、管一族は傍ぼう流りゆうの邸も含ふくめて皇帝直属の近この衛え軍によってとり囲まれ、赤子にいたるまで一人残らず処分されたと聞く。

　祠官たちの処しよ遇ぐうは、その火の粉が及およんだものだろう。

　しかし、三省六りく部ぶの長官が残らず罷ひ免めんされるなど、穏おだやかではない。それまでの国の体制を一変させる、大変事だ。

　とはいえ、当時自分は四歳。なにがあったかなど、覚えているはずもない。

「…………」

　このことが直接宝珠と関係あるとは考えづらい。が、なにかがひっかかった。

「調べてみるか」

　己の勘かんが告げるまま、天狼は除じよ籍せきされた者たちの名を頭に叩たたきこんだ。

　この年にほかになにがあったのか調べるとともに、彼らの足そく跡せきをたどって見つけだすことさえできれば、宝珠についての情報も得られるはずだ。

　天狼は書巻を元通りにすると、足早に書庫をあとにしようとした。

「──あれは」

　だが、外にでたところで見つけた人ひと影かげに、足を止めた。

　珪華だ。また書庫か祠し辰しん殿でんにでも赴おもむいていたのか、足早に西さい苑えんの方へと歩いていく。

　一瞬、声をかけるか迷った天狼だったが、短期間での頻ひん繁ぱんな接せつ触しよくは避さけるべきだと、小さな背を見送った。

「……解げせないと言えば、あれに遺のこされた言葉も、解せん」

『皇こう宮ぐうにある宝笛を吹ふけって。鳴らない笛が鳴った時、この世の中が救われるんだって……』

　甦よみがえった出会った夜の言葉に、天狼は眉び宇うをよせた。

　なぜ、彼は彼女にそんな遺ゆい言ごんを託たくしたのだろうか。

　片かた田舎いなかの単なる薬くす師しが、養い子に『世を救え』などと言うはずがない。名だけ耳にした時は、まさか、と思ったが、珪華の話を聞くかぎり、彼女の養い親は自分の知っているあの男でおそらく間ま違ちがいない。

　だとしたら、彼はどうして彼女に危ない橋を渡わたらせるような言葉を残したのか──。

　珪華自身、具体的になにが起こるとは聞いていないらしかった。ただ、宝笛を吹くことだけに躍やつ起きになっている。

　彼女が知らないものは探さぐりようがない、と見えなくなったうしろ姿に息をつき、天狼は踵きびすを返した。







「──結論から言うと、全員行方ゆくえ不明だな」

　雷牙の言葉に、天狼は杯さかずきを口に運ぼうとしていた手を止めた。

　書庫から持ち帰った懸けん案あんを、彼は自らの側近たちに託していた。中でも雷牙には、除籍された者たちの足どりを追うよう指示していたのだ。

「全員？　まさか、長官たちもか？」

　全員、名だたる権門の者たちだ。行方知らずになるなど考えづらい。

「や、そいつらは将しよう帥すいとして送りだされた戦場で命を落としてる──それが戦死かどうかまでは、わからないってやつだ」

「つまり……戦死に見せかけて、殺された可能性があると？」

　目つきを鋭するどくさせた瞭に、雷牙は「まあな」と杯を呷あおった。

「よっぽど、都合の悪いなにかを見たか、聞いたか……綺麗さっぱり痕こん跡せきが途と絶だえてやがる」

　こうなるとお手上げだ、と口調は軽く、空になった杯を振ふる。だが、そこには口くち惜おしさがにじんでいた。

　天狼は労ねぎらうように雷牙の杯に酒を満たすと、瞭へと目を移した。

「こちらも芳かんばしいとは言えませんね。ただ、関係ないかもしれませんが、調べるうちに気になることが」

「気になること？」

「ええ。どうやら、その年を境に風が止やんだという話です。それに付ふ随ずいする形で日照りや飢き饉きんが起こりはじめてますね」

「そういや、おれらがちっせぇころは、いつも風が吹いてたか──夏もこんなに暑くなかったしな」

　雷牙の懐なつかしむような声を耳にしながら、天狼は考えこんだ。

　十七年前、除籍された者たちがすでにないとなれば、宝珠についてたしかめるのは困難だ。

　先せん帝ていが若くして即そく位いしたのが、約二十一年前。当時、宝珠と間近に見まみえるほどの地位にいた者はそれなりの年ねん齢れいの者が大半で、すでに鬼き籍せきにいっている。例外的な存在が彼らだったのだ。

　となれば、別の方向から宝珠について探る必要がある。

「……伯家のとり潰しに、大量罷免、加えて風が止んだ。繫つながってるようには見えんが、すべてが同じ年というのが気にかかる」

「ええ、無関係ですませるには、重なりすぎています」

「案外、その年に宝ほう珠じゆがなくなった、とかだったりしてな。宝珠がなくなったから、天帝の加護もなくなって、風が止んだ──とか？」

　雷牙の軽口めいた科白せりふに、天狼は杯を口に運ぼうとしていた手を止めた。「……なに？」と顔をあげた先で、瞭がひどく冷めた視線を雷牙に送っていた。

「あなたは伝説と現実の区別もつかないんですか？　宝珠に本当にそんな力があるとでも？　伝説は所しよ詮せん伝説にすぎません」

「…………いや、雷牙の言うとおりだ」

「は？」と声を揃そろえて怪け訝げんそうにこちらを見た瞭と雷牙へ、天狼は視線を交こう互ごにした。

「風が止んだのは、天の加護が失われたから──すなわち、天帝から授さずけられた宝珠を皇こう帝ていがなくした結果、という考えはあながち間違いじゃない。そう考えればつじつまがあう」

「つじつま？」

　眉み間けんに皺しわをよせた瞭に、ああ、と一つ頷うなずく。

「風が止んだのは、十七年前。宝珠について知るために、見知っていそうな者を調べれば、十七年前にことごとく姿を消している。ここから推察できるのは──十七年前、皇帝の手元から宝珠が消え、証あかしの紛ふん失しつ発覚を恐おそれた先帝が、偽にせ物ものを用意した」

「──んで、本物を見知っていそうな連中を全員処分したってことか」

　天狼の言葉を継ついだ雷牙が唸うなる。

「たしかに、話があいます。──ですが、肝かん心じんの宝珠はどうなったんでしょう？　盗ぬすまれたのか、壊こわれたのか……」

「宝珠など、帝てい位いの正統性を示すものでしかないと思っていたが……風や日照りとの関かかわりを考えれば、天から授けられたという伝説は事実だということになる。そんなものが人の手でやすやすと破は壊かいできるとは思えん」

　瞭と天狼の言に、「となると、盗まれた、か」と雷牙が結論づけた。

「問題は、だれが盗んだか、だ」

　天狼は手にした杯を一気に呷り、ぐっと口元を拭ぬぐった。

「ひき続き十七年前なにがあったのか、調べてくれ。俺は祠辰殿の資料をあたる。あそこなら、宝珠について別の記録が残っている可能性がある」

「御ぎよ意い──けれど、天狼。あなた自身もですが……あの少女のことは気をつけるべきです。私があなたの側近であることは、周知の事実。子家の推すい薦せんで伺し候こうした彼女が皇帝に近づけば近づくほど、あなたと彼女の関わりを疑われても不思議ではありません」

　瞭の険しいまなざしに、わかってる、と目顔で応じる。

「逆を言えば、珪華も……彼女の方が危ない」

　おまえたちも気にかけていてくれ、という言葉に、瞭は渋しぶ々しぶ、雷牙は気軽に、諾だくと頷きを返した。
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「適当にやれ」

　何度目かの呼びだしに、いつもどおりの言葉が投げかけられる。

　珪華はこれまたいつもどおり、さりげなく香こう炉ろに近づくと、手慣れた手つきで笛の用意をするふりをして眠ねむり薬をしこんだ。

　だが、佑の様子だけがどこかいつもと違ちがっていた。

　──なんか、疲つかれてる？

　杯を片手に悠ゆう然ぜんと脇きよう息そくにもたれかかっている様は同じだが、傍そばにいるだけでぴりぴりと肌はだを刺さすような覇は気きが感じられない。考えごとでもしているのか、こちらを見むきもせず、気け怠だるげに杯を口に運んでいた。

　そんな佑の様を密ひそかに横目で捉とらえながら、珪華は寸の間考えを巡めぐらせる。一つ頷くと、笛を構え、瞼まぶたを閉じた。

　草原を吹き渡る風を脳のう裏りに描えがいて、笛に息を吹きこむ。

　生まれてこの方、目にしたことがない、風の輝かがやく景色──受ける風はどんなにか爽さわやかだろう？　きっと、鳥のように空を飛んでいるみたいに感じるに違いない。

　そんなことを思い浮うかべながら、暑さの淀よどむ夏の空気を払はらうように、軽かろやかに、伸のびやかに音色を吹ふき鳴らす。

　自分自身が風になって駆かけるような心ここ地ちに浸ひたりながら、珪華はたゆとう余よ韻いんを残して唇くちびるを離はなした。

「──いつもと違うな」

　直後かかった声に、肩かたが揺ゆれた。はっと見ると、普ふ段だんは一曲目が終わるころには閉じられている双そう眸ぼうが、まっすぐこちらを見つめていた。

　これまで一曲目は最初の時と同じものを奏かなでていた。曲目が違ったから、気をひいてしまったのだろうか？　はじめる時以外に声をかけられるということも、今までにないことだ。

　おまけに──

　──……泣いて、る？

　いつも感情を映さないぬばたまの瞳ひとみが、どこか濡ぬれているような気がするのは、気のせいだろうか？

　思わぬことに軽く動どう揺ようしながら、珪華は思いだしたように顔を伏ふせた。

「……お疲れのご様子でしたので、」

「ほお？」

　答えるべきなのかどうか迷いながら口を開くが、皆みなまで言わないうちに低く遮さえぎられる。なぜか増した威い圧あつ感かんに、なにが気に障さわったのかと慌あわてた。

　──やっぱり、黙だまってるべきだった？　でも、それはそれで不ふ機き嫌げんになりそうだったし……それとも、しゃべり方が気に喰くわなかったとか？

　ついうかがうように視線をあげれば、射かけるような眼光と目があう。否いな、射い貫ぬかれた。

「疲れているだと？　私がか？」

「…………」

　はい、と言っても、いいえ、と言っても助からない気がする。首をひやりとしたものがなでたような錯さつ覚かくを覚えて、身み震ぶるいが走った。

　──こうなったら……どっちに転ぶか見当もつかないなら、言いたいこと言ってやる…っ

　天狼が聞けば「むだな勇気だ」と呆あきれるか気色ばみそうな決意を固める。

　不敬を咎とがめられるならなにをしても一いつ緒しよだと開き直って、珪華はぐっと上体を起こした。

「恐れながら、陛下も天ならぬ人の子。人の身なれば、当然疲れることも、悩なやまれることもございましょう」

　口調だけは丁てい寧ねいに言い放った彼女に、佑は目を眇すがめたあと、くっと唇を歪ゆがめた。

「この私に、面とむかって『人の子』と告げるか──」

　皇帝はすべからく、天子──高みにある存在であるということを、真っ向から否定したのがそれほどおかしかったのか、佑はしばらく低い笑いを零こぼしていた。かと思うと、手にしていた杯さかずきをぐっと呷あおる。

「今のはなんだ？」

　さすがに思いきりすぎたか、と思いながらも、目を逸そらすことなくこわばった面おも持もちを佑にむけていた珪華は、なんのことかと瞬またたいた。

　これまでのやりとりを反はん芻すうし、もしかして曲のことか、と思いいたる。

　早く答えろとばかりにくれられた視線に、ままよ！　と口を開いた。

「……風ふう籟らい調ちようです。天高くを流れる風が身のうちに吹き渡わたり、わだかまる淀よどんだ気を晴らし、天の恵めぐみで満たされますように、との願いのこめられた、」

　けれど、皆まで言う前に、ハッという嗤わらい声とともに、放ほうり捨てられた金きん杯ぱいの甲かん高だかい音が耳を突つく。高く耳障りなそれに、思わず身を竦すくめる。

「──天の恵みとは、笑わせる」

　嘲あざ笑わらう声に、珪華は息を吞のんで目の前の男を見つめた。

　笑わせる、との言葉どおり、口元は皮肉げに弧こを描いているが、こちらを見る目はまったく笑っていない。底冷えするような冷たいまなざしに、昼間の熱暑の名残なごりがわだかまる室温が、すっと下がった気がした。

「天の恵みとはなんだ？　失われてひさしい風のことか？」

「……違うの、ですか」

「では、聞く──なぜ、天の恵みが必要なのだ？」

「なぜって……」

　天の恵みの風が再び吹くようになれば、この国はかつての姿をとり戻もどすはずだ。乾かわいた土地は豊かになり、人々は風とともに笑って暮らせるようになるだろう。

　だがその思いは、声が喉のどに張りついて、うまく言葉にならない。

　そんな珪華に業ごうを煮にやしたように、佑がおもむろに立ちあがった。

「おまえはさきほど、私を『人の子』だと言ったな？」

　こちらへむかってくる男にかろうじて頷うなずきながらも、身体からだが無意識のうちに後あと退ずさる。

「この国を統すべるのは、天てん帝ていではない。ここは人の地、ならば治めるのもまた人の子──人の力であるべきなのだ」

　ゆったりとした足どりで近づいてくる佑に、いつのまにか壁かべ際ぎわへと追いつめられていた。背にあたった壁かべの感かん触しよくに息をつめた時、こちらに覆おおい被かぶさるようにして佑の手が伸びてくる。

　首にかかった掌てのひらの冷たさに、ぞくりと震ふるえが走った。

「違うか？」

　鋭するどい眼光が肌をなでる。

　──人の地は、人の力で……？　だから、この人は天から託たくされた証あかしなんて、必要ないって言うの？　宝ほう珠じゆをなくしても、平然とその座にいられるの──？

　是ぜとも否とも言えず、小さく喉を鳴らした珪華を、佑が間近にのぞきこむ。

「──なぜ、他国の者がこの国を風が輝く国だと呼んだか、わかるか」

「風が、輝く国と、呼んだわけ……？　それは、その恵みに憧あこがれた、からでは……」

「憧れる、裏を返せば、他国はそれだけ過か酷こくな環かん境きように身を置いているということだ。同じ地続きなら、この国がそうであってもなんら不思議はない──今の状態こそがこの土地の現実であり、本来の姿だとは思わないか」

「本来の、姿……」

　突きつけられた思わぬ言葉に、珪華は瞬きを忘れた。

　驚おどろきを隠かくさない表情に満足したように、佑が目を細めた。

「天帝がいるのかいないのか、加護とやらがあるかなど、知らん。興味もない。だが、はっきりしているのは、恵みに甘んじた結果が『今』だということだ」

「……恵みに、甘んじた？」

　西さい苑えんで飼われている鸚おう鵡むのように、耳にした言葉を繰くり返し、眉まゆを顰ひそめる。

　目の前の男は一体なにが言いたいのだろう。次々にぶつけられる、真実とも虚構ともつかない事こと柄がらに、頭の中がぐるぐるする。

「水の例一つをとってみてもそうだ──天の恵みによって、水が十分あるから灌かん漑がい工事はまったく不十分。もし、あらかじめ利水のための計画がなされていれば、ここまでの飢き饉きんに見み舞まわれることはなかっただろう」

　安あん寧ねいは停てい滞たいを生み、停滞はやがて膿うむ。そうなったら、あとは腐くさりはてるだけだ。

「安寧など、いらん。不安定であればこそ、新たなものは生みだされる」

　炯けい々けいと血に飢うえた獣けもののように目を輝かがやかせた佑が、首にかけた手にゆっくりと力をこめた。

「……ゥッ」

　徐じよ々じよに絞しまっていく喉に、息がつまる。

「違ちがうか？」

　再度、肌はだをなでた冷たい囁ささやきに、逃のがれるように首を振ふろうとするが、なおさら指が食いこむ。苦しさに、生理的な涙なみだがにじんだ。

「く──」

「強ごう情じようだな」

　息の下、耳に届いた呆れともつかぬそれに、珪華は煙けぶる視界のむこうに映る男の姿を睨にらみつけていた。

「…………から、ですか？」

「なに？」

「だから、あなたは……戦いくさを、起こそうとするのですか？」

　言わんとすることは、わかる気がする。だが、それをよしとするほど、物わかりがよくはない。

　どうしたって消えないのだ──もの言わぬ老師の姿が、旅の道々目にした荒あれはてた人里の光景が。そして、呆あつ気けなく奪うばわれた、平へい穏おんなあの日々が……。

　まざまざと甦よみがえった記き憶おくに、零こぼれそうになった嗚お咽えつを嚙かみこらえ、珪華は目元に一層の力をこめた。

「なにが正しいのかなんて、わたしにはわかりません。陛下が、おっしゃるとおりなのかも、しれません。けど、民たみが……わたしが望んでるのは、貧しくてもみんなが笑って暮らしていける、それだけです。──なにかを生みだすために、大勢の人が傷ついて死んでくなんて…っ」

　間ま違ちがってる！──叫さけびそうになった、その言葉だけはかろうじて吞みこんだ。

　天狼は言っていた。今きん上じよう帝ていは広くまわりを見る目を持っている、と。たしかに、自分には及およびもつかないくらい、頭がいいに違いない。

　ならば、戦によらずこの国を建て直す方法も思いつくはずだ。にもかかわらず、あえてその道を選ぶというなら、ほかならぬ彼が戦を望んでいるとしか思えない。

　悲しみと憤いきどおりが目の前の相手への恐きよう怖ふを凌りよう駕がし、衝しよう動どうのままに感情を叩たたきつけた珪華は、袖そでに隠した震える手で、痺しびれ薬をしこんだ薬包を握にぎり締めた。

　後こう悔かいはない。でも、このままただ殺されるつもりもない。

　──いざとなったら、絶対逃にげてやる…っ

　長いような短いような沈ちん黙もくの時がすぎる。

「……そのようなことを面とむかって言うのは、おまえくらいだ」

　やがて、睨みあったままだった佑は鼻を鳴らすと、手を離はなした。

　ふいに開いた喉に空気が流れこんでくるのに咳せきこむ珪華を一いち瞥べつし、くるりと背を返す。

「興が削そがれた。去いね」

　──……助、かった？

　なにが起こったのかと、にじむ視界の中、啞あ然ぜんと見送ったうしろ姿が面めん倒どうそうに手を払はらった。

　最後に言われたことがひっかかったが、去れと言われて留とどまる理由はない。彼の気が変わらないうちにと礼をとると、珪華は足早に室をあとにした。
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　かすかに聞こえた笛の音に、天狼は目を落としていた書巻から顔をあげた。次々と文書を漁あさるうち、ずいぶんと時がすぎていたらしい。

「ここなら、なにかわかるかもしれないと思ったが……」

　調べたいことがある、と皇こう宮ぐう内でも滅めつ多たに使わない名を振りかざし、祠官に祠し辰しん殿でんの書庫を開けさせたのだが、どうやら無む駄だ足あしに終わりそうだった。

　祭さい祀しや天の巡めぐりに関かかわる代々の文書がおさめられているここに、宝珠に関する記録などないのかもしれない。

「祠官を問い質ただした方が早いか……だが、あの人の耳にはいるとやっかいだ──？」

　どうするべきか、とぐるりと書庫を見回した天狼は、とある一点で視線を止めた。

　ひかれるように壁際にある棚たなの一角へと足をむける。

「これは……？」

　書巻の積み方がこの一角だけどこか不自然だった。なんというか、すこしだけ周囲より前へ迫せりだしているのだ。些さ細さいな違いでしかないが、なぜかひどく気になった。

　探さぐるように棚の奥へと腕うでを伸のばす。なにか落ちているのかと手の感覚だけで下を探ってみるが、埃ほこりの積もったざらついた感触がするばかりだ。

「気のせいか」

　穿うがちすぎだったようだと手を抜ぬこうとした時、その指先をなにかがかすめた。

　──途と中ちゆうに、ひっかかってるのか？

　壁との間に隙すき間まが空いていたせいで、なにかの拍ひよう子しに転がり落ちたのかもしれないと思いながら、奥まった場所にあるそれをひっぱりだす。

「……ずいぶん、古いな」

　おまけに、長期間放置されていたにしては、埃が溜たまっていない。

　目にした書巻の様子に、これは意図的に隠されたものだと瞬しゆん時じに悟さとる。

　偶ぐう然ぜん転がり落ちたにしては、手前にあるものとの紙の年代があわないのだ。ぱっと見ただけで、古書に詳くわしくない天狼にもわかるほど、手にしたものは古ぼけていた。

　一体、これになにが書かれているというのだろうか。

　だれかが隠したいなにかが書かれている書巻の綴とじ紐ひもに指をかける。逸はやる気持ちを押し止とどめ、強くひけばちぎれてしまいそうな紐を、慎しん重ちような手つきで解ほどいた。

「？──ただの史書に見えるが」

　それは百年近く前のある年の記録だった。

　考えすぎだったかと、ざっと紙面に視線を走らせていた天狼は、しかし飛びこんできた一文に動きを止めた。

「『天子、其その身の上を驕おごり、暴ぼう虐ぎやくを以もつて天に報ゆ。然しかる後、天の御み剣つるぎより、太たい極きよく珠じゆ……失うせに、けり』？──これ、は……」

　墨すみで記された文字の羅ら列れつを凝ぎよう然ぜんと見つめる。

　太極珠とは、宝ほう珠じゆの正式名めい称しようだ。要は、時の皇こう帝ていが驕り昂ぶり、暴虐のかぎりをつくした結果、宝剣から帝位の証あかしである玉が失われたということだ。

　さらに文章は続けている。それは天帝から見放された証である、と。

「失せる……消えた、ということか？」

　天に見放され、加護を失った証に、宝珠が消える──。

　ここに書かれていることがたしかだとしたら、なるほど、人目から隠かくすように置かれているはずだ。過去にもこの国は天の加護を失ったことがあるなどという事実を、おいそれと公おおやけにするわけにはいかない。

「──この過去の例に倣ならうなら、雷牙が言ったことは逆？」

　皇帝の手から宝珠が失われたから、天帝の加護がなくなったのではない。天が見放すだけの『なにか』を、先帝がおこなったということだ。

　風が止やんだ十七年前になにが……、と思案しかけ、はっと紙を持つ手に力がこもった。

「管一族の殲せん滅めつか！」

　天帝に授さずけられた宝珠は、今でこそ皇帝が帝位の証としてひき継ついでいるものの、もとは耀よう国こくの太祖となった姉弟きようだい二人に与あたえられたものだ。その片方、姉の流れを汲くむ管氏を、己おのれの都合で赤子にいたるまで一族郎ろう党とう皆みな殺ごろしにしたとあれば、天帝の怒いかりを買ってもおかしくない。

「なにが、権力の統一だ……浅はかな真ま似ねを」

　声に憤りをにじませながら、天狼は急いで書面の続きを解いた。

　宝珠を失ったあとの顚てん末まつが記されているのではないか。

　半ば願うように探したそれは、後に書き足されたのか、余白につめこむように書きつけられていた。

「これか──『天、人の子を憐あわれみて救い手を降くだされ、彼かの者を以て新たなる天子を定む』……救い手が、新たな天子になったということか？」

　いや、ならば『彼の者をして新たなる天子と為なす』とでも書かれるべきだろう。

　天狼は眉まゆをよせた。

　天帝によって救い手がさしむけられ、その存在が新しく皇帝を選んだということか？　そもそも、救い手と御み使つかいは違ちがう存在なのだろうか？

　だが、頼たよりの文書には、見るかぎり簡潔な一文があるのみだ。

　曰いわく、『救い手、其の身に梧あお桐ぎりの印を刻む』。

「其の身に梧桐の印？　身？……御使いと違って人として生を受けたということか？」

　救い手が『人』かもしれない。

　その可能性に思いいたった時、真っ先に浮うかんだのは──珪華の姿だった。

「鳴らない笛が鳴った時、この世が救われる……だったか？　あの人は、なぜそんな──……いや、まさか」

　考えこむように呟つぶやきかけ、天狼はぴたりと口を噤つぐんだ。視線を紙面に置いたまま、意識だけを出入り口の方へとむける。

　──だれか、きた。

　祠官か、とよぎるが、すぐに否定する。祠官がこんな気配を絶つような近づき方をするはずがない。そんなことをする理由もない。

　天狼はすばやく書巻を巻き直すと、背後に神経を注ぎながら、元の位置へと戻もどした。さりげない素そ振ぶりで棚の前を離れ、別の棚へと回りこむ。

　出入り口付近の気配は、まるでだれもいないのかと錯さつ覚かくさせるほど、動きを見せなかった。感覚に触ふれるのは、香こうのように空気にまぎれた笛の音だけだ。

　──ここに人に知られたくない用があるのか、俺にか……。

　むこうが動かないならこちらから動くだけだ、と天狼は適当に棚の間をうろついたあと、出入り口へと足をむけた。戸口から射さしこむ眩まばゆさに目を細めると、行く手を阻はばむようにすっと人ひと影かげが浮かびあがる。

　──俺、か。

　だれだ？　と逆光に見えない相手を探ろうとした時、

「珍めずらしい場所であうものだ」

　落ちた声こわ音ねに、天狼は思わず足を止めた。

「！　陛下」

　急ぎ、片かた膝ひざを突ついて面おもてを伏ふせる。

　自分を探るとなれば皇帝の手の者だろうとは思っていたが、まさか当の本人だとは……。

「──恐おそれながら、ここでなにを？　お一人でかような場所へいらせられるのは、」

「あの笛の音に誘さそわれたまでだ。おまえこそ、こんな黴かび臭くさい場所でなにをしている？」

　臣下らしい苦言を呈ていそうとしたところを、淡たん々たんとした、けれど冷えた声音に遮さえぎられる。

「…………」

　笛の音？　という疑念と、なんと答えるべきか、という思案が、沈ちん黙もくを生む。ただ返答を期待したわけではないのか、感情を読ませない声が先を続けた。

「軍営にしか居つかぬおまえが、最近頻ひん繁ぱんに城内で見かけられると花たちが騒さわいでいる。──庭を荒あらし回って、なにをしているやらな」

「……荒らし回るなど、めっそうもない。鎮ちん護ご大将軍の名を預かる身として、城内の安全を、と思っているだけのこと」

　遠回しに、後宮の動きを探っていることを示し唆さされ、ひやりとする。

　しかし、天狼はそれをおくびにもださず、あたりさわりのない言葉を返しながら、内心思案した。

　──あの書巻のことに、気づいてるのか？

　自分でさえ、失われた宝珠についてたどっているうちに、ここにいきついたのだ。頭の回転が速く、使える人手も権限も自分以上の彼が、知らないと考える方が不自然だ。

　計ったように今この場に現れたことが、なによりの答えではないのか。

　──あの書巻にはほとんど埃ほこりがついてなかった。

　その意味することは、さほど遠くない過去にだれかが手にとったということだ。

「鎮護大将軍が、祠し辰しん殿でんの書庫に用があるとも思えぬが──なにか、おもしろいものが見つかったか？」

　胸のうちを読んだかのように降ってきた問いかけに、天狼は肩かたが揺ゆらぎそうになるのをこらえる。とともに、確信した。

　彼は、あの書巻の存在に気づいているのだ。──そして、『救い手』なる存在にも。

「……ここは知の宝庫。愚おろかな私には及およびもつかぬ古いにしえの教えも眠ねむっておりましょう」

　一呼吸置き、天狼はゆっくりと面をあげた。こちらを見下ろす冴さえ冴ざえとしたまなざしと、正面からむきあう。

　しばらく無言で視線を交かわす。先に動いたのは佑の方だった。

「どいつもこいつもなにを企たくらむやら──せいぜい、虎とらの尾おを踏ふまぬことだ」

　おもしろくもなさそうに鼻を鳴らし、踵きびすを返す。一いつ瞬しゆん、どこかへ視線を投げたあと、そのまま歩み去るかと思いきや、「そういえば」と足を止めた。

「最近、おもしろい小鳥を見つけた」

「小鳥……？」

「ああ。美しい囀さえずりを聞かせるものの、いっかな懐なつかない。油断すると突つつかれそうだが、それがまたおもしろい」

　傍そばに置くのもいいかもしれんな、と独り言ともつかぬ風で告げる佑に、天狼はぴくりと眉をあげた。

「……そのようなものを手元に置かれずとも、陛下にふさわしい花が西さい苑えんには数多あまた咲さいておりましょう。珍しいだけの野鳥など、捨て置くが賢けん明めいかと」

「手た折おられるばかりの花は飽あきた。たまには趣しゆ向こうを変えるのもいいだろう」

　なあ、天狼大将。

　横顔に意味深な笑えみを閃ひらめかせ、こちらを一いち瞥べつすると、佑は音もなく壁かべのむこうへと姿を消した。気配が完全に遠ざかるのを待って、立ちあがる。

「──どこまで気づいてる？」

　天狼は彼が見ていた方角へと目をやると、言わんことじゃない、と鋭するどく舌打ちした。

　途と絶だえぬ笛の音は、そちらの方から聞こえてくる。

　天狼は表情にわずかな険しさをのせると、音色をたどるようにその場をあとにした。
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　祠辰殿のほど近くにある亭子あずまやで、珪華は一心に笛を奏かなでていた。

『なぜ、天の恵めぐみが必要なのだ？』
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『ここは人の地、ならば治めるのもまた人の子──人の力であるべきなのだ』

　数日前、皇こう帝ていから告げられた言葉が脳のう裏りを離はなれない。

　最初こそ憤いきどおりが勝まさっていたものの、彼の言うことも一理あると思ってしまう自分がいる。日を追うごとにそれらは消えるどころか、胸に重たくのしかかってきた。

　けして皇帝が正しいと思っているわけではない。だが、彼の言に自分が信じていたものを覆くつがえされたような心ここ地ちがして、ひどく胸がかき乱される。そんな風に思ってしまうこと自体、皇帝に殺されたとも言える玄陽を裏切っているようで……。

　自分を見失ってしまいそうな心に、天帝を、老師を、ここにはない存在を感じたかった。

　笛を奏でることで、頭の中の声をかき消してしまいたい。

　本当なら祠辰殿で演奏したかったが、一後宮楽師でしかない自分は、祠官に楽を学ぶことは許されても、楽を奉ほう納のうすることは許されていない。

　だったらすこしでも近くで、と偶ぐう然ぜん見つけたこの場所を選んだのだ。

　そうしてなにも考えず、ただ笛の音とともに天へと心を昇のぼらせていた珪華は、演奏を終えるころにはだいぶ胸が軽くなっていた。

「……そうよ。天の恵みがあったとしても、人の地を治めるのは結局は人でしかない以上、責められるべきは安あん寧ねいに胡座あぐらをかいてた人の方であって、天帝じゃない。そもそも、天に認められてない人が言っても、ただの負け惜おしみだっていうのよ。自分の考えが正しいと思うなら、一方的に押しつけようとせず、そう説けば──」

「──こんなところでなにを一人でぶつぶつ言ってる？」

　独りごちるうちに、むしろ佑に対する怒いかりが再燃してきた珪華は、耳に滑すべりこんできた声に「わッ」と肩を揺らした。弾はじかれるようにうしろを振ふりむくと、呆あきれ顔の青年が立っている。

「て、天狼!?　あなたこそなにして──ぅっ」

　驚おどろきと今のを聞かれた恥はずかしさで、声が上うわ擦ずる。響ひびきの大きさに、天狼がすばやく口を塞ふさいできた。

「声を抑おさえろ。──笛の音に聞き覚えがあったからきてみたが……」

　言いながら、じろじろとこちらを見下ろした彼に、珪華は頭を振って手を払はらうと、「なに？」とその顔を見返した。

「……おまえの髪かみや服がかすかになびいてた気がして、な」

「なびくって、風もないのに？」

　風が輝かがやくことがなくなった今でも、季節に応じた風は吹ふく。だが、あたりを見回してみても、今は葉っぱ一つ揺れてはいなかった。

「おまえの動きがそう見えたんだろう。──それより」

　言葉を切った天狼が、ふいに目元に険しさを浮うかべた。

「物ぶつ騒そうなことを言ってたな」

　なにがあった？　と目顔で問いつめられ、珪華は言葉につまった。

　──皇帝に喧けん嘩か売ったなんて言ったら、なにを言われるか。

　だからあれほど、と皮肉る声が聞こえるようだ。

　けれど、目の前の深い青の双そう眸ぼうは逃にげを許さない。黙だまったままのこちらに確信を深めたように、ゆっくり間合いをつめてくる。

　押されるようにうしろにさがれば、膝ひざのうしろに硬かたい感かん触しよくがあたり、かくんと力が抜ぬける。短い悲鳴をあげ、珪華は亭子にあった石の腰こしかけの上へ座りこんでいた。

　うしろの柱に手を突ついた天狼が、さあ言え、とばかりにのぞきこんできた。

「珪華？」

「っ、わかったってば！」

　耳元で低く囁ささやかれた名に、ぞくりとする。それは悪お寒かんめいたものではなく、甘い痺しびれのようで……わけのわからない感覚に慌あわてた珪華は、そう口走って天狼の身体からだを押し退のけていた。

　こうなると、言わないわけにはいかない。

「……あの人と、ちょっと意見の食い違ちがいがあったっていうだけよ」

　一歩退いたとはいえ、間近から見下ろす天狼は片かた眉まゆをあげ、無言で先を促うながした。

　珪華はしかたなしに室を訪おとずれた時の佑の様子から、彼の意見に思わず言い返してしまったことまでをかいつまんで説明する。

「おまえ……あれほど、」

「不ふ可か抗こう力りよくよ、わたしが悪いわけじゃない」

　奏でる曲を変えただけで、「疲つかれてる」と言っただけで、あんなことになるなど、だれが想像するというのか。

　天狼の言葉をはね除のけた珪華に、忌いま々いましげな溜ため息いきが返る。

「探さぐれとは言ったが、馴なれあえとはだれも言ってない」

「馴れ…っ!?　わたしが一体いつ、あの人と馴れあったっていうの？」

「警けい戒かい心しんの欠片かけらもないから、そんなことになるんだろう。それとも──惚ほれたか？」

「……は？」

　一瞬なにを言われたのかわからなかった。だが、くれられた探りをいれるようなまなざしに、一気に頭に血がのぼる。

「質たちの悪い冗じよう談だんは止やめてくれる!?　だれが警戒心の欠片もないのよ。いざとなったら逃げられるよう、痺れ薬だって持ち歩いてるわ」

「──痺れ薬？」

　そんなものまで持っていたのか、とでも言うように眉をよせた天狼に、珪華はたたみかけるように言葉を継ついだ。

「いつも眠ねむり薬で早々に眠ってもらってるし、今回はたまたま──ぃたっ」

　だが皆みなまで言う前に、突とつ然ぜん強く肩かたを摑つかまれた。なにごとかと見上げると、今までにないほど険しい顔つきをした天狼がそこにあった。

「眠り薬だと？　まさか、そんなものをいつも使ってるのか？」

「──そうだけど」

　地をはうような低い声に、珪華は眉び宇うを顰ひそめた。

　──なにを突然……怒おこってるのはこっちの方よ。

　理り不ふ尽じんさと戸と惑まどいが湧わきあがってくる間にも、鋭い舌打ちとともに「言っていたのは、これか」と呟つぶやく声が降ってくる。

「これ？──さっきから一体なにをわけの、」

「──むこうが寝ねたと思って、室を探ってないだろうな？」

　不可解さも我が慢まんの限界に声をあげかけるが、その前に押しつけられた問いかけに、珪華はつい視線を泳がせていた。

「おい、」

「してない！　しようと思ったことは、あるけど……」

　ますます目つきをきつくした天狼に、急いで否定する。とはいえ、気まずさに語ご尾びが徐じよ々じよに細っていく。

　たしかに佑が眠ったのを見計らって、室内を調べてみようと思ったことは何度もあった。

　皇帝の手元にあると言われる宝笛のことはもちろん、宝ほう珠じゆの行方ゆくえについて、佑がなんらかの手がかりをすでに摑んでいる可能性もある。はじめて呼ばれた時からたびたび室を訪れているが、あれ以降、だれかが訪たずねてくる様子もなく、新たな情報はなに一つ得られていなかった。

　そのことに焦じれがあったのは否定できない。

　ただ、いざ行動に移そうとする時にかぎって、佑は身み動じろいだりしてこちらの気勢を削そぎ、実行できたことは一度もなかった。

　そんな無む謀ぼうさを見み透すかすように据すえられた、呆れの混じった視線が、痛い。

「……そもそも、協力しろって言ったのはそっちでしょ！　宝笛のことだって、あなたに手を貸した方が間ま違ちがいないと思ったから」

　どこにあるかわからない以上、当初の予定どおり降臨節を狙ねらうしかない。

　だが、天狼が佑に成り代われば、彼は宝笛をこの手に握にぎらせてくれるはずだ。それくらいには、信じている。

　そう考えることはいけないことなのかと、追いつめられた仔こ猫ねこが爪つめをたてるように天狼を睨にらみつけた珪華に、彼は静かに息を吐はきだした。

「──ここからでろ」

「！　どうして!?」

　ここ──宮城から去れ、という言葉に思わず喰くってかかる。まるで、『役にたたない』と言われているかのようなそれに、手が震ふるえた。

「おまえが下手へたなことをやらかして捕つかまってみろ。こっちの身まで危ない」

　場ば所しよ柄がらもわきまえずこんなところで騒さわぎたてるくらいだ、という辛しん辣らつな科白せりふに、ぐっとつまる。はじめて会った時のような冷たいまなざしに、珪華は両手を強く握り締しめた。

「……たとえ捕まったって、あなたに迷めい惑わくなんかかけない」

「自分の言ったことも覚えてないのか。子家や淑しゆく妃ひに迷惑がかかる、とおまえが言ったんだ。騒ぎを起こされるくらいなら、いなくなっただけの方がまだ対処できる。気にかかることもある、笛のことはこっちで──」

「っ、だったら、おとなしくしてればいいんでしょ!?」

「まだわからないのか！」

「きゃッ」

　言い捨てて立ちあがろうとした刹せつ那な、珪華の視界が反転する。なにが起こったのか考える間もなく、気づいた時には冷たい石の上に押し倒たおされていた。

「おまえは皇こう帝ていを舐なめすぎてる」

　こちらの肩を押さえつけ、のしかかるようにしてのぞきこんできた天狼のまなざしは、冷ややかな雰ふん囲い気きが一変、強いいらだちがにじんでいた。大きく傾かたむいた陽光がその瞳ひとみへと射さしこみ、青く輝く。

「眠り薬や痺れ薬ごときであの男がどうこうできると、本気で思ってるのか？」

「冗談でしかけるほど、安い覚かく悟ごでここにいるわけじゃないわ」

「──そんなことも見み抜ぬけないから言っている」

　押し倒された驚おどろきよりも、舌打ち混じりに降ってきた言葉に混乱する。

「なに、言って……それってどう──、ッ」

　問いかけた珪華は、ふいになぞるように輪りん郭かくをなでられ、大きく身を震わせた。女のものとは違ちがう、硬い指先が柔やわらかな手つきで肌はだを滑すべるのに、ぞくぞくと全身が総毛立つ。

　──な、に？

　皮肉な色の混じる言葉だけとればいつもどおりのやりとりなのに、まとう気配がまるで違う。怒ど気きの中ににじむ妖あやしさが、じわじわとこちらの動きをからめとっていく。魅み入いられたように、力が抜けていく。

　常ならぬ男の様子と、得体の知れない感覚に、珪華は唇くちびるを戦慄わななかせた。

「おまえのひ弱な力では、自分の身一つ護まもれないと自覚しろ」

「ゃっ」

　熱を感じる吐と息いきが、唇に触ふれる。

　ゆっくり近づいてくる精せい悍かんな面に浮うかぶ艶つやめきに、顔に血が集まってくるのがわかる。思わず目を背そむければ、拍ひよう子しに頰ほおにかかった解ほつれ髪がみを、長い指につっと払はらわれた。

　そのあるかなしかの感かん触しよくに、肌がざわめく。

　もがけばもがくほど、からめとられていくような心ここ地ちを覚えながら、珪華は懸けん命めいにそれから逃のがれようと頭を振ふった。

「──ぁ、放し…っ」

　けれど、無む慈じ悲ひな指先に顎あごをとられ、無む理り矢や理り視線をあわせられる。

「──煽あおられればその気になる、男の性さがもな」

「っ、そん…ゃ！」

　剣けん吞のんにまなざしがきらめいたかと思うと、耳をくすぐった囁ささやきに、首を竦すくめる。かかる吐息の熱に意識を持っていかれ、なにを言われているのかもよくわからない。

　ただこの状じよう況きようから逃れたい一心で、もうわかったから、と天狼を押し返そうとした時、

「もっ──ひゃっ!?」

　耳じ朶だに濡ぬれた感触がしたかと思うと、ツキリと痛みが走った。

「なっ、な……」

「これでわかっただろう」

　反射的に耳を押さえ、目を見開くと、身を起こした天狼が双そう眸ぼうを眇すがめた。

「今ならまだ──おい、聞いてるのか？」

　固まったまま動かない珪華を、再び天狼がのぞきこむ。

　ぐっと目前に迫せまった端たん整せいな顔に、びくっと肩が揺ゆれた。無我夢中で目前の身体からだを押し退け、弾はじかれたように立ちあがる。

　──み、耳、嚙かまれたッ!?

「……りすぎたか」

　なにごとかを独りごちた唇に視線が吸いよせられ、自分の身に起こったことを認にん識しきした途と端たん、かっと顔に熱が集まってくるのがわかった。

　真っ白だった脳のう裏りに、羞しゆう恥ちと憤いきどおりが一気にあふれだす。

「──とりあえず、おまえは」

　埒らちがあかないとばかりに伸のばされた手を、珪華は鋭するどく払いのけた。

「……んじられない…ッ」

　そのままじりじりと天狼と距きよ離りをとる。感情の昂ぶりにか視界が潤うるんでくるが、こんな人の前で泣くものか、と睨み据える目に力をこめた。

「気にいらないからって、力で抑おさえつけようとするなんて……所しよ詮せんあなたも貴族あいつらと一いつ緒しよね!!」

　言い捨て様、珪華はくるっと天狼に背をむけた。長ちよう裙くんの裾すそをからげると、亭子から飛びだす。

「ばっ……待て、そっちは！」

　背後で叫さけんでいる声がするが、知ったことではない。

　昂ぶる感情に背を押されるように、珪華はそこがどこかもわからないまま走った。ただ、天狼の傍そばにいたくない一心で、木々に囲まれた鬱うつ蒼そうとした敷しき地ちの中を駆かけていく。

「……最低ッ、男ってああいうことしか頭にないわけ!?」

　なぜ、こんなことをされなければならないのか。なにを自覚しろというのか。

　言いたいことがあるなら口で言えばいいのだ。こんな、力に訴うつたえるような真ま似ねは最低だ。

　──おまけに、なんであんなに手慣れて…っ

　いつかの時、花官たちと笑っていたのを思いだして、余計に怒いかりが湧わいてくる。彼にとってはなんでもないことでも、ただの戯たわむれごととは割りきれない。

「なんで……」

　そうだ、ただの戯れごとだ。──そう思えればいいのに、なぜこんなにも腹立たしいのか。あの時……出会った時だって、これは治ち療りようだと割りきれたではないか。

　同じことなのに、なぜ今それができないのかと、怒おこっている自分にまでいらだって、頭の中は滅め茶ちや苦く茶ちやだった。

　あとから思うと、そんな風に感情に任せて、ろくにまわりも見ずに走っていたのが悪かったのだろう。日が傾いてきて、薄うす暗ぐらくなりはじめていたのも災わざわいした。

　気づいた時には、珪華はそれに踏ふみこんでいた。

「──ッ！」

　突とつ然ぜん、地面を捉とらえた足が沈しずんだ。ガラッと足元で音が鳴り、ぐらりと身体が傾かしいだと思った次の瞬しゆん間かん、宙に投げだされる。

「キャアァ──ッ」

　落ちる！　そう感じた時には、足搔あがく間もなく暗くら闇やみに吞のみこまれていた。
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　──ピチョン……ッ

　冷たい感触が頰で弾はじけた刺し激げきに、ゆっくりと意識が浮ふ上じようする。

「……ん」

　軽い呻うめきをあげて、珪華は身み動じろいだ。途端、全身に痛みが走り、一気に現実へとひき戻もどされた。

　重い瞼まぶたを開ける。が、変わらず真っ暗なのに、幾いく度どか瞬まばたきを繰くり返した。

「暗、い…………わたし、どうし──」

　何度やっても変わらない視界に、なにがどうなったのかと記き憶おくを呼び起こす。

「たしか、天狼に怒って……森？　の中を走ってたら……って、そうだ！」

　落ちたんだ、と反射的に身を起こそうとして、再び襲おそった痛みに呻く。身を縮め、息をつめて痛みがおさまるのを待った。

　どうやら、落ちた時に強く打ったらしい。どれくらい転げ落ちたかわからないが、生きているだけ運がよかったと言うべきだろう。

　痛みがひいたあと、今度はそろそろと起きあがる。動くたび、あちこちがズキッと痛むが、どこかが折れていたり、ひどい裂れつ傷しようを負っている様子はない。

「よかった…………にしても、ここは？」

　落ちたからには地下なのだろうが、どうして皇こう宮ぐうの下にこんな場所があるのだろう？

　声の反はん響きよう具合からして、井い戸どのような狭せまい縦穴というわけではなさそうだ。ただ、まったく明かりがない分、どういうところなのかはわからない。

　上を見上げてみるが、自分が落ちたはずの穴も見えなかった。

「夜ってこと？　それとも、塞ふさがっちゃった、とか……？」

　自分で口にして、ぞくりと冷たいものが背中をはう。

　ここがどこかに繫つながっているなら、抜ぬけだせるかもしれないが、閉へい鎖さされた空くう洞どうだったら？　穴が埋うまってしまえば、生きてはいないだろうと助けはこないかもしれない。

　いや、そもそも自分が落ちたことにも気づいてもらえなかったら……？

「ううんっ、天狼、が──」

　彼なら、と思いかけ、次の瞬間、珪華の身体からふっと力が抜けた。

　なぜ、彼が助けてくれるなどと一いつ瞬しゆんでも思ったのだろう。

　天狼に背中をむけたのは、ほかならぬ自分だ。にもかかわらず、無意識に頼たよろうとした自らに自じ嘲ちようする。

　ピチョン、とどこかで水すい滴てきが弾ける音が、やけに耳についた。

　じわじわと今さらながらに足元から恐きよう怖ふがはいのぼってくる。

「い、や……」

　光の射ささない暗闇。じっとりと湿しつ気けのこもった冷たい空気。まわりに生き物の気配は一いつ切さいなく、耳が痛くなるほどの静せい寂じやく。

　すべてが、あの晩を──老師をなくした日を思いださせた。

　あの晩も、一人だった。まるで天が泣いているかのように珍めずらしくも雨が降り、ひんやりとした空気の中、なくしてしまったものの大きさにうちひしがれ、彼をこんな目にあわせた者たちへのやり場のない憤ふん激げきととり残されてしまった孤こ独どくを抱だいて、眠ねむれぬ一夜をすごした。

「怖こわい……、老師…っ」

　だれも助けにこないかもしれない。

　右も左もわからない深い暗闇の底、自分は、たった一人なのだ……。

　そう思ってしまったが最後、身体の奥から湧きあがってくる震ふるえが止まらなかった。

　絶望にも似た孤独が胸をさいなみ、珪華は痛みを無視して強く膝ひざを抱だきかかえ、身を縮こめる。

　なんとか外にでる方法を探さなくては、と残った理性が囁ささやくが、凍こごえた心にはその力を振ふり絞しぼるだけの気力は残っていなかった。手放してしまいそうになる正気を保つのが、精せい一いつ杯ぱいだ。

　寂さびしくて怖くて、嗚お咽えつが喉のどにこみあげてくる。けれど、それを許してしまえば、きっとこれ以上耐たえきれなくなる。懸けん命めいに保とうとしている『自分』が、壊こわれてしまう。

　わかっているからこそ、零こぼれてしまいそうになるものを、きつく唇くちびるを嚙かんで押し殺した時、

「──か、そこにいるのか!?」

　突とつ如じよ降ってきた声に、肩かたが揺ゆらいだ。

　──幻げん、聴ちよう……？

　だれか、という思いが強すぎて聞こえた、幻だろうか。膝に埋うずめていた顔をのろのろとあげるが、あいもかわらず真っ暗だ。

「……くるわけ、ない、か」

　やっぱり……と深い落らく胆たんが胸を覆おおいそうになった珪華の耳に、

「珪華ッ！　いるんだろう、返事をしろ！」

　今度こそはっきりと呼びかける声が届いた。

　はっとして、痛むのも忘れて上を仰あおげば、そこに小さな火明かりが見えた。

　──きて、くれた……！

「……ぇ──ッ」

　天狼！──そう叫んだつもりの唇からは、呼気が漏もれただけだった。止まらない震えに喉が塞がれ、声にならないのだ。

　早く、「ここにいる」と言わなくては。今にも彼はどこかにいってしまうかもしれない。そうなれば、自分はまた一人きりだ。

　だが、焦あせれば焦るほど、息苦しくなる一方だった。

　苦しさをこらえるようにきつく胸むな元もとを握にぎり締しめた珪華は、拍ひよう子しに手にあたった硬かたい感かん触しよくにはたと思いつく。手て探さぐりで懐ふところを探り、それを手た繰ぐりよせる。

　──これなら！

　まだ聞こえている声に急せかされるように袋ふくろからひっぱりだすと、珪華はこわばった指で笛を握った。

　擦かすれていても、不細工な音でもいい。ただ、自分はここにいる、と天狼に届けばいいのだ。

　見えなくても、指が笛を覚えている。珪華はとり落としそうになりながら、震える指で笛を唇にあてた。できるかぎり思いっきり、息を吹ふきこむ。

　次の時、ピィ──ッ、と甲かん高だかく割れた耳みみ障ざわりな音が暗闇にこだました。

「そこにいるんだな？」

　答える代わりに、再度笛を吹き鳴らせば「待ってろ」と返事が落ちてきて、声が途と切ぎれた。

「……ぁっ」

　それだけのことが、ひどく心細かった。もう大だい丈じよう夫ぶだと思うのに、このまま自じ業ごう自得だと見捨てられたら、とよぎる不安に強く笛を握りこむ。

「──今から降りる。動くなよ」

　しかし、珪華の恐おそれを払ふつ拭しよくするように再び声が届いた。続いて、ばさっとなにか束のようなものが落ちる音がする。

　ぎこちなく首を動かして見上げると、火明かりが揺れていた。見つめていると、徐じよ々じよに近づいてくるのがわかる。

　やがて、炬きよ火かを口に咥くわえ、縄なわを伝っておりてくる天狼の姿が灯あかりに浮うかびあがるのが見えたころ、彼は縄から手を離はなし、一息に飛びおりてきた。

「珪華」

　同様にこちらの姿も見えていたのか、地面に足をつくと同時に、天狼が駆かけよってくる。

「怪け我がは？」

　彼は傍かたわらに膝を突つくと、膝を抱かかえてうずくまる珪華をたしかめるようになでた。その手つきは亭子あずまやの時とは違ちがい気き遣づかうようで、こわばっていた身体からだから徐々に力が抜けていく。

　でない声の代わりに小さく頭を振った珪華に、安あん堵どしたような嘆たん息そくが返った。

　天狼は炬火を置くと、背負っていた荷をおろした。

「水だ。飲めるか？」

　さしだされた瓢ひさごをまだ震えている手で受けとろうとするが、どうにも危なっかしいと思われたらしい。彼は片手を支えるようにこちらの背に添そえ、口元へ瓢をあてた。

　ゆっくりと傾かたむけられたそれから喉へと流れこんだ水に、思わずむせる。悪い、とでも言うように背中をさする手に、乱れた息を整え、珪華は再び瓢に口をつけた。

　ひと心ごこ地ちついたところで、今度は身を包むように肩になにか着せかけられる。どうやら、天狼の袍ほうらしい。ついで、彼は蠟ろう燭そくをとりだすと炬火の火を移した。

　珪華は天狼の準備のよさというか、手慣れた様子に驚おどろきながら、かけられた上衣をこわばった手でかきあわせた。

　こうしておちついてみると、甦よみがえってくるのはさきほどの別れ際ぎわのことだ。

　あんな言葉を叩たたきつけた結果これ、というのはなんとも居たたまれなかった。自分の身一つ護まもれない、と体現してみせたようなものだ。

「……がと」

　水のおかげか、かろうじてでるようになった声で、せめてもと礼を言う。

　天狼はちらっと顔をあげると、なにもかも見み透すかしたように軽く頷うなずく。──が、すぐにその表情に影かげがさした。

「寒いのか？」

　止まらない震えに、熱でもあるのかと、伸のばされた手が額にあてられる。直じかに触ふれた温かさが、なくしたものと重なって、珪華は一層肩を震わせた。

　辛つらい時や悲しい時、こうして自分を気にかけてくれていた人は本当にもういないのだと、強く胸に押しよせてくる。

「どうした？」

「……でも、ない」

　のぞきこまれ、ゆるゆると首を振る。こみあげそうになる涙なみだを隠かくすように、再び膝に顔を埋うずめた。

　人としてあたりまえの心配を、自分にむけられた優やさしさだと勘かん違ちがいしてしまいそうで、怖い。消えた温ぬくもりなど、もう二度と感じたくない。だったら、最初から知らなければいいとわかっているのに……もっと触れていたくなる。

　だからだろう。

「なんでもないって様ざまじゃないだろう」

　一際硬くなった声に、気づけば零れだしていた。

「──もう、わたしは……一人、なんだって」

「……」

　返った無言に天狼の戸と惑まどいを感じて、珪華は伏ふせた面おもての下で静かに息を吸いこむと、泣きたい衝しよう動どうを無む理り矢や理り飲みくだした。膝の上で首を捻ひねって顔を横むけると、硬い表情をした彼と目があう。

「……『いってくる』って、笑え顔がおででかけたはずの老師が、帰ってきた夜も、こんな風に真っ暗で、雨が……水音がしてた。──おかしいでしょ？　こんなご時世なのに、突とつ然ぜんいなくなるなんて、思ったこともなかった。いつもどおり笑ってるのに、すごく、冷たくて……っ」

　せりあがる嗚咽を嚙み殺し、それを押し隠すように小さく笑う。

「状じよう況きようが、似てるから……つい、思いだして」

　こんな気持ち、あなたにはわからないでしょうけど──と、ぽつりと零れ落ちるようにつけ足した。

　そんな珪華に天狼はわずかに眉まゆをあげたあと、なにを言うでもなく、身をよせるようにして彼女の隣となりへと座りこんだ。

「──天狼？」

「──俺はこんな形なりだからな、生まれた時から父親にずいぶん疎うとまれてた」

　額に落ちかかった今は黒い前まえ髪がみを摘つまみ、唐とう突とつにそんなことを言いだした天狼に、意表を衝かれる。「え？」と目を白黒させるが、彼は宙を見つめたまま、独りごちるように先を続けた。

「今から思えば、父親は俺に死んでほしかったんだろう。十三のころには、戦場に放ほうりこまれた」

「十三で？」

　普ふ通つう、兵として戦いくさにでるのは十五以上だ。しかも、彼が貴族の息むす子こであることを考えあわせれば、いかにも若すぎる。それほどに目障りだったということなのか。

「……ただ、目や髪かみの色が違うだけで？」

　たしかに黒目黒髪ばかりの耀よう国こくの中にあっては、彼は異色だ。

　だが、異国人も多く集まるここ安永においては、赤い髪に緑の目や、滑なめらかな褐かつ色しよくの肌はだをした商人なども見かける。はじめて見た時はたしかに驚いたが、ほかはなにが違う──目が三つだったり、角が生えていたりする──わけでもない。天狼も同じだ。

　天狼はわずかに見開いた目でこちらを見返り、「だけ、か……」とかすかに苦く笑しようを刻んだ。

「たしかに、母が異民族系の一門なことを考えれば、そうおかしくはなさそうなものだが、父親には癇かんに障ったんだろう」

　ただ、と一度言葉を切って、彼は顔を前に戻もどした。

「幸か不幸か、俺には戦の才があった。仲間にも恵めぐまれた。なにより──生かしてくれた人がいた」

「生かして、くれた人？　師し匠しようか、なにか？」

「いや、生まれてすぐ殺されかけた俺を救った、名付け親だ。祠官だった」

「……だった？」

　語ご尾びがひっかかって天狼を見つめれば、そこには感情のない淡たん々たんとした表情があった。

「一年前に死んだ。俺のせいで」

「！」

　珪華は息を吞のんでその横顔を凝ぎよう視しした。

　突然なにを話しだしたのかと思っていたが……彼はこれが言いたかったのだ。

　玄陽が亡なくなった日のことを思いだして怯おびえるのに、自分も同じだと、失ってしまった痛みがわかると、遠回しにこちらに伝えてくれているのだ。

「おまえは……」

　ふいに天狼がいる側とは反対の肩かたに手が置かれた。なに、と口を開く前に、柔やわらかな力でひきよせられる。逞たくましい身体によりかかる形で、肩が触れあった。

「形見の笛一本だけで、がんばってきたのか」

　耳のすぐ傍そばで呟つぶやかれた、悲しみとも憐あわれみともつかぬ静かな声に──胸が震ふるえた。

　──なんで、そんなこと言うの……？

　今まで我が慢まんしていたものが、どうしようもなくあふれだしてしまう。隣にある温もりに、我を忘れてすがってしまいそうになる。

「……っぅ」

　それでも最後の一線とばかりに、零こぼれそうな嗚お咽えつを嚙かみ殺した珪華に、天狼は抱だいた肩を緩ゆるく叩いた。ぽんぽん、と柔らかに与あたえられるそれは『泣けばいい』と言っているようで──。

「──ふ、っく……」
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　一度口を突いた哀あい咽えつは、もう止めることができなかった。

　玄陽がもの言わぬ姿で帰ってきたあの時以来、一度もあげることのなかった泣き声は、珪華が疲つかれて眠ねむってしまうまで止やむことはなかった。
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　このまま涸かれてしまうのではないかと思うほど泣いていた少女の声が、徐じよ々じよに小さくなっていき、やがて規則正しい気息に変わる。

「──珪華？」

　眠ったのかと、首を捻って肩に預けられた顔を見やれば、案の定、珪華は泣きはらした瞼まぶたを閉じ、健すこやかな寝ね息いきをたてていた。

　泣き疲れたんだろう、と天狼はずれかけていた上衣をかけ直してやる。改めてその細い肩に負っていたものを思うと、胸が軋きしんだ。

　育て親の遺ゆい言ごんだから──ただそれだけの理由で、一人で皇こう宮ぐうに忍しのびこんでしまうむこうみずさ、貴族だとわかっていながら喰くってかかってくる勢いのよさに、さらには利用しようとするしたたかさ。

　そんな威い勢せいのよさの裏側で、彼女はこんな弱さを抱かかえていたのだ。おそらく、この性格ゆえに今までだれにも頼たよれずにきたのではないだろうか。

「……後宮にいれたのは、失敗だったか」

　珪華は、宮城にはいりこむ手段がほしかった。自分は自分で、皇こう帝ていの身近で動きを探さぐれる手て駒ごまがほしかった。今回の計画は、互たがいの利が一いつ致ちした結果ではあったが……正直、ここまですれてないというのは予想外だった。

　十六という年、しかも辺境から上都まで少女の身で旅をしてきたのなら、相当の苦労があったはずだ。事実、それなりの食えなさも身につけている。

　にもかかわらず、珪華は良い意味で無む邪じや気き、悪い意味で世間知らずだった。

　皇帝相手に自分がどんな危ない橋を渡わたっているのか、まったくわかっていない。おまけに己おのれの傷はひた隠しにして、自分にはできると自ら踏ふみこんでいくのだ。

　──あの男、どこまで本気だ？

　あの様子では、眠っているふりをしている虎とらが、その目で動きを追っているなど、当の本人は気づきもしていない。相手を探ることしか考えてないがゆえに、自分がどう映っているかはまったく無自覚なのだ。

　本当に危なっかしいことこの上ない、と知らず嘆たん息そくが落ちる。

　さきほども、突とつ如じよ、前を走っていたはずの姿が消えた時には、胆きもが冷えた。

「あいつも、さぞや手を焼いたんだろう」

　あどけない子どものような顔で眠る珪華に口元を緩め、天狼は彼女の頭へと手を伸のばした。そのまま髻もとどりの解ほどけた髪へ滑すべらせようとして、

「──ッ」

　ぎくりと動きを止めた。

「……ん」

　揺ゆれた肩に身み動じろいだ珪華に、反射的に息をつめる。だが、眠る少女はおさまりのいい場所を探すように頭を動かすと、なにごともなかったように再び寝息をたてはじめた。

　起きなかった珪華に安あん堵どしつつ、天狼はこわばった掌てのひらへと視線を落とした。

　火明かりが映った己の手が、一いつ瞬しゆん、血に染まって見えた。

　それは──見み間ま違ちがいでもなんでもない。まぎれもない事実だ。

　やらなければやられる戦場で、くる日もくる日も戟げきを振ふるい、刀を抜ぬいてきたこの手は、一体どれほどの血に塗まみれていることだろう。なにより──。

『この国を……あの子を、頼たのみます』

　脳のう裏りに甦よみがえった声に、天狼は珪華から遠ざけるように、自らの掌をぐっと握にぎりこんだ。

　この、弱さを知りながらも強くあろうとする存在を、護まもらねばならないと……否いな、護りたいと思う。

　巻きこんでしまった責任や、頭について離はなれないある疑念を脇わきに置いても、彼女を知れば知るほど、目が離せなくなる。天に輝かがやく太陽を無視することができないように、自然とひきつけられるのだ。

「だが、俺にはその資格はない」

　薄うすく自じ嘲ちようして、天狼は珪華を見つめた。

『先のだろうと今のだろうと、わたしたちには皇帝がだれかなんて、関係ない。みんな一いつ緒しよ……天てん帝ていに選ばれた尊い血筋だなんて言って、わたしたちを苦しめてるだけじゃない！　人をなぶり殺しにするようなろくでもないやつを、なんでそのままにしとくの？　なんで……なんで、なんの罪もない老師が殺されなくちゃならなかったの!?』

　今でも出会った晩の悲痛な叫さけびは、耳の奥にこびりついている。

　自分は彼女にとって、奪うばう側の人間でしかない。

「──おまえは、俺を許さないだろう」

　わかっていて黙だまっているのは……できないのだ。

　異相を「それだけのこと」と言い、自分とは色の違ちがう双そう眸ぼうを嫌けん悪おもせずまっすぐ見つめてくる瞳ひとみを失いたくない。

　そう、気づいてしまった。

　ふっと息をついて、天狼は珪華から視線をはずすと、暗くら闇やみを見つめた。

　──この想おもいを、育ててはならない。

　自分には許されない罪がある。

『痛みを知るあなたなら、民たみのための政まつりごとが……人々が笑って暮らせる世を、風を、護ることができるでしょう』

　代わりに、彼が最さい期ごまでそう望んでいた世を、自分の持てるすべての力で築いてみせる。

　人々が、この少女が、もう泣くことがないように、笑って日々が送れる国を──。

　寒いのか、かすかに身を震わせて一層身をよせてきた小さな身体からだを、天狼は着せかけた袍ほう越ごしに緩く抱だき締しめた。
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　──……あったかい。

　ひさしく感じることのなかった、身を包む熱の伝わる温ぬくもりに、珪華は微睡まどろみの中、身をすりよせた。

「目が覚めたか？」

　だが、次の瞬しゆん間かん、身体に直接響ひびいたその声に、一気に眠ねむ気けが吹ふっ飛ぶ。ぱっと目を開くと、慌あわてて暗いあたりを見回した。

「ここは……」

「覚えてないのか？　昨日、禁域を囲む杜もりにはいりこんで、崩くずれた地面からここへ落ちたんだろうが」

　一瞬、どこにいるのかわからず戸と惑まどえば、隣となりから呆あきれた調子の説明が返る。え、とそちらを見やろうとして、珪華は天狼に体重を預ける形でよりかかっている自分に気がついた。

　──そういえば……わたし、大泣きして、そのまま……！

　晒さらした醜しゆう態たいと鼓こ動どうを感じるほどの近さに、今さらながらに狼ろう狽ばいし、ばっと身を離す。勢いのまま立ちあがろうとして──全身を襲おそった痛みに呻うめくことになった。

「……なにをしてる」

　心配半分、呆れ半分といった天狼を涙なみだ目めで見やる。

　寝ねる前よりはましになったとはいえ、久々に不自由な体勢で眠ってしまった全身のこわばりもあいまって、節々が鈍にぶく痛んだ。

「ごめん、なさい──わたし、もたれたまま寝ちゃったのね」

　それにしてもここは、と諸もろ々もろの恥はずかしさを誤ご魔ま化かすように、珪華はあたりを見回した。

「地下洞どう窟くつ？」

「というより、地下道だな。いざという時の脱だつ出しゆつ経路だろう。禁域の真下にこんなものが走っていたとはな……」

　脱出経路、と言うからには、なにかあった時には皇帝たち皇族が逃にげるための秘密の地下道なのだろう。

　自分たちさえ助かればほかの人間はどうなろうと構わないのか、と眉まゆを顰ひそめそうになった珪華だが、再び天狼の口からでた『禁域』の文字にひっかかりを覚えた。

　禁域？　と首を傾かしげかけ、気づく。

「そうだ──わたし、逃げることばっかり考えてて、禁域のこと忘れてた……」

　祠し辰しん殿でんは宮城の本殿から見て北側に位置している。かつて、御み使つかいが降りたったとされる場所に社殿が建ち、あたり一帯を神域、すなわち禁域としてみだりに立ちいることを禁じているのだ。

「この杜に人が踏みいることはほぼないからな。気づかぬうちに崩れかけていたところを、踏み抜いたんだろう」

　天狼は逃げる云うん々ぬんのことには一いつ切さい触ふれず、腰こしをあげると短くなった蠟ろう燭そくから炬きよ火かへと火を灯ともした。洞窟内を照らすように掲かかげ持つ。

「ここをのぼるのが一番手っ取り早いが……」

　その声が「無理だろう」と告げている。

　珪華もまたそれ以上は亭子あずまやでのことは言わず、彼につられて上を仰あおいだ。

「いざとなったらのぼるしかないけど、さすがに今は自信ない」

　天てん井じようから垂れさがる縄なわを手がかりに、泥どろに塗れた岩いわ肌はだをよじのぼるしかないが、普ふ段だんでも手を借りてやっと、というところだろう。

　わかってる、というように顎あごをひきながら、天狼はぐるりとまわりを照らした。

　そうして見ると、今いる場所自体はさほど広い空間ではない。高さは天狼が立ってなお余よ裕ゆうがあるほどの横穴だ。掘ほられた時にはそれが左右に続いていたのだろう。

　だが今は、片側の道は半ば以上瓦が礫れきに塞ふさがれた状態だった。代わりに上に穴が空いていることを思えば、自分が踏ふみ抜いた時に崩れたらしい。

　よくぞ一緒に埋うもれなかったものだと、改めてぞっとする。

　もう片側は、どうやら奥へ続いているようだった。炎ほのおが空気の流れに揺らいでいる。

「様子を見てくる。おまえは、」

「一緒にいく」

　ここで待っていろ、と言いかけたのだろう天狼を、珪華はすかさず遮さえぎった。

「先がわからない分、その身体では足手まといだ」

「どこまでいくかわからないってことは、出口がずっと先かもってことでしょ。戻もどってくる方が手間じゃない」

　小さく身を震ふるわせ、痛みをこらえて立ちあがる。

　待つのは嫌いやだ。また、なくしたものを、思いだしてしまう。

　帰ってこないのではないかと、ろくでもないことを考えるくらいなら、無理をした方がましだ。

「──わかった」

　あれほどの醜態を演じたあとだからか、天狼もそれ以上は止めることもなく、手早く荷をまとめると背に担かついだ。

「いくぞ」とかけられた声に、軋きしむ身体に眉を顰めつつ、急いであとに続く。

　炬火を前方へと掲げ、先をいく天狼を追いながら、珪華は周囲を見回した。

　落らく盤ばんを防ぐためなのだろうか。壁へき面めんと天井を支えるように一定間かん隔かくで木が組まれている。とはいえ、それも地下特有の湿しつ気けで半ば朽くちかけていた。

　歩くのに不自由ない広さはあるとはいえ、どこまで続くかわからない暗闇と、四方を岩で囲まれた空間に息苦しさを覚え、気をまぎらわすように天狼の背に言葉を投げる。

「これって、いつごろ作られたんだろ」

「築城と同時か、間もないころだろう。それなりの年月がたっているはずだ。いつ岩盤が崩れてもおかしくはないが──」

　意味深に口を閉じた天狼に、ぞくりと背中に震えが走る。

　自分が落ちたように、いつどこが崩れてもおかしくないのだ。極力考えないようにしていたことを強く意識してしまい、一層の圧あつ迫ぱく感かんを覚える。

　早くここを抜ぬけだしたい、と息いき詰づまる感覚に胸を押さえながら、珪華は前をいく背に目を戻した。

　──……広い、背中。

　狭せまい空間だけに、余計そう感じる。自分より頭一つ分大きい身体は、一見しなやかに見えるのに、自分ごときの力では揺ゆらぎもしない。

　昨日、押し倒たおされた時にはそのことが恐おそろしく、腹立たしかったのに、今は頼たのもしく思える。いつもの皮肉げな態度がない分、なおさらだ。

　──それに……助けにきてくれた。

　放っておかれても不思議はなかったのに、捜さがしにきてくれた。普段、口を開けば腹がたつことしか言わないのに、昨日の醜態を笑うこともしない。それどころか、言わなくてもいいはずの過去の傷をさらけだしてまで、こちらの心により添そおうとしてくれた。

　今も足どりがゆっくりなのは、なにも慎しん重ちようを期しているせいばかりではないはずだ。疲つかれるだろうに、自分が寝ている間中よりかからせてくれていた身体の温もりは、やけに心ここ地ちよかった。

　息苦しさから逃のがれるようにそんなことを考えていた珪華は、無意識に前の背中へ伸のびていた手に気づき、慌ててひっこめる。

「……にやってるの…っ」

　とっさに口走りながら勢いよく頭を振ふった時、ふと耳が違い和わ感かんを捉とらえた。

「──どうした？」

　唐とう突とつに声をあげたかと思うと立ち止まった彼女に、天狼が振りむく。

　だが、珪華は答えず、瞼まぶたを落として耳をすますと「やっぱり……」と呟つぶやいた。

「音が、変わった」

　音？　と首を傾げる天狼に、開いた目を彼越しに前方に投げる。

「さっきと音の反はん響きようの仕方が違ちがう。たぶん、もうすぐ違う場所にでると思う」

「たしかか？」

　どちらからともなく足を速めた二人は、珪華の言うとおり、まもなく広い場所へとでた。だけでなく、沓くつ裏の感覚までもが変わる。

「……石室？」

　思わずあげた声の響ひびき具合からすると、高さは今までの倍くらいはあるだろうか。これまでの穴を穿うがっただけの剝むきだしの岩肌とは違う、天井から床ゆかまで艶つやのある白っぽい石で覆おおわれた空間がそこにはあった。

　火明かりに染まり、鈍い朱しゆ色いろを返す壁面を仰いだ珪華は、視界の端はしにひっかかったものに視線を止めた。

「……あれ──？」

「どうした」

　視線を送ってきた天狼に、火明かりがうっすらと届く前方の壁面を指さした。

「なんか、あそこ、色が違って見えない？」

　長年の間ににじんだ染しみだろうか、壁面に影かげのようなものが見える。

「色が？──おい、」

　なぜだかひどく気になって、そちらへと足をむけた珪華を、天狼がひき止めようとした。

　だが、いっこうに止まる様子もなく暗がりへと歩いていくのに、諦あきらめたように灯りが追ってくる。

「……染みじゃない」

「これは……色粉で、なにか描えがいてあるのか」

　近づくにつれ、影は火明かりに色めいていき、なにかの形を浮うかびあがらせていく。自然、二人のまなざしは壁面に釘くぎ付づけになり、歩が急ぐものになる。

　やがて、そのすべてが炬火の灯ともしびに浮かびあがった時、珪華は息を忘れた。

「これって……」

　目に映る壁面いっぱいに、極ごく彩さい色しきに彩いろどられた、長い尾おを持つ美しい二羽わの鳥の姿が描えがかれていた。

　一羽は天へ舞まいあがるように大きく翼つばさを広げ、もう一羽はなにかの木の枝に宿っている。ところどころ色が剝はげ落ちてはいるものの、金は言うに及およばず鮮あざやかな紅あかに青、黄、黒、白を駆く使しして羽根一枚一枚、模様にいたるまで精せい緻ちをつくして描かれた様は、今まさに目の前に舞い降りてきたかのような錯さつ覚かくを覚えるほどだ。

「……御み使つかい、降臨の図か」

　感かん嘆たんとともに吐はきだされた呟きに、珪華は瞳ひとみをしばたかせると、ぎこちなく隣となりへ首を巡めぐらせた。

「──御使い、降臨の図？　御使いって、あの……？」

「この鳥がなにかわかるか？」

「なにって……鳳ほう凰おう、でしょ？」

　鳳凰は耀よう国こくの皇位の象しよう徴ちようだ。ゆえに、天子に関係ある場所には、そこここにこの瑞ずい鳥ちようが描かれ、彫ちよう刻こくされている。

　そこまで考えて、あっと思いいたる。

「だから、皇こう帝ていを表す意い匠しようが鳳凰なの？　御使いが鳳凰だったから？」

「ああ。一いつ般ぱんには御使いが遣つかわされた、としか伝わっていないが、天帝より遣わされたのは瑞鳥・鳳凰だったとされている」

　天狼は指し示すように炬きよ火かを動かした。

「一羽、木に止まってるだろう。あれは梧あお桐ぎりと、言って…………梧、桐？」

　自ら口にしながら、怪け訝げんそうに繰くり返した天狼を、どうしたのかと見つめる。けれど、彼はじっと梧桐と思おぼしき木の絵に視線を据すえたまま、難しい表情で考えこんでいる。

「？　天狼、どうかした？」

「──そうか、だから『梧桐の印』……」

「だから、その梧桐がどうしたの？」

　ついで、得心顔になった天狼に首を捻ひねれば、彼は我に返ったように、ああ、と息をついた。

「この梧桐の木に、鳳凰は舞い降りたとされてる。そして──宝ほう珠じゆを失ったこの地を救える、唯ゆい一いつの存在、『救い手』の手がかりでもある」

「……宝珠を失った、地？」

　突とつ然ぜんの言葉に、珪華は驚おどろいて傍かたわらを仰あおいだ。

「なに、言って……宝珠は皇帝がなくしたんだって」

「単に『なくした』んじゃない。『消えた』んだ。この国の、どこからもな」

　その証しよう拠こが風だ、とこちらを静かなまなざしで見下ろした天狼が、これまでのことを語りはじめる。自分の知らないところで暴あばかれていた宝珠の秘密に、珪華は茫ぼう然ぜんと耳を傾かたむけるしかなかった。

「……え、でも、あなたの言うとおり宝珠がもうないんだとして……過去に『失われた』はずの宝珠、というか、天の加護はどうやって戻もどってきたわけ？　さっき言ってた救い手っていうのが関係してるってこと？」

「当時の書巻に、天が救い手を降くだされ、新たな皇帝が定められた、と書かれていた。その存在が梧桐の印をその身に持っていた、ともな」

「──え？」

　──身体からだに、梧桐の印……？

　壁へき画がに描かれた木へ視線をむけた天狼に、珪華は軽く目を瞠みはった。我知らず胸むな元もとを隠かくすように握にぎり締しめる。

　養い親に、けして人に見せてはいけないと言われた痣あざは……なにかの葉っぱのような形をしていなかっただろうか。それは、この絵に描かれたものと、よく似てはいまいか……？

「……まさか、ね」

　擦かすれた呟きを零こぼし、緩ゆるく首を振って、つい伏ふせていた顔をあげる。拍ひよう子しに、いつのまにか、じっとこちらを見下ろしていた天狼と目があい、珪華は大きく肩かたを揺ゆらした。

　胸のうちを見み透すかすような、物言いたげなまなざしに、無意識に喉のどが鳴る。

「……なに？」

　だが、天狼は「いや」と息をつくと、壁画へと目を戻した。下から上へゆっくりと視線を巡らせていた彼は、ある一点でつと動きを止めた。

「これは」という声につられて見上げれば、今まで暗さで気づかなかったが、絵に添えられるようにして文字が書きつけてあるのが目に映る。

「あれは──詩うた？」

「『天より燦さん爛らんたる五ご色しきの光射さし、太祖の御み許もとへ御使い舞い降りん。鳳凰鳴き鳴きて風彩あやなし、以もつて百獣地に伏し百草実る。天の高たか御み座くらより賜たまわりし玉ぎよく五ご彩さいを纏まとい、一いつ時ときと同じうなき様正に天あまつ光の如ごとく』……」

　珪華の呟きに被かぶさるように、天狼が降臨の場面を詠うたったらしい壁へき文ぶんを読みあげる。

　彼の指先が、なぞるように擦れた文字へと伸ばされた。

「──ずっと、創国神話など、ただの伝説だと思っていた。だが、この詩が真実なら、皇帝にとって代わったところで、なにも変わりはしない。……この国は、風を失ったままだ」

「天狼……」

「風をとり戻すには──この国の民たみを笑え顔がおにするためには、再び宝珠を得なければ意味がない」

　触ふれるか触れないかのところで指を止めた天狼は、掌てのひらを握り締めた。

「あの男も、おそらく宝珠が失われた真実に気づいてる。あっちが動くより早く──」

「……気づいてても、あの人はどうにかしようだなんて、きっとこれっぽっちも思ってない。動いたとしても、それはやっかいごとを避さけるためだけよ」

　独り言のような彼の言葉に、気づけば珪華は口を挟はさんでいた。胸のうちに、数日前の佑とのやりとりがまざまざと甦よみがえり、襟えり元もとを摑つかむ手に力がこもる。

「だって、言ったもの。なぜ、天の恵めぐみが必要なんだって……人の地は人の力で治めるべきだって、はっきり」

　また怒おこらせるかもしれない。そう思いながらもまっすぐ天狼を見上げる。

　彼は驚いたようにこちらを見たものの、

「人の地は人の力で……、あの男らしい」

　すぐに壁画に目を戻すと、眼前の壁へ握った拳こぶしを打ちつけた。

「……だが、どっちが正しいのかなぞ、知ったことか。あっちにその気がないなら、俺がもらうまでだ。──宝珠を、必ずこの国にとり戻す」

　唸うなるように言い放ち、天狼は拳へと額を押しあてた。

　まとう気き迫はくと、祈いのるように瞳を閉じた姿に、おいそれと声はかけられなくて、珪華はただ黙だまって見守ることしかできないでいた。




　その後、地上にでる道を探した結果、二人は石室から遠くない場所に階段を見つけ、祠し辰しん殿でんの本殿へとたどりついた。夜明け前だったこともあり、だれに見つかることなく地下から抜ぬけだせたのはいいが、問題はそのあとだった。

「どうしよう……絶対騒さわぎになってる」

　花官が門限までに戻らなかったばかりか、一晩行方ゆくえ不明となれば、問題にならないわけがない。各所に報しらせがいっていることはもちろん、下手へたをすると罪人扱あつかいだ。

　戻ったら戻ったで、どこでなにをしていたのか当然問われる。だが、あの地下道が天狼さえ知らない極ごく秘ひのものだったことを思うと、存在を知っただけで消される可能性があった。壁画のことがあればなおさらだ。

「賊ぞくに襲おそわれて逃にげてるうちに暗くなって、杜もりの中で迷ってたとか？」

「莫ば迦かか。だから、このままこいと言っている。笛のことなら、こっちでなんとかする」

「けど……」

　天狼に従った方がいいことはわかっている。にもかかわらず迷うのは、胸の痣のことがあるからだ。

　──天狼の言ってたこととは、関係ないと思うけど……。

　今までほとんど気にしたことがなかったが、老師はなぜだれにも見せるなと言ったのだろうか。もしかしたら、それを知る術すべがここにはあるかもしれないのだ。笛と痣が関係ありそうな以上、あながち間ま違ちがっているとも言えない。

　──笛についてもっと調べたら、なにかわかるかもしれない。

「遺ゆい言ごんのために、自分の身を危険にさらす気か」

「そんなの、今さらだわ」

　焦じれたようにこちらの腕うでを摑みかけた天狼の手が、一いつ瞬しゆん止まる。

　その隙すきに身を離はなしながらも、珪華は彼の動きに違い和わ感かんを覚えた。

「天、」

　どうかしたのかと口を開きかけた時、耳に届いた足音にはっとそちらを振ふり返る。人が近づいてくる気配に、頭上から舌打ちが聞こえた。

「……昨日のことを詫わびるつもりはない。おまえが危ないのも、後宮を離れさせたいのも、本当のことだ」

　低く言い置くと、天狼はすっと暗くら闇やみに姿を溶とけこませた。

　待って、と珪華があげかけた声は、足音とともに射さしこんだ火明かりに遮さえぎられた。

「何者だ!?──と、もしや、葵花官で？」

「え？　あ、はい……」

　誰すい何かに続いて突然名を呼ばれ、反射的に返事をすれば、近この衛えの武官らしき男は「よかった！」と声をあげた。

「宮城から外にでた形けい跡せきもなくいなくなられたので、なにかあったのではと西さい苑えんは大おお騒さわぎですよ。それに、その格好……」

　全身泥どろに塗まみれ、髻もとどりの解ほどけた格好は、なにかあったと雄ゆう弁べんに物語っている。

「いえ、これは、あの……そう！　亭子あずまやでうっかり寝ね入いってしまって、気づいたらあたりが真っ暗だったんです。それで、間違えて杜にはいってしまって……」

　足元が見えずに転び、怪け我がをして動けなかったのだと、苦しい言い訳をする。

　それでも、「申しわけありません」と頭をさげると、格好が格好だけに噓うそだとは思わなかったのか、武官は呆あきれた様子ながらも一応の納なつ得とくを見せた。

「とりあえず、戻りましょう──歩けますか？」

「だいぶ痛みもひいてきたので、大だい丈じよう夫ぶです」

　それなら、と武官が踵きびすを返したのに続きながら、珪華は天狼の消えた方に目をやり、安あん堵どとも憂うれいともつかぬ溜ため息いきを落とした。
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　その日の晩、珪華は内ない侍じ省しよう内ない侍じ──後宮をまとめる長官の呼びだしを受け、柱ちゆう廊ろうを重い足どりで渡わたっていた。

「……やっぱり、昨晩のことかな」

　淑しゆく妃ひの場合もそうだが、佑以外の呼びだしは昼間がほとんどだ。夜はいつ皇こう帝ていが渡ってくるかも知れない上、基本的に室をでることを禁じられている。

　それでもあえて、ということは、理由があるとみた方がいいだろう。

「ほかの内侍官や花官の上の方の人たちにも、こってり搾しぼられたんだけど……」

　下手な言い訳が通用したのは、やはりあの格好とひどい打身のためだろう。疑われることがなかったのはいいが、花官としての自覚と役割をとうとうと説教される羽目になった。

「沙さ汰たはおってくだす。本来なら厳しい懲ちよう罰ばつは免まぬかれないところだという点を、よくよく心するように」

　そう注意した内侍官のまなざしは、陛下に気にいられているからといって調子にのるな、と告げていた。

　天狼を振りきって宮城に残ったものの、当分の間は衆芳門をくぐることは無理だろう。

　はあ、と隠かくしきれない憂ゆう鬱うつを零しながら、珪華は内侍省へと赴おもむいた。

「葵珪華、お召めしにより参上いたしました」

　来訪を告げ、案内された室に足を踏ふみいれた瞬しゆん間かん、顔がこわばったのが自分でもわかった。慌あわてて拝はい伏ふくし、表情を隠す。

　──しまった、油断してた…っ

　内侍省からの呼びだしだったから、沙汰についてだと思いこんでいた。

　──まさか、皇帝がいるなんて……。

　室の中央、本来その室の主あるじがあるべき榻ながいすに、皇帝である佑の姿があった。

　たしかに後宮は皇帝のための場所だ。どこに彼がいてもおかしくない。

　だが、普ふ段だんは私室の方へむかわされるため、ここに彼がいるとは思っていなかったのだ。

「昨晩は、なにやら難なん儀ぎな目にあったと聞いたが？」

　冷たい笑えみを浮うかべた口元は、おもしろがっているのか、なにか含ふくみを持っているのか、判断がつかない。

「……無用な騒ぎでお耳を汚よごしてしまい、申しわけございませんでした」

「怪我をしたらしいな」

「お心こころ遣づかいいただき、ありがとうございます。単なる打身ですので、演奏には影えい響きようはございません」

「それは重ちよう畳じよう──ならば、せっかくここまで足を運んだことだ。一曲聴きかせてもらおうか」

「かしこまりました」と笛の準備をしながら、珪華は気づかれぬよう、手の中で杯さかずきを弄もてあそぶ佑を盗ぬすみ見た。

　今日は相手が内侍だったため、眠ねむり薬の類たぐいはしこんできていなかった。

　──大丈夫、よね？

　昨晩の騒ぎについて、たしかめにきただけのようだ。榻の傍かたわらには、内侍も控ひかえている。危険などないはずだ。

　そう考えて笛を構えた珪華だったが、自らの甘さをこのあとすぐ痛感することになる。

　たしかめるなら、いつものように私室に呼びだせばすむものを、わざわざ彼がここに足を運んだ意味を、深く考えていなかった。どこかの妃ひ嬪ひんのもとへ赴おもむくついでだろう、くらいにしか思っていなかったのだ。

　珪華が一曲演奏を終えて顔をあげた時、すでに室には佑の姿しかなかった。

「え？　内侍は……」

「はずさせた」

　つい零こぼれた疑問に、ほかならぬ佑が答える。

　──どういうこと？

　笛を握にぎる手に、じわりと汗あせがにじむ。ひしひしと嫌いやな予感を覚えながら、珪華は面おもてばかりは平静を装った。

「さよう、でしたか……でしたら、演奏は」

「笛はいい」

　続きはどうするか、と聞きかけたのを遮った佑が、鷹おう揚ような手つきで座面を叩たたいた。酌しやくをしろと言うのだ。

　脳のう裏りに『おまえは皇帝を舐なめすぎてる』という天狼の科白せりふがよぎった。自然表情がこわばるが、この場において自分に拒きよ否ひ権などない。

　早くしろ、と目顔で促うながされ、珪華は気づかれないよう息を吞のみこむと榻へとむかった。

「──失礼、いたします」

　佑の視線を感じながら、面を伏せて腰こしかけようとした時、ふと香こうの匂においが鼻をかすめる。

　──あれ……？

　かすかな違和感を嗅かぎとった珪華の耳に、ほお、とおもしろがるような声が届いた。

「これがわかるか」

「これ？」

　反応して顔をあげてしまってから、まずい、と頭の中で警けい鐘しようが鳴り響ひびく。

　いつぞや見た冷たい色をした双そう眸ぼうが、まっすぐ自分を捉とらえている。その手にはいつのまにか酒しゆ杯はいではなく、卓たくに置かれていた香こう炉ろがのっていた。

「この香には、眠りを誘さそう薬がしこんである」

「……っ」

　突つきつけられた言葉に、珪華は軽く目を瞠みはった。

　全身から一気に血の気がひき、心臓が早はや鐘がねのように打ちつける。震ふるえそうになる手をかろうじて押さえつけ、うまく回らない頭を懸けん命めいに動かした。

　──香に眠り薬って、なんで……この人、気づいてるの？

　いや、それより、今表情にだしたのはまずかったのではないだろうか？　自分がなにかやりましたと言っているようなものだ。

　──だけど、普ふ通つうは、いきなりそんなこと言われたら驚おどろく……よね？

　佑がなにを意図して香に薬をしこみ、それを自分に告げたのかわからないが──いや、むしろ悪い想像しか働かないが、ここはなにも知らずに怯おびえたふりをしてみせるべきだろう。

「……なぜ、そのようなものを……もしや、お眠りに、なれないので」

「むろん、おまえのためだ」

　絞しぼりだした声に即そく、否定が返る。ゆっくりと持ちあげられた口角に、ぞくりとしたものが背筋を伝う。

　珪華は内心（これって、ほんとにまずいんじゃ……）と焦しよう燥そうに駆かられながら、ぎこちなく小首を傾かしげた。

「わたしの、ですか……？」

「これはなかなか効く薬でな。こうしてすこし嗅ぐだけで、夢ゆめ見み心ごこ地ちになれる」

　どうだ？　と近づけられ、反射的に身をひく。

　だが、「しかし」と続いた言葉に、珪華は表情を凍こおりつかせた。

「これだけ嗅いでいて眠くならないということは、それなりに耐たい性せいがあるということだ」

「！」

　指し摘てきされたそれに、臍ほぞを噬かむ。

　誤ご魔ま化かそうとして、逆にまんまと目の前の男の策にはまってしまったのだ。

　もっと言えば、佑自身がまったく平気だということは、今まで自分のしかけた薬に彼は眠ったふりをしていただけ、ということになる。すなわち──はじめから気づかれていたのだ。

　──天狼が言ってたのは、これだったんだ！

　そう悟さとるやいなや、珪華は立ちあがろうとした。

　けれど、一いつ瞬しゆん早く、強い力に手首を捕らえられる。

「きゃっ」

　振ふり払はらう間もなく視界が回り、気がついた時には榻に押さえこまれていた。

「ただの楽師が私に眠り薬を使うはずがない。かといって、毒を使うでもない」

　真上から、冷え冷えとした声こわ音ねが落ちてくる。刃やいばのような鋭するどい視線に、珪華は身み動じろぎ一つできなかった。

　はじめてあった晩の天狼のように、刀を突きつけているわけではない。けれど、逆らえば命はない、とはっきり感じた。

　息も忘れて見上げるしかできない珪華に、佑がくっと唇くちびるを歪ゆがめた。

「なにが目的かと様子を見ていれば──弟の手先か」

　しかし、ついで発された単語が、恐きよう怖ふ一色に染まりかけていた意識にひっかかった。

「──おとう、と……？」

　なんのことかと、ぎゅっと眉まゆをよせる。それを、まだ知らぬふりをとおそうとしているととったのか、こちらを押さえつける手に力がこもった。

「まだしらをきるか？　我が同胞はらから、祥しようの手の者ではないと」

「……祥？」

　名をだされて、ますます混乱する。

　──皇こう帝ていの弟？　祥？……一体、なに言ってるの？

　同胞というからには、皇こう后ごうの生んだ兄弟ということになる。だが、知りあいに直系皇族をさす利り姓せいなどいない。

　困こん惑わくを隠かくさない珪華に、ここへきて佑の表情に怪け訝げんさが浮かんだ。

「花官を追って祥が禁域を囲む杜もりへはいっていったという報告があった。あれはおまえのことだろう。──あの笛の音が、私の聞き間ま違ちがいだというのでなければな」

　あんな挑ちよう発はつで動くとは、あれもずいぶんとおまえには興味があるらしい。

「え……？」

　確かく認にんのような形をとりながらも確信に満ちた言葉に、珪華は瞬まばたきを繰くり返した。

　花官を追って、禁域を囲む杜へはいった？　笛の音？

　混乱していた思考に、じわじわとその意味が染しみてくる。

　祠し辰しん殿でん近くで笛を吹ふいていたのは、たしかに自分だ。杜にはいったのも、間違いない。

　──それを追ったのが、祥？……え、でも、あれは──。

　脳裏に浮うかんだ青年の顔に、珪華はゆっくりと双眸を見開いた。

「噓うそ」と呟つぶやいたつもりの声は、擦かすれて音にならない。

　──まさか、あの人が……天狼が、皇帝の弟？　先せん帝ていの、皇子──？

　思いいたったそれに、愕がく然ぜんとする。信じられない、という気持ちと、言われてみれば、という思いが頭の中で交こう錯さくした。

　天狼は名は名乗ったが、一度として家名を口にしたことがない。あれだけの邸やしきに住んでいて、二十歳そこそこという年ねん齢れいで大将軍位を拝命しているのだ。権門の出でないはずがない。

　──だけど、皇子だったら、わたしに協力してくれるはずは……。

　ない、と思いたいのに、思えない。彼は皇帝の座を狙ねらっているのだ。使えるものはなんでも使おうとするだろう。

　自分は、協力していたのではない。利用されていたのだ──。

　すとんと胸に落ちたその事実に、珪華は小さく身を震わせた。あふれだしてくる、暗く激しい感情に唇を戦慄わななかせた時、

「──まあ、いい」

　降ってきた声に、びくっと我に返る。焦しよう点てんがあっていなかった視界が一気に戻もどってきて、すぐ目の前に迫せまった佑の顔が飛びこんできた。

「あれのことを知らないと言うなら、それでもな」

「……っ」

　どうして今まで気づかなかったのだろう。こうして人を小こ馬ば鹿かにしたような、唇を歪めた笑い方は、天狼に──いや、祥によく似ているというのに……。

　泣きたいような気持ちで表情をこわばらせていると、肩かたを摑つかまれていた力がふっと緩ゆるんだ。

　どうやらほとぼりは冷めたらしい、とどこか皮肉な感覚で思っていると、

「どのみちおまえに興味があるのは変わりない」

　男の手がすっと衫さん襦じゆの上を滑すべった。ぞっと肌はだが粟あわ立だつ。

「興、味──？」

「私を恐おそれているくせに、目を逸そらさない。平然と喰くってかかってくる。単に世を知らぬ子どもなのかと思いきや、笛を奏かなでる姿とその音色は、後宮の美び姫きに負けず劣おとらずの艶あでやかさだ」

　これで興味が湧わかないわけがない、と口元の笑えみが深まるのに、珪華は再び脳のう裏りに警鐘が鳴り響ひびくのを感じた。

「おまけに、私が他人の気配がある場所でうっかり寝ね入いるなどな。……おまえの笛は、どうなっている？　薬のほかに、なにかしかけているのかと思ったぞ」

　のしかかってきた身体からだを反射的に押し返そうとして、逆に腕うでを摑まれる。佑はこちらの抵てい抗こうなどものともせず、そのまま両手を頭上でひとまとめにして押さえこんだ。

「なにっ、を……!?」

「なにを？　ここが後宮だとわかっていながら、おかしなことを聞くものだ」

　低く喉のどを鳴らした怜れい悧りな面が、ぐっと間近に迫る。節ばった指先が、まるで慈いつくしむかのように頰ほおをなでた。

「西さい苑えん百花、すべからく皇帝のために咲さく花だ──そうだろう、珪華」

「！」

　さすがに、この先に待ち受けているものがわからないほど、初心うぶではない。

　このままではまずい！　と動かない身体を懸命によじって抜ぬけだそうとするが、もとよりの体格差に加え、のしかかられている状態で逃のがれられるはずがない。

「……お戯たわむれ、を」

　せめても、と震えそうになる声をこらえ、目の前の顔を強く見返した。

「このように青い蕾つぼみに手をださずとも、もっと美しい花が──」

　たくさん咲いている、と言いかけたそれは、クッと喉で笑う音に遮さえぎられた。

「青い蕾か……そう、あれに言われでもしたか？」

「──っ」

「なに、その蕾を己おのれの手で美しく花咲かせるのも、また一興」

　虚きよを衝つかれ、息を吞のんだ珪華に、頰をなでていた手が唇をなぞる。

　いっそ優やさしいとも言うべきその手つきとは裏腹の冷たい感かん触しよくに、背筋を寒さむ気けがはいあがってくる。

「ぃ、や……」

　我知らず震ふるえる唇から漏もれた拒きよ絶ぜつに、いや、と佑は愉たのしげに口元を歪めた。

「花というよりは、美しく囀さえずる小鳥か。ならばその翼つばさを折って、飛べないようにするのも悪くない」

　さすれば、私の手の中で囀るしかあるまい。

　不ふ穏おんな囁ささやきを刻むように、指が再び頰を滑すべり、首筋を巡めぐる。

「……んな、ことで…っ」

　背を戦慄かせながらも、思うとおりになったりはしない、と気力を振り絞しぼって睨にらみつければ、佑が獲え物ものをなぶるように目を細めた。

「あいもかわらず、強ごう情じようなことだ。その強がりで、どこまで愉しませてくれるだろうな、おまえは」

　言うが早いか、佑の顔が近づいてきたかと思うと、指をたどるように喉のど元もとに唇をはわされた。

「──ぁ、くっ」

　悲鳴を嚙かみ殺した珪華に喉で笑うと、空いた手が襟えりにかかる。

「やめっ──」

　感じたそれに逃れるように頭を振ふるが、佑は左手で両手を押さえつけたまま、乱暴な手つきであわせを肩かた口ぐちまで大きくはだけた。

　肌をなでた冷たい空気に、怖おぞ気けと嫌けん悪おが湧きあがる。

「嫌いや！」

「……これ、は」

　無我夢中にもがいていると、佑の声が訝いぶかしみを宿した。間を置かず、ひやりとした指が左の胸むな元もとをなぞる。

「ぁ…っ」

　その感触に身が竦すくみ、ひゅっと喉が鳴った。

　佑が触ふれたそこには──例の痣あざが、あるはずだ。

　──見られた……！

「まさか、この形は……」

　息を吞む気配とともに、触れる指先に力がこもった時、「陛下！」と突とつ然ぜん室の外から鋭するどい呼び声がかかった。

　あり得ない事態と尋じん常じようでない響きに、舌打ちした佑がすばやく身を起こす。

「なにごとだ」

「お休みのところ、大変申しわけございません。火急のご報告が……西苑内に賊ぞくが侵しん入にゆうした模様です」

　薄うすく戸が開き、内ない侍じ官より告げられたそれに、佑は眉まゆをあげた。

「賊だと？」

「陛下におかれましては、急ぎ殿でん舎しやをお移りくださいますよう」

　ここは護まもりに適していない、と急せかす声に、いかにも億おつ劫くうそうな溜ため息いきだ。

　唐とう突とつな出来事についていけず茫ぼう然ぜんとする珪華の顔をちらりと一いち瞥べつして、佑は立ちあがった。そのまま一声もかけることなく立ち去っていく。

　彼といれ替かわるようにはいってきた内侍官たちに「室に戻りなさい」と促うながされ、ようよう珪華は起きあがり、室を辞去した。

　衝しよう撃げきを受けたことが多すぎて、うまく頭が回らない。考えなければいけないことがあるはずなのに、思考が現実を拒こばむように働かないのだ。

　賊がいるかもしれない、ということすら考えが及およばず、乱れた襟元を握にぎりあわせて、ただぼんやりと足を運んでいると、ふいに強い力に物もの陰かげにひきずりこまれた。

「ん──っ」

　口を突つきかけた悲鳴が、唇くちびるを覆おおった大きな手に遮られる。

「静かにしろ」

「！」

　低く吹ふきこまれたその声に、珪華はびくりと肩を揺ゆらがせた。恐おそる恐る視線をうしろにむければ、思ったとおり、火明かりに浮うかぶ天狼の姿があった。

　──なんで!?

　いるはずのない姿に目を剝むき、今さらのように『賊が侵入した』という言葉を思いだす。まさか、とくぐもった声をあげると、察したように天狼が顎あごをひいた。

「皇こう帝ていはおまえの動きを怪あやしんでる節があった。その上、昨晩の騒さわぎだ。近々おまえに働きかけると踏ふんで、動きを張っていた」

　その様子じゃ、案の定だな。

　そう吐はき捨て、天狼は珪華の口を覆っていた手を放すと腕を摑んだ。勢い任せに彼女の身体を反転させると、今度は頰を捕とらえる。

「だから言ったはずだ。これ以上留とどまるのは危険だと」

　無む理り矢や理り上をむかされ、のぞきこんできた双そう眸ぼうが篝かがり火びを映して赤く輝かがやく。その様が、どこまでも冷たい瞳ひとみとは裏腹にまるで怒いかりに燃えているようだ、と他人ひと事ごとのように思う。

　そんな珪華に痺しびれを切らしたように、天狼の手に力がこもった。直後、こちらを睨みつけていた瞳が大きく揺らいだ。

「……この跡あとは」

　跡？　と頭の片かた隅すみで思いながら、彼の視線がわずかにずれていることに気づく。首元を見ているのだと理解した瞬しゆん間かん、押しあてられた唇の感触がまざまざと甦よみがえる。

「っ」

　反射的に首筋を押さえた珪華に、天狼のまとう空気が一層冷ややかさを増した。

「──なにをされた」

　脅おどしつけるように低い声と痛いほどの力に、放心していた心がじわじわと戻もどってくる。

　──……なんで、この人が怒おこってるの？

　痛い目にあったのは自分だ。傷ついたのも、怒っているのも、自分の方だ。

　にもかかわらず、あんなことがあったあとで彼の顔を見てほっとしてしまう自分が、ひどく腹立たしかった。

　──この人は、あの皇帝の弟なのに…っ

　玄陽を自分から奪うばった男と血の繫つながった息むす子こなのだ。恨うらむべき、皇族の一人だったのだ。

　けれど、そのことよりなにより──まんまと利用されていたことが……騙だまされていたという事実が、悲しかった。

　ちっ、と落ちてきた舌打ちとともに、摑つかまれた腕うでを強くひかれる。

「これでわかっただろう。今すぐここを、」

「──ッなして！」

　ふつふつと湧わきあがる憤いきどおりと悲しみに、気がつけば珪華は天狼の手を振り払はらっていた。はだけたままの襟元が乱れるのも構わず、一歩二歩と距きよ離りをとる。

「この期に及んでまだ……」

　剣けん吞のんな光を宿したまなざしが、吸いよせられるように開いた胸元に落ちた。かと思うと次の瞬間、「それ、は──」と大きく見開かれる。

「この痣は、まさか……おまえ、これを見られたのか？」

　しかし、激情に囚とらわれた珪華の耳に、彼の声が届くことはなかった。

「……祥」

「なん、──！」

　きつく睨みつけながら知ったばかりの名を呼んだ珪華に、天狼──祥があげかけた声を吞みこんだのがわかった。

「あなた、祥って言うのね──皇子さま」

「っ、それは、」

「近寄らないでくれる？　天狼だなんてわたしを騙して……結局、いいように利用してただけじゃない！」

　こちらに踏みだしてきた祥に、激しい拒きよ絶ぜつを投げつける。

「──おちついて話を聞け、珪華」

「騙してた人の話なんて、今さら聞けるわけないでしょ!?」

　言い聞かせるような物言いが、ひどく癇かんに障さわった。

　所しよ詮せん、言いくるめて誤ご魔ま化かせる相手だとしか思われていなかったのだと……すこしでも仲間だと思っていたのは、自分だけだったのだと。

「……たのに」

　老師をなくしてから、はじめて温ぬくもりに触れたと思っていたのに、すべて上辺だけのものでしかなかったのだ。

「所詮、雲の上のあなたのことを、信じてたわたしが莫ば迦かだったわ」

　吐き捨てるように言葉を投げ、珪華は唇を嚙んで勢いよく踵きびすを返す。

「珪華！」

　焦あせったように追ってきた声にも、振り返ることはなかった。







　第六章　降臨節　こうりんせつ







　ふっと風が頰ほおをなでた気がして、珪華は笛を口元から離はなし、開いていた窓を見やった。

　だが、そこから見える木々の枝はかさりとも音をたてず、淀よどんだ池の水面みなもは鏡面のように凪ないだままだ。

「気のせい、か……」

　一時に比べると気温がさがってきているとはいえ、乾かわいた冷たい風が吹く時季はまだ遠い。

　すこしの風でもあったら気がまぎれるかと思ったのに、と嘆たん息そくして、珪華は笛をしまった。

　いつも、なにか嫌いやなことがあっても笛を吹いていれば時間を忘れられた。笛の音とともに空を駆かけるように音色へ心を添そわせることで、胸が軽くなった。

　なのに、昨日今日はその笛にすら集中することができない。ちょっとしたことで、現実にたち戻ってしまう。笛の音に溶とけこむことができないのだ。

「こんなんじゃ、笛にも失礼だわ」

　珪華は不ふ甲が斐いない自分に唇を嚙かんだ。

『天狼』の正体を知ってから、二日。

　あれから賊ぞくが捕つかまったという話は聞かない。代わりのように、警けい戒かいを強化するとの通達があり、以前のように花官が衆芳門を越こえること自体ができなくなってしまった。

　通過できるのは、内ない侍じ官の一部と皇帝の抱かかえる彼の手足とも言うべき私兵のみ。西さい苑えんを囲む城じよう壁へきにも、常の倍は兵が警備にあたっている。侵しん入にゆうはおろか、ここからでることもできず、後宮外のことはほとんどと言っていいほどわからなかった。

　珪華は、あれからどうなったのだろう、と思いかけ、

「っ……あんな人、どうなろうと、もう関係ない。そんなことより、自分のことを考えないと」

　無理矢理思考を逸そらしながら、左胸の上を押さえた。

　祥の手を振ふり払い、後宮ここに残った昨日、突とつ然ぜん「室を移れ」と内侍官より通告された時には、さすがに青くなった。

　花官の房ぼうから花の宮きゆう殿でんに室を賜たまわるということは、事実上、単なる宮きゆう妓ぎから下位ではあるが妃ひ嬪ひんの一人として格上げされたことを意味する。

　祥のことがあって、すっかり頭から抜ぬけ落ちていたが、危あやうく皇帝に手て籠ごめにされるところだったのだ。このままここに残るということは、今度こそ逃にげ場がないということでもある。

　加えて、笛以外の荷は「陛下の寵ちようを受ける者としてふさわしくない」ととりあげられていた。眠ねむり薬を衣い裳しように潜ひそませて後宮内に持ちこんだことで、ほかにもなにか持っていることを警戒されたのだろう。

　今さら佑に痺れ薬が効くとは思えなかったが、逃げ場もなく、対たい抗こうする術すべも奪われた珪華は、彼の訪おとずれをじりじりと待つよりほかはない。

　なにより、佑にはこの痣あざをはっきり見られているのだ。

「老師……宝笛って、なに。この痣と、なんの関係があるの……？」

　鳴らない笛が響ひびいた時、この国は救われる、とは玄陽の残した言葉だ。さらに、祠し辰しん殿でんの地下で耳にした、風の失われた国に降くだされたという、『救い手』なる存在──

「──まさか、ね。それだったら、すぐにでも皇こう帝ていがなにか言ってくるはず……」

　脳のう裏りに浮うかんだ考えを、珪華は軽く笑い飛ばそうとして──重く息をついた。

「……どうして、なにも言ってこないんだろ」

　痣のことは脇わきに置いても、室の移動の通告以外、佑からは一いつ切さい音おと沙さ汰たがなかった。

「賊の侵入した後宮への渡わたり自体止やめてる、とか？」

　この人工池の浮うき島しまに建てられた宮殿、芙ふ蓉よう殿でんには人がすくないらしく、室にいるとほとんど人と顔をあわせない。かといって、一昨日おとといの夜以後、各宮殿の警備も強化され、私兵が目を光らせているから、出歩くこともままならない。

　なにも耳にはいってこないという状じよう況きようは、それだけで不安を煽あおった。

「外で、なにか起こってるの？」

　静かすぎて、逆に不気味なのだ。

「もしかして、あの人に──、ってまた……」

　おかげで、あれこれと考えすぎて、考えたくない人のことまで、考えてしまう。ふと胸に影かげがさした時、養い親とは違ちがう温もりを、思いだしてしまう。

　気を抜くと知らず浮かんでくる面おも影かげを、珪華は頭を振って払った。

「老師が亡なくなってから一年、一人でやってきたんじゃない」

　思いだしては、だめだ。

　昂ぶるほど表情の消えていく顔も、在りし日を見つめる寂さみしげな横顔も、ひきよせられた腕の逞たくましさや温かさも、頭の隅すみに追いやってしまわなければ。

　思いだしてしまったら、騙されていた事実が余計に胸に突つき刺ささるだけだ。あれらも計算されたものではないかと疑ってしまう、醜みにくく弱い自分を知るだけだ。

　再び知った温もりを、またなくしてしまったら……今度こそ、立っていられなくなる。老師の言葉だけを支えにしてきた心が、折れてしまう。

　だから、思いだしてはいけない──……いや、違う。

　最初からそんなものは、なかったのだ。

　老師をなくし、村をでたあの日から、ずっと一人でやってきた。彼のことだって、いけ好かない嫌な男だと思っていたではないか。

「そうよ……思ったとおり、やな人だったっていうだけ」

　わたしは、一人で大だい丈じよう夫ぶ。

　自らに言い聞かせるようにして、珪華は強く胸むな元もとを握にぎり締しめた。痛みをこらえるように細く息を吐はきだすと、俯うつむいていた顔をあげた。

「暇ひますぎるから、余計なこと考えるのよ」

　うじうじと考えているのは性しようにあわない。なにもわからないというなら、自分のできることからやっていくだけだ。

　手始めにここを抜けだしてやろうかと、窓の外をのぞきこむ。

「ここには情報がはいってこないだけで、ほかの殿でん舎しやの花官なら、なにか知ってることがあるかもしれないし」

「──今度はなにを企たくらんでいる？」

「！」

　身をのりだすようにしてあたりを見回していた珪華は、ふいに背後から響いた声に、大きく身を揺ゆらがせた。

「──ぅわっ」

　驚おどろいて手を滑すべらせそうになりながら、なんとか窓のむこうに転がり落ちることなく、体勢をたて直す。ばくばくいう胸を押さえながら勢いよく振り返れば、あの夜以来の佑の姿があった。

　見計らったような現れ方に、思わず顔がひきつる。それを拝はい伏ふくすることでなんとか誤ご魔ま化かした。

「……あの、お越しとは知らず、お見苦しいところを」

「私はまた、来訪を知って逃げだそうとしているのかと思ったがな」

「まさか！　そのような……」

　来訪自体気づいていなかったのだ。そんなことはあり得ない、とこれ以上の勘かん繰ぐりを受けないよう力ちからいっぱい否定する。

　──どうして、こんな昼間から。

　音おと沙さ汰たがなさすぎるのも不気味だったし、夜こられるよりは断然いいが、こうして面とむかうと冷ひや汗あせがにじむ。

　おさまるどころかますます速くなる鼓こ動どうを聞きながら、珪華はじっと佑の出方を待った。

「ずいぶんと暇らしい」

　降ってきた言葉に、返答に窮きゆうする。

「それほど暇なら、今度こそ夜よ伽とぎの相手でもしてもらうか」

　さすれば余計なことを企くわだてる余よ裕ゆうもあるまい、と声が笑いを含ふくむのがわかった。

『夜伽』の響きに覚えず肩かたが揺らぐのを悔くやしく思いながら、珪華は急いで考えを巡めぐらせた。

　──どこから、聞いてたの？

　今のはどう聞いても、『暇すぎるから』という科白せりふを受けたものだ。そのあたりからなら問題はない……こともないが、不作法を咎とがめられる程度ですむだろう。

　だが、宝笛や痣のことは、まずい。余計な疑いや勘繰りを抱いだかせかねない。

「……笛しか能のない、不調法者ゆえ……」

　反応を探さぐる意味でも、あたりさわりのない受け答えをすれば、軽く鼻を鳴らす音が返ってきた。

「ならば、その能を役立ててもらおうか」

「役立てる……？」

　面おもてをあげろ、という指示に、珪華は身を起こしながら、笛を吹ふけばいいのかと首を捻ひねる。

「十日後に、祭さい祀しが執とりおこなわれることになっているのは、おまえも知っているだろう」

『祭祀』という単語に、ぴくりと肩が跳はねた。

　色々あってすっかり意識の外だったが、まもなく降臨節──目の前の男の即そく位い式しきだ。

「自分としてはそのような祭祀も儀ぎ式しきもどうでもいいが、やらなければ祠辰殿をはじめ、うるさい連中が多いのでな」

　たしかに、人の地は人の力で治めるべきだと豪ごう語ごする彼なら、降臨節などやくたいもない行事でしかないのだろうが……

「──まさか、その場で演奏を、と言われるわけでは……」

　半信半疑で切りだすと、「それ以外になにがある」と平然と首しゆ肯こうされる。こうなると平静ではいられないのは、珪華の方だった。

「そのような、恐おそれ多い！　わたくしごときの腕うで前まえで、祠辰殿で演奏を捧ささげるなど」

　とっさにあげた反はん駁ばくは、しかし鼻先で笑った佑に一いつ蹴しゆうされた。

「天子たる余がいいと言えば、それでいい。──自身の腕うでに不足があると言うのなら、せいぜいそれまでに磨みがいておくことだ」

「しかし！」

「祠辰殿にはすでに言い渡してある。曲目は、あの晩の曲でいいだろう。……そうだな、出来次し第だいでは、宝笛を試ためす機会をやらんでもない」

「！　それ、は」

「余のために、最高の演奏を披ひ露ろうするんだな」

　そう問答無用で言い置くと、佑はこちらの言い分など耳も貸さず、くるりと背を返した。わざわざそれだけを言いにきたのか、そのまま戸のむこうに消えた姿を、珪華は半ば啞あ然ぜんと見送った。

「……なんなの？」

　拍ひよう子し抜ぬけするほどに、なに一つこちらのことには触ふれてこようとはしなかった。むしろそのことに寒さむ気けを覚える。

　宝笛を吹けるかもしれない好機だというのに、素す直なおにそれを喜べない自分がいた。

「一体、どういうつもり……？」

　再び零こぼれた問いは珪華以外聞く者もなく、虚むなしく空気を震ふるわせただけだった。




　　　　[image: ]




「様子は？」

　珪華の室をあとにした佑は、控ひかえていた兵に無造作に言葉を投げた。

「内ない侍じ官と花官が幾いく人にんか出入りするほかは、近づく者はありません」

　出入りする者や物も含め、不ふ審しんな点は見あたらない、と心得たように報告をよこした男に、薄うすく唇くちびるに笑えみを刻む。

「ここに連れてこられた意味を、あれはわかってはいまい」

　宮きゆう殿でんへの唯ゆい一いつの通路である橋の上から、佑はでてきた建物をゆるりと見返った。

　芙ふ蓉よう殿でんの名のとおり、この宮殿は水に浮うかぶ蓮はすのごとく、周囲を池で囲まれている。景観や赴おもむきといった観点から造られたのだろう宮殿は、しかしその構造ゆえに護まもりに長たけ──閉じこめるに適していた。

「ここにあれがいることを知る者は？」

「内侍省の上の者たちと出入りの者のみです。ほかの妃ひ嬪ひん方は、芙蓉殿に人がはいったことには気づいているようですが、何者かまでは知るにいたっておりません」

　後宮全体が警けい戒かいという名の下もとに、普ふ段だんにない管理下に置かれているため、普段は鵜うの目鷹たかの目でほかの妃嬪たちの動きを見張っている女たちも思うに任せないらしい。

「あと十日、そのままにしておけ。知れると面めん倒どうだ」

　あとは、と佑は興味をなくしたように宮殿から視線を逸そらすと、歩みを再開した。

「──祥は？」

「待機という名目で邸やしきに留め置いてありますが、配下の者たちと頻ひん繁ぱんに連れん絡らくをとりあっているようだとのこと」

「ふん……なにを探っているのやら」

　やはりな、と目を眇すがめる。

　祠官以外には用のないあの書庫にいた時点で、あの弟がなにかを嗅かぎ回っているのはあきらかだった。

「──あの夜か」

　聞かれた可能性を考えないではなかった。事実、眠ねむり薬をしかけてくるあたりなど、ただの花官でない。

　それでも野放しにしてあったのは目的を探る意味もあったが、玄人くろうとにしては手口があまりに杜ず撰さんだったからだ。試しに私兵に張らせてみたが、気づきもしなければ、何者かと接せつ触しよくする様子もなかった。

　その点に関しては、あの一件まで気取らせなかった祥の方が一枚上うわ手てだったということだろう。

「さすがは天狼大将、というところか」

　祥が太たい極きよく珠じゆの秘密に気づいているのは、まず間ま違ちがいない。そこから先は、どこまで探りあてているかはわからないが……。

「ならば、これからは少々、忙いそがしくなってもらおうか」

　宝ほう珠じゆの有う無むに興味はない。彼女のことがなければ、放っておいてもよかった。

　だが、祥は衛え士じたちをはじめとして、民衆からの支持が厚い分、万が一にも本物を手にいれられるとやっかいな相手だ。

　加えて、『珪華』のこともある。育った環かん境きようも考え方も違う弟だが、互たがいに欲ほつするものだけはよく似ている。

「後手に回ったのが間違いだったな、祥よ」

　気づいた時には、手て遅おくれだ。

　あの晩、祥のことを告げた際の珪華の茫ぼう然ぜんとした表情を思いだしながら、佑は低く喉のどを鳴らした。
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　これは一体、なんだろう──。

　降臨節で笛を奏かなでるということは、こんなことまでしなければならないのだろうか？

　花官たちのなすがままに化け粧しようを施ほどこされながら、珪華はひどく困こん惑わくしていた。

　降臨節当日、夜もまだ明けぬうちから叩たたき起こされたかと思うと、浴場に放ほうりこまれ、必死の抵てい抗こう虚むなしく身体からだを磨かれた。

　これだけなら祭祀を前にした禊みそぎかとも思うが──禊ぎも普ふ通つうは水辺でおこなわれるが──着せかけられた衣い裳しようにまた仰ぎよう天てんした。

　地位という地位もない宮きゆう妓ぎなど、麻あさ織おりのものが普通だ。にもかかわらず、見るからに上等の絹で仕立てられた上じよう衣い下か裳もは、紋もん様ようが織りこまれている上にとりどりの縫ぬいとりが施された、目にも鮮あざやかな一品だった。そこに錦にしきの帯を締しめられる。

　一方の頭は高く髻もとどりを結ゆい、幾本も金銀の歩ほ揺ようが挿さしこまれ、首を傾かたむけるたび、しゃらしゃらとすんだ音をたてた。

　──……頭がふらふらする。

　重いのだ。髪かみが高く結いあげられていることで均きん衡こうがとりにくいのに加え、じゃらじゃらと飾かざりのついた歩揺が何本も挿さっていれば当然だろう。

「このような頭では、笛が吹ふけません」と言ってみたが、「これくらいあたりまえです」の一言ですまされた。

　さらに、顔にも白粉おしろいを塗ぬられ、花か鈿でんと呼ばれる顔料で目元を装われる。いつも以上に入念に施される化粧に、息がつまりそうだ。

　挙句、[image: 〓]脂べにを唇に刷はかれた時には、珪華もさすがに慌あわてた。

「ちょっと待ってください！　笛を吹くのに、[image: 〓]脂なんてっ」

「そのようなみっともない格好で天子さまの御ご前ぜんにでるなど、許されないことです」

　けれど、花官たちはそう眉まゆを顰ひそめてにべもない。

　いつもそうですから！　という主張は無視された。

　そうして、しあげにと紗うすぎぬをふわりと頭から被かぶせられる。

　──これが降臨節の礼装なの？

　たしかに、年中行事の中でも最重要と言える祭さい祀しだ。おまけに今年は皇こう帝ていの即そく位い式しきの場でもある。一楽師としては分不相応だとしか思えないが、礼装で臨のぞむのが当然なのだろう。

「……それに、今は、そんなこと気にしてる場合じゃない」

　拭ぬぐえない違い和わ感かんを無む理り矢や理り振ふり払はらい、決意も新たに、呼びにきた内侍官に従って室をでた。

　ほぼ半月ぶりに衆芳門を潜くぐりながら、珪華は手にした笛をぎゅっと握にぎり締めた。

　これからの演奏如何いかんで、宝笛を吹く機会を得られるかもしれないのだ。

　そうでなくとも、祠し辰しん殿でんで天帝に奉ほう納のうする演奏をすることができるのは、楽師としては、恐おそれ多くもこの上ない名めい誉よであり、喜びだった。

　宝笛のことや痣あざのこと、皇帝の胸のうちに、これからのこと……考えだすときりがない。皇帝を祝す気はさらさらないが、笛を授さずけてくれた玄陽に恥はじぬよう、精せい一いつ杯ぱい天に届く演奏をしよう。

　──それに、この機会を逃のがしたら、もう宝笛には近づけないかもしれない。絶対に手にいれてみせる。

　いざとなれば、当初の予定どおり奪うばうしかない。

　そう胸に刻みながら、珪華は閑かん散さんとした城内を祠辰殿へとむかった。

　ところどころに立つ近この衛え以外ほとんど人の姿を見かけないのは、宮城に出入りできる官かん吏りの大半が祠辰殿の堂下に集つどっているからだろう。

　視界の端はしに映る武官の姿に、珪華の胸にちらりと端たん整せいな面おも影かげがよぎった。

「……も、いるのかな」

　呟つぶやきが口の中で溶とける。すがるように、笛を握る手に力がこもった。

　彼の身分からして、参加していないわけがない。わかってはいるが、彼を目にして平静でいられる自信がなかった。

　あの濃こい青の瞳ひとみが素知らぬふりをしていても、自分を見つめていても、きっと動どう揺ようしてしまう。どちらでも、どうして、と思ってしまう。

　はあ、と珪華は重く息をついた。

　いつから、自分はこんなに弱くなってしまったのだろう？

　──……恨うらめたら、よかったのに。

　老師を失う原因を作りだした先せん帝ていの息むす子こだと思えれば、きっと苦しまずにすんだ。

　けれど、とても冷たい目をするくせに、触ふれる手の優やさしさを感じてしまった。淡たん々たんと身の上を語りながら、痛む色を浮うかべた表情を見てしまった。国を想おもう心を聞いてしまった。

　同じ血は流れていても、同じじゃないと、知ってしまった。

「──っ」

　ずきりと痛んだ胸の奥に、珪華は[image: 〓]脂を刷かれたことも忘れ、唇くちびるを嚙かみ締めた。

　その時、「葵花官！」と耳を打った、焦あせりをにじませた低い呼びかけに、思考を断たち切られる。

　慌てて周囲を見回そうとすると、有無を言わさぬ力がぐいっと腕うでをひっぱった。勢いにひきずられて膝ひざを折る。

「心ここにあらずという風ふ情ぜいだな──さすがのおまえも緊きん張ちようするか？」

　途と端たん、かかった佑の声に、ようよう自分がどこにいるのかを思いだす。

　──そうだ。色々考えてる間に祠辰殿について、皇帝がくるまでここで待つようにって言われて……。

　物思いに耽ふける間に、その皇帝がやってきていたらしい。紗うすぎぬ越ごしの視界に叩こう頭とうする内ない侍じ官たちの姿が映り、珪華は慌てて重い頭をさげた──否いな、さげようとした。

　だが、寸前で視界が晴れたかと思うと、長い指に顎あごをとられた。

「！」

　紗をとり払われたのだと気づいた時には、間近に佑の顔があった。

　頭に被かぶった[image: ]べんと呼ばれる冠かんむりから垂れた白はく玉ぎよくの玉たま飾かざり越しに、冷たく鋭するどい双そう眸ぼうと目があう。最上位の礼装に身を包んだ佑は、常ならぬ覇は気きをもまとうようで、自然息がつまった。

　面おもてを伏ふせることも、目を逸そらすこともできず固まる珪華に、佑は緩ゆるく片かた笑えんだ。

　その、獲え物ものを見つけたと言わんばかりの表情に、思いだしたように足元から寒気がはいのぼってくる。

「天てん女によもかくやという趣おもむきよな」

「……お戯たわむれを」

　震ふるえないよう低くしぼりだした珪華の声とは逆に、佑がくっと喉を震わせた。

「装っても、目だけはあいかわらずだ。──だからこそ、決めた」

　そのあたりの花のどれより、今日の役どころにふさわしかろう。

「え？」

　意味深な囁ささやきに、知らず声が漏もれる。どういう意味かと目顔で問うものの、佑は変わらず笑んだまま手を放すと「いくぞ」と踵きびすを返した。

　慌てた内侍官たちに促うながされて、慣れない格好によろよろと立ちあがりながら、珪華は今し方の言葉を反はん芻すうする。

　──今日の役どころ？　決めたって、なにを……あの人、なにを言ってるの？

　役どころと言えば、演奏のことしかないはずだ。

　けれど、言葉の端はし々ばしがなにかひっかかる。佑の含ふくみを持った笑みが頭から離はなれない。

　佑の数歩うしろを従いながら祠辰殿の本殿へとむかう足どりが、衣裳のせいばかりでなく、重い。わけのわからないなにかに巻きこまれているような、嫌いやな胸むな騒さわぎが消えない。

　いつのまにか自分をとり囲んでいるのが内侍官でも近衛の武官でもなく、私兵になっているのが、それらを否いや応おうなく増長させた。

　──これじゃ、逃にげないよう、見張られてるみたい。

　自分で考えたことに、びくりと肩かたが跳はねた。

　人ひと身み御ご供くう──そんな言葉が脳のう裏りをよぎった。

　祭祀の折、神への供く物もつとして、動物ではなく人間をさしだす。主に異民族や罪人を贄にえとして供する方法が、古い時代や外とつ国にはあったと聞いたことがある。

「──罪、人……」

　痣や彼のことばかりに気をとられていたが、自分は佑に眠ねむり薬といえど、薬を盛っていたのだ。皇帝の命を狙ねらった咎とがで捕とらえられたとしても、なんの不思議もなかった。

　ならば、必要以上に飾りたてられたのは、よもやこの身を生け贄として捧ささげるため……？

　──……いくらなんでもそんな時代錯さく誤ごなこと、あるわけないっ

　慣れないことに緊張しすぎているから、変なことばかり浮かぶのだ。

　おちつけ、と言い聞かせ、珪華は小刻みに震える手をぐっと腹部に押しつけた。

　なのに、その瞳は持ち主の思いを裏切って、なにかを求めるように堂下に居並ぶ人々の上を彷徨さまよう。

「…………い、ない？」

　ただ、いくら目を凝こらしても見つけられない姿に、無意識に声が零こぼれた。

　はじめは、皇帝の登場に皆みなが伏しているため、判別がつかないのかと思った。けれど、堂に近い上かみに座すのは壮そう年ねん以上の者たちばかりだ。見み間ま違ちがうわけがない。

「──あれなら、ここにはいない」

「え……？」

　密ひそやかに耳に届いた声に、反射的に前をいく佑を見る。が、こちらを見てもいないうしろ姿に、空耳だったのだろうかと思った矢先、

「あれは賊ぞく徒との鎮ちん圧あつにむかわせた。探すだけむだなことだ」

　今度こそはっきり聞こえた科白せりふに、珪華は大きく目を見開いた。見み透すかしたような言動もそうだが、内容に言葉を失う。

「残念だったな、想い人がいなくて」

　一方の佑は、聞き捨てならないことを言い置くとこちらを見返ることもなく、一人、祭さい壇だんの設しつらえられた本殿へと階きざはしをのぼっていった。

　──想い人って……あれって、天狼のこと？　彼が、いない？

　拝礼するというよりうなだれるように頭をさげ、刻まれる足音を耳にする。

　天狼がここにはいない。

　その事実にほっとするどころか、強い衝しよう撃げきを受けている自分がいた。

　──あの人なにを勘かん違ちがいして……わたしは、別に天狼のことなんて、なんとも…っ

　そう、想ってなどいない。

　けれど……心のどこかで、思っていた。

　自分が皇宮ここにいるかぎり、彼は見捨てたりしないと。なにかあっても助けてくれると、勝手に思いこんでいた。

　いつだって──はじめてあった晩も、地下道に落ちた時も、皇こう帝ていに襲おそわれた時だって、助けてくれたから……。

　あれだけ罵ののしっておいてよくも、と己おのれの図ずう々ずうしさに、伏せた面の下で乾かわいた笑いが零れた。

　──……しっかりするのよ、葵珪華。

　呆ほうけている場合ではない。この場でなにが起こっても、自身の手で切り抜ぬけなくてはならないのだ。それが、自分にはできるはずだ。

　虚きよ勢せいでもなんでも、老師を失ってからそうしてやってきたのだから。

「老師の願いを、叶かなえるんでしょ」

　起きてもいないなにかを考えるより、目的をはたすためになにをすべきかを考えなくては。

　珪華はともすれば手の震えが全身に伝わりそうになるのを、奥歯を嚙み締しめてこらえ、意識を周囲へとむけた。

　堂上では、今まさに即そく位いの儀ぎが執とりおこなわれていた。

　一昼夜、天帝及および新たな天子のために上位祠官たちによって禱いのりを捧げられた宝ほう剣けんが、祠伯の手により佑に授さずけられる。この後、堂下に集つどった文武百官に即位を周知し、皇帝を祭司として祠伯による祭さい祀しがおこなわれるのだ。

　ただ、本殿の脇わきに位置するこの場からでは、たとえ顔をあげたところで祭壇は見えない。宝笛をたしかめるどころか、宝ほう珠じゆがはまっているという宝剣を拝むこともできなかった。

　──式は滞とどこおりなく進んでるけど……宝珠は偽にせ物ものなんじゃないの？

　見たことがないからだれも気づかないのか。それとも、気づいていて逆らうだけの気き概がいがないのか。もし後者だとしたら、祠官たちを筆頭に彼らは仕える相手を間違えている。

　天に禱りを捧げながら、天を蔑ないがしろにするような儀ぎ式しきに、憤いきどおりを覚えるうち、気づけば自らの演奏を奉ほう納のうする番が回ってきていた。

　祠官の合図に、珪華は事前に何度も指示されたように、しずしずと堂下の中央へと進みでる。決められたとおり、四方へ叩頭したあと、祭壇にむかってゆっくりと立ちあがった。

　──いよいよだ。これで皇帝が首を縦に振ふれば、宝笛を手にすることができる。

　背後から無数の視線が突つき刺ささるのを感じる。けれど、不思議と心は凪ないでいて、さきほどまで止まらなかった震えはいつのまにかおさまっていた。頭が重いのも、すでに意識にない。

「……天てん帝ていさま、老師」

　だれの耳にも聞こえないよう小さく呟つぶやいて、珪華はおもむろに笛を構えた。

　この国からは、すでに天帝の加護が失われてひさしいという。皇帝は、天の加護など必要ないと言う。

　この笛は老師の言う宝笛ではないけれど、せめて今この時だけは、この音色がいと遠き天と地の間あわいを超こえて、届くといい。

　風籟調この曲にこめられた願いは、今も昔も変わってはいないのだから──。

　いざ笛を奏かなでだすと、成功させなければという気負いや、思い悩なやんでいたあれこれはあっという間に消えていった。集中できなかった日々が噓うそのように、意識が音色とともに溶とけだしていき、天の高みへとのぼっていく。

　吹ふき渡わたる風のような音に、皇帝の寵ちよう愛あいを受けただけの小こ娘むすめが、という視線をむけていた人々の目が変わる。あたかも彼女のまわりにだけ柔やわらかな風が吹くように、紅くれないの衣い裳しようがそよぎ、髪かみに飾かざられた歩揺がしゃらしゃらとすんだ音色を添そえるのに、だれもが酔よいしれた。

　一心不乱に笛に命を吹きこむ当の本人だけが、そんな周囲の変化に気づいていなかった。

　そうして、最後の一音が吸いこまれるように蒼そう穹きゆうに消えていったあと、珪華の目の前にあったのは水を打ったような静けさと──間近に迫せまった皇帝の姿だった。

　ふうと顔をあげた瞬しゆん間かん、飛びこんできた佑の黒い笑えみにぎょっとする。あきらかになにかを企たくらむそれに反射的に逃げをうとうとして、逆に強く腕うでをひかれた。

「きゃ…っ」

　小さな悲鳴が静せい寂じやくを割る。

　止まった時が動きだしたようにざわめきが場を満たした時には、珪華は佑の手によって堂上にひきずりあげられていた。

「なに……!?」

　突とつ然ぜん高くなった視界に、なにが起こったのかわからない。慌あわてて視線を彷徨わせると、啞あ然ぜんとした官かん吏りたちの顔が一様にこちらを見ているのに、覚えず身が竦すくんだ。

　──なに？　どうして、こんなところに……。

　珪華の動どう揺ように応こたえたのは、腰こしを捕らえた腕と、衣きぬ越ごしに肌はだを震ふるわせた声こわ音ねだった。




「この者──葵珪華を、皇こう后ごうとする」




　叫さけぶでもない宣言は、しかし堂内は言うに及およばず、朗々と外にまで響ひびき渡る。だれもが思いもよらぬ言葉に、再び祠し辰しん殿でんが静まり返った。

「……皇、后？」

　皇后とは後宮の頂点をなし、皇帝と並んで天下万ばん民みんの父母となる存在だ。

　現在佑の後宮には、淑しゆく妃ひをはじめとする『夫人』と称しようされる地位の妃きさきたち以下の妃嬪がいるのみで、皇后は空位、すなわち、いない。

「──私のもとにあれ、珪華。新たな国を創つくりあげていく、その傍かたわらにな」

　耳元を甘い囁ささやきがくすぐる。

　──皇后を、据すえるってこと？　私のもとにあれ、って……。

　あまりのことに呆あつ気けにとられて佑の言葉を反はん芻すうしていた珪華は、徐じよ々じよにその双そう眸ぼうを見開いていった。とともに、顔から血の気がひいていく。

「皇后って……わたしを──!?」

　驚おどろきが口を突く。愕がく然ぜんと真横を仰あおいだ。

　今がどんな場なのかも忘れた叫びは、同様に我を失っていた人々の耳を打った。次の瞬間、さきほどのざわめきなど比にならない騒さわぎが湧わきあがる。

「お、お待ちください！　そのような、地位も家名も持たぬ花官を、突然皇后になどッ」

「さようです！　皇后に据えずとも、妃嬪の位を与あたえるだけでも十分ではございませんか」

　佑に対する恐きよう怖ふより、驚きよう愕がくの方が勝まさったのか、次々と異論があがる。

　──そう……そのとおりよ！

　次々と聞こえてくる反対に、聞き間ま違ちがいでもなんでもなかったのだと、改めて突きつけられる。冗じよう談だんじゃない、と振り払はらおうとした腕は、腰に巻きついたままぴくりとも動かない。

　激しい焦しよう燥そうに駆かられながら、珪華は口々に反対を叫ぶ官吏たちに、内心で懸けん命めいに声せい援えんを送った。

「そなたらは、だれにむかってものを言っている」

　だが、鬱うつ陶とうしげに細められた冷ややかな双眸に、見る見る場の熱気が萎しぼんでいく。だれもが打たれたように面おもてを伏ふせた上を、凍こおりつくような視線がなでた。

「言いたいことがある者は、階下までくるといい──この宝剣の切れ味、試ためしてくれよう」

　暗に、文句は聞かない、と告げた佑の声音に、幾いく人にんかが喉のど元もとに切っ先を突きつけられたように大きく身み震ぶるいしたのが、堂上からも見てとれる。

「──っ」

　意い気く地じなし！　と声にならない罵りをあげて身を揺ゆらした珪華の耳に、カチャッと金属が擦こすれあう音が聞こえた。つられるように視線をさげ、

　──こ、れ……！

　佑の腰に吊つりさげられた、古めかしい剣けんの剣首に光る石に、時も忘れて目が釘くぎ付づけになる。

　大きな碧へき緑りよくの石が、光を映すたび、七色の輝かがやきを返していた。

「……ちがう」

　見た瞬間、閃ひらめく。

　これは、違う。これは、宝珠などでは……天帝から授かったという、玉などではない。

　こんなものを『まさに天の光のようだ』と称したりはしない。ただの綺き麗れいに輝く玉だ。

　──偽物の、宝珠。

「……なんか、ならない」

「なに？」

　この男は、これでよしとするのだ──そう思った瞬間、滑すべり落ちていた言葉に、たった今形ばかりの儀式を終えた皇こう帝ていが怪け訝げんそうにこちらをむいた。

　珪華はその双眸を鋭するどく睨にらみ返して、躊躇ためらわず口を開いた。

「わたしはあなたの皇后なんかに、ならない──偽物の宝珠を身につけた、天帝に認められてない皇帝の后きさきになんて、だれがなるもんですかッ!!」

　高く言い捨て様、飛びつくように佑の腰にある宝剣に手を伸のばした。さすがに意表を衝つかれたらしい佑が動くより一いつ瞬しゆん早く、奪うばいとる。

　堂下のざわめきと真上から落ちてきた舌打ちを耳にしながら、珪華はそれを大きく振りかぶった。

「天帝さま、ごめんなさい！」

　宝ほう剣けんを力いっぱい石の床ゆかへと叩たたきつける──！

　刹せつ那な、パァンッと鋭く弾はじける音とともに、剣首を飾っていた碧緑の石が砕くだけ散る。飛び散った破は片へんがきらきらと光をまといながら、ぱらぱらと周囲に落ちていく。

　その様を、無数の目が愕然と見つめていた。

　本物の宝ほう珠じゆならば、人の手によって傷つけられるはずがない。にもかかわらず、こうもあっさりと打ち砕かれたのだ。茫ぼう然ぜん自じ失しつに陥おちいるのも当然だろう。

　前代未聞の事態に、痛いほどの静寂が満ちる。

　だれもが動こうとしない中、珪華だけは違った。この隙すきに佑の腕から逃のがれるべく大きく身をよじり、拘こう束そくを解く。

　──今なら、逃にげられる！

　そのまま一気に階きざはしを駆けおりようとしたところで、

「──祠伯、婚こん礼れいの儀式を」

　色のない声とともに、腕をねじりあげられた。

「つっ──!?」

　摑つかまれた痛みより、反対の手が背後から伸びたのに、珪華は息を吞のんだ。

　なにを!?　と声をあげるより早く、その手が上衣のあわせにかかったかと思うと、左ひだり肩かたがあらわになるほど大きくはだけられる。

　かろうじて胸は隠かくれているものの、衆目にさらけだされた肌に、ざっと全身から血の気がひいた。

「や…っ」

「たしかに先帝の時代、天の加護は失われた。だが──天は我ら人の子を憐あわれみ、救い手を降くだされた」

「！　まさか、それは……」

　佑の言葉に、珪華がはっとするのと、祠伯が信じられないと喘あえぐような声をあげたのが同時だった。

「そう。ここにその証あかしたる『梧あお桐ぎりの印』がある。この者こそが、天帝の加護を失いし今、天から降された救世主だ」

「っ、違う！」

　佑が一言一言発するたび、堂下の官かん吏りたちの青ざめた顔に、驚きと訝いぶかしみ、それでいて隠しようのない興奮がにじんでいくのがわかった。

　彼らの変化に、珪華は自分はそんな存在ではないのだと、懸命に首を振ふる。

　けれど、恐おそる恐る近づいてきた祠伯が晒さらされた印をのぞきこみ、「この形は……」と瞠どう目もくするにいたって、その否定はまるで意味をなさなくなる。

「この者を皇后にすることによって、余は真実、天子となり、この国は救われるのだ」

　とどめとばかりに発された宣言に、目の前が真っ暗になる心ここ地ちがした。

『救われる』という一言に、官吏たちばかりか祠官たちの瞳ひとみすら、一いち縷るの望みにすがるように爛らん々らんと輝いている。

　こうなったら、こちらの言うことに耳を貸すどころか、身分すら関係ないに違いない。自分たちが救われれば小こ娘むすめ一人どうなろうと構わないのだ。たとえ、皇后でなく、生け贄にえにすると告げても、彼らは同じ目をしただろう。

　背後の佑よりも彼らの昏くらく輝くまなざしに、ぞっとする。

「せっかく暴あばいたというのに、残念だったな。──おかげで、見てのとおり、だれもがおまえが私の傍らにあることを望んでいる」

「……彼らは口先で丸めこめても、天は騙だませないわ。わたしだって、あなたの思いどおりにはなったりしない…っ」

「ならば、その言葉、試させてもらおうか」

　愉ゆ悦えつのにじんだ声が耳に吹ふきこまれたかと思うと、捕とらえる手が一層食いこむ。

「放して！」

　そのまま有う無むを言わさぬ力でうしろへとひきずられるのに、珪華は懸命に抗あらがった。

　自分が皇后になったくらいで、失われた加護が戻もどるはずがない。

　第一、佑にはとり戻す気もないのだ。ただ、『救い手』を据すえておけば家臣たちがうるさくないから──万が一にも、自分以外のだれかが宝珠を手にいれることがないよう、手元に止とどめておこうとしているだけだ。

「だ、れか……」

　自分の非力さでは抗いようのない力が、今にもこちらを吞みこもうとしている。

　その恐ろしさに、珪華は無意識に助けを求めていた。

　脳のう裏りに浮うかんだ、たった一人の姿に。

　──助けてっ、天狼──ッ！

　ここにいるはずのない姿を求め、堂下にすがるような視線を投げた時、ヒュッ、と鋭い風切り音が耳元をかすめた。

　え、と瞬またたくのと、鈍にぶい呻うめきとともに拘束していた力がわずかに緩ゆるんだのが同時だった。

「な、に？」

　反射的に首を巡めぐらせれば、佑の右肩が切り裂さかれたように破れている。そのことに驚おどろく間もなく、今度は激しく地面を蹴ける音が聞こえてきて、珪華ははっと堂下へと顔を戻した。

　祠し辰しん殿でんの横手から、数騎きの騎馬が蹄ひづめの音も荒あら々あらしく、こちらにむかってくる。

　思わぬ乱入者に、にわかに場が混乱に陥る。悲鳴にも似た叫さけびがこだまし、武官たちが怒ど号ごうを張りあげる中、先頭を走る騎乗の人物が大きく手を伸ばした。

「こいッ！」

　目元部分だけを残して巻きつけられた布に、顔はわからない。発せられた叫びさえ、くぐもって判別が利きかない。

　それでもまっすぐ自分を射い貫ぬいたまなざしに、気づけば珪華は動いていた。

　再び佑の手に力がこもろうとしたところへ、左ひだり肘ひじを思いきりうしろにひく。肘ひじ鉄てつを食くらわせた反動を利用して、前へと飛びだす。

「待てッ」

　制止に背を押されるように勢いのまま一気に階を蹴り、珪華は堂上から身を躍おどらせた。

「逃げてもむだだ！　この国にいるかぎり、おまえは私の手の中にある」

　佑の叫きよう声せい、荒く馬の駆かける音、空気の唸うなりが、一体となって耳に押しよせてくる。その一瞬、胸には躊躇いも恐きよう怖ふもなかった。

　落ちていく感覚の中で、ぐっと強い力が腰こしを捉えた。次の瞬しゆん間かん、天地がひっくり返るような衝しよう撃げきが襲おそってくる。
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　珪華はすぐ傍そばにある温ぬくもりに、強くしがみつく。この力強い温もりさえあればなにも心配はいらないと、無条件で信じられた。

　あとはどうなったのか、わからなかった。

　飛び交かう罵ば声せいと身体からだに響ひびく馬が地面を蹴る振しん動どう、そして、

「だから言っただろうが…っ」

　強く自分を抱だきかかえた腕うでだけが、感じとれるすべてだった。







　終章　決意　けつい







　着いたぞ、とかけられた声で、ようよう珪華はしがみついていた温もりから面おもてをあげた。

「……ここは？」

「安永の郊こう外がいにある隠れ家がだ」

　いつ命を狙ねらわれてもおかしくない身の上だからな、となにげなくつけ足された言葉に声をなくすうちに、「おりられるか」と尋たずねられる。

　ぎこちなく頷うなずいて、四苦八苦しながら馬の背からおりる。だが、地面に足をついた途と端たん、珪華はくずおれるようにその場に座りこんでしまった。

「なにをしてる」

　呆あきれたように飛びおりてきた男のいつのまにかあらわになった顔を、珪華はゆっくりと見上げた。

「──天狼」

　呼ばれた名に一いつ瞬しゆん表情をこわばらせた祥を、まっすぐに見つめる。

「どうして、ここに……？」

「──派兵のことか。小規模な叛はん乱らんが起こったとむかわされたが、この時機だ。なにかあるのは、明白だった」

　むかわされたのは、往復の行程だけで七日間はかかる場所だったという。さらに乱を平定するとなると、即そく位い式しきにはまにあわない。

　勅ちよく令れいを受けた時、即座になにか遠ざけておきたい思おも惑わくがあるに違ちがいないと悟さとった祥は、自軍をできるかぎりすみやかに現場にむかわせた。

「賊ぞく軍ぐんの首しゆ魁かいだけ拘こう束そくして、あとは蹴け散ちらした。後処理は瞭に任せて、雷牙と数人だけ連れて一足先に今朝早く戻った」

　だから、今はまだ上都から離はなれた地にいることになっている、と説明される。

「なにかあるって、思ってたの？」

「──本当なら石室の時点で、おまえがそうじゃないかと、告げておくべきだった」

「！　そんなに、前から……？」

　救い手の印を持っているのでは、と思っていたという祥に驚く。

「だが……まさか、という思いがあった。そうだとして、この上まだ利用するのかと──躊躇ためらいが先に立った」

　挙句この様だ、と苦く自じ嘲ちようの息を吐はいたあと、祥は「ただ」と話を戻した。

「なにがなくとも、警備が手て薄うすになる今日を狙って、おまえを西さい苑えんからだすつもりだった。だが、おまえの笛が聞こえたからな。祠辰殿へむかったんだ」

　普ふ段だん閉とざされてる玄げん武ぶ門もんが開かれてたのは都合がよかった、とそっけなく告げた彼に、珪華は頭の中に皇こう宮ぐうの地図を思い浮かべた。

「祠辰殿に一番近い宮門が、玄武門だったっけ」

　説明を受けたところによると、皇宮に天の風をとおし、邪じや気きを払はらうため、南の朱す雀ざく門もんと北の玄武門が降臨節の折には開け放たれるのだという。

　多くの警備が祠辰殿付近に割さかれるとはいえ、宮城奥深くに立ちいるにはいくつもの門がある。そのすべてを突とつ破ぱするのはさすがに無理があるが、玄武門なら一つですむ。

　おまけに「おまえに倣ならって、侵しん入にゆうする際は眠ねむり薬を使ったからな」と言うからには、ずいぶん前からことを計画していたということになる。

「……降臨節を利用しようと思ってたのは、皇こう帝ていだけじゃなかったってこと」

「そういうことだ──おかげで、こいつも手にはいった」

　そうさしだされた錦にしきの袋ふくろに、珪華は瞳ひとみを瞬かせた。促うながされるままに受けとって、その感かん触しよくに表情がこわばる。

　袋ふくろ越ごしに伝わるこの感覚は……笛だ。

「これ……！」

　反射的に祥を見上げれば、然しかりと頷きが返る。

「降臨節で宝笛が祭さい壇だんに据すえられるのは、いつものこと。混乱に乗じて、別で動いていた雷牙が祭壇から拝借してきた」

　祥が顎あごで示した先を目で追うと、いつからいたのか、すこし離れた場所に雷牙たちの姿がある。あの騒さわぎの中でよく……と驚おどろきながら、珪華は視線を手元に戻もどした。

　促され、震ふるえる手で袋の紐ひもを解ほどく。慎しん重ちように中をとりだせば、丁てい寧ねいに手入れされてきたのだろう、年月を経へてなお黒光りする一本の笛が姿を現した。

「これが、宝笛……御み使つかいから授さずけられた、笛」

　凝ぎよう然ぜんと手の中の笛を見つめる。

「これを吹ふけば……鳴るはずのない音色が響いた時、この国が救われる──」

　老師の最さい期ごの言葉を思いだせば、なおのこと震えがおさまらない。

　いくら印がある、救い手に違いないと言われても、自分がそんなだいそれた存在だとは思えないのだ。

　珍めずらしくもしりごみする珪華の背を押したのは、祥だった。

「吹いてみればいい」

「え……？」

「鑑賞するために探してたわけじゃないだろう」

　今日は折しも降臨節。天てん帝ていに願いを乞こうにはちょうどいい。

　深い青のまなざしに促され、珪華は大きく喉のどを上下させた。

　──本当に、わたしが吹いても、いいの？

　古いにしえの時、太祖の姉が御使いから授けられたという、笛。

　自分が吹くのだと思うと、手足が震えた。鳴らなかったら？　という恐おそれの一方で、奏者ならだれしも一度は思うだろう、自分なら、という思いが交こう錯さくする。

「…………」

　それでも、祥たちが危ない橋を渡わたってまで、手にいれてくれたのだ。いつかの「笛のことはなんとかする」という言葉どおり、こうして今目の前にある。

　たとえそれが自分のためばかりではなくとも、この笛を吹くことが、彼らの労に報むくいる唯ゆい一いつの方法のはずだ。

　珪華は意を決すると、震える膝ひざを叱しつ咤たして立ちあがった。

　大きく深呼吸を繰くり返し、ゆっくりと手にした伝説の存在を構える。

　感覚を研とぎすませるように瞼まぶたを閉ざし、口元にあてた笛にそっと息を吹きこんだ。




　──ピィ……ッ




　次の時、あたりに吹き渡った音色に、珪華の顔に驚きよう愕がくと歓かん喜きが広がった。

「！　宝笛が──ぅ…ッ」

　祥もまた声をあげかけ──直後、それは声にならない呻うめきに変わった。

　ビィィンッ、と激しい耳鳴りが、突とつ如じよ珪華と祥を襲おそったのだ。

　否いな、耳鳴りではない。笛の響ひびきにあわせるように、空気が震えているのだ。

『…………ナイ』

　──な、に……ッ!?

　音にならない音の中で、なにかが、聞こえた気がした。同時に胸に強く、喪そう失しつ感かんが押し迫せまってくる。ナニカを探し求めているような、その感覚……。

　けれど、珪華はそれを追うことはできなかった。耳が痛くなるどころか、頭の奥まで揺ゆさぶる鳴動に、耐たえきれず笛を離す。

　途端、遠のいていく残ざん響きようとともに、あたりに静けさが戻る。

「……なに、今の……」

　まだ耳の奥が反響しているような感覚のまま、珪華は愕がく然ぜんと目を開けた。

「──わたしじゃ、だめだってこと……？」

　自分で口にしながら、そうじゃない、と胸のどこかで思う。

「なんだ、今のは……その笛のせいか？」

　耳が痛むのか、顰しかめ面つらで頭を振ふった祥に、珪華は頷うなずくように手元へ視線を落とした。

「たぶん、そう……たぶん、この笛が、なにかを探してた」

「探してた？　笛がか？」

「うん……声が、聞こえた気がしたから。すごく、寂さみしげな……」

　耳に残る音を探さぐるように言葉を紡つむぐ。うまく言いあらわせないことが、ひどくもどかしい。

　そんな珪華と笛を厳しい顔で見つめていた祥が、「待てよ」となにか閃ひらめいたように呟つぶやいた。

「あの絵を覚えてるか？」

「──絵？」

　唐とう突とつな問いにのろのろと顔をあげると、輝かがやく青い瞳と目があった。責める色も落らく胆たんする色もないまなざしに、吸いこまれるようにひきつけられる。

「地下の壁へき画がだ。あそこに鳳ほう凰おうが二羽わ描えがかれていたのは？」

　いまだにぼんやりする頭の中に浮うかんだ極ごく彩さい色しきの瑞ずい鳥ちようの姿に、覚えている、とこくりと顎をひく。

「鳳凰は、正確には鳳と凰の雌し雄ゆう一体の瑞鳥。そして、鳳凰から姉弟きようだいに授けられたのは、笛と……剣けん」

　静かに紡がれたそれに、珪華は緩ゆるく瞬またたいた。

　──雌雄、一体……姉弟……笛と剣……。

　祥の言葉を脳のう裏りで繰り返しながら、握にぎり締しめた笛に目を落とす。

　すべてが対ついをなしているのに、ここにあるのは『笛』だけだ。

「──もしかして、足りない、ってこと？」

　つい先刻、佑から奪うばい、床ゆかに叩たたきつけた古めかしい剣の姿が甦よみがえる。

　鳳凰が雌雄揃そろっての御使いならば、彼の存在から与あたえられた宝もまた、対をなしているのではないだろうか？

「この笛は、剣を──片割れを探してるんだとしたら……」

　再び祥を見上げた珪華の目に、光が戻る。

「だったら、宝ほう剣けんを手にいれれば──剣と笛、二つを揃えたら、宝ほう珠じゆが手にはいるかもしれない」

「ああ──試ためしてみる価値はある」

　諦あきらめるにはまだ早い。

　互たがいの瞳がそう語っていた。

「──珪華。改めて、頼たのもう。この国を救うために、おまえの手を貸してくれ」

「……それのどこが頼んでるわけ？」

　偉えらそうな物言いに憤ふん慨がいした様子で返しながら、珪華はまっすぐに祥を見つめ返した。

「だけど、この国に風をとり戻したいのはわたしも一いつ緒しよだし。──しょうがないから、手を貸してあげるわ、天狼」

　さらりと口にした名に、目を瞠みはった祥が、一いつ拍ぱく後、緩く微び苦く笑しようを刻んだ。

「……まだ、そう呼んでくれるか」

　見たことがないような柔やわらかでいて、痛みをこらえるようなその表情に、思わず目が釘くぎ付づけになる。だが、祥はそんな珪華の視線になど気づいていないように、先を続けた。

「その名は、軍を持たされた時、先せん帝ていがよこした名だ。獲え物ものを狙ねらって青く輝く天狼星のごとく敵を狩かれ、とな。以来、祥と呼ぶのは兄──今きん上じよう帝ていくらいだ」

　自じ嘲ちよう気味に唇くちびるを歪ゆがめたあと、祥はすっと表情を正した。

　まっすぐにこちらを見て「すまない」とさげられた頭に、小さく息を吞のむ。

「言い訳をするつもりはない。俺はおまえが皇族を憎にくんでいると知っていて、正体を伏ふせて利用した」

　告げたきり、それ以上言葉を繰るわけでもなく、面おもてをあげるでもない祥に、珪華は無意識に裳もを握り締めていた手を解いた。

　数拍はく迷い──その手を振りあげる代わりに、そっと祥の頰ほおへと伸のばす。

　触ふれた肌はだは、抱だきこまれた時の温ぬくもりが噓うそのように冷たかった。

「……だったら、これからは祥って呼ぶ」

「！　珪、華……？」

　弾はじかれたように頭をあげた祥が、驚いたような信じられないような、啞あ然ぜんとした顔をしていて、思わず笑ってしまう。こんな表情も、彼にはできるのだ。

「だって、あなたは戦いくさが嫌きらいなんでしょ？　だったら、戦うための名前なんて呼ばない」

「……いいのか？」

　啞然とした顔つきが一変、探るように眉まゆをよせる。

　それが『許せるのか？』と問うているとわからないほど、鈍にぶくはないつもりだ。

「いいわけないじゃない！」

　だから、笑えんだまま指先に力をこめて、冷たい頰を強くつねった。

「──おい」

「人を騙だましてたんだから、これくらい甘んじて受けなさいよ」

　一層眉み間けんに皺しわをよせた祥に睨にらむようにして告げれば、分が悪いと悟さとったのか、不ふ機き嫌げんそうながらも押し黙だまる。

「──けど、最初に利用しようとしたのは、わたしだし、忠告を聞かなかったのも、わたし。なにより……助けて、くれたから」

　これで許してあげる──と珪華は指を離した。

　傷ついたのは、彼が皇族だからではない。騙されていたからだ。自分は所しよ詮せん駒こまでしかなかったのかと、あの温もりもさまざまな表情もすべて偽いつわりだったのかと思ったからだ。

　けれど、ただの駒なら、あんな危険を冒おかしてまで助ける必要はない。

　いや……彼もまた佑と同じように、敵の手に渡わたるのを阻そ止ししたかっただけかもしれない。思い返せば、後宮でのあの夜、祥もまた左胸の上の痣あざを目にしているはずだから。

　──だけど、あんな人に利用されるより、ずっといい。

　すくなくとも、祥が戦乱に疲ひ弊へいした人々を笑顔にしたいと思っているのは、本当だ。

　──それに、もっと違ちがうこの人を、見てみたい気もするし。

「あなたには、風をとり戻もどす手助けをしてもらわないといけないしね」

　そんな思いを隠かくすように、珪華がわざとらしく胸を張ると、かすかに目を見開いた祥が、生意気だな、と口元を緩めた。

「──風彩あやなす、か……だれもがそう笑顔で空を仰あおぐ日が、くるといい」

「くるといい、じゃない。そうするのよ、わたしたちで」

　なにを言った傍そばから気弱なこと言ってるの！　と睨みつければ、

「……そうだったな」

　一いつ瞬しゆん虚きよを衝つかれた祥が、鮮あざやかに破顔した。

　その少年のような笑顔に、珪華の胸がどきりと跳はねる。

　まともに見ていられなくなって目を逸そらした時、高く鳥が鳴く声が頭上から聞こえた。つられるように、天を仰ぐ。

　だが、そこにあったのは鳥の姿ではなく、光を透すかした祥の双そう眸ぼうと同じ色をした、青い青い空だった。

「風、彩なす……風が輝く、国」

　近い未来、この目に映るだろう光景を思い描えがき、珪華はそれを刻みこむようにそっと瞼まぶたを閉じた。







　あとがき







　はじめましての方も、おひさしぶりですの方も、こんにちは。岐川新です。




『蒼の狼は華を愛でる』をお手にとっていただき、ありがとうございます。新シリーズということで、前作でのデビューと同じくらい……いえ、それ以上に緊きん張ちようしていたりします。

　今回の作品は、前作の世界観とはうって変わって、中ちゆう華か風ふうファンタジーになります。

　耀国の片かた田舎いなかで暮らしていたヒロインが、亡なき養い親の遺ゆい言ごんを叶かなえるために、上京。そこで出会ったわけありのヒーローと手を組んで（組まされて？）、潜もぐりこんだ後宮で皇こう帝ていにちょっかいをかけられつつもがんばるお話です。

　中華で恋れん愛あいもの、とくれば、やっぱり舞ぶ台たいは後宮でしょう！　という感じなのですが……前作同様、どこか外してる観が否いなめません。今回は元気な女の子で！　と思ったのが、その原因なのでしょうか。

　ですが、色々な試行錯さく誤ごがあった上に、「無事に刊行されるんだろうか、この作品」と晩冬に冷ひや汗あせがにじむ思いをしたという、曰くつきな作品の分、キャラクターたちへの愛着もひとしおです。手にとってくださった皆みな様さまにも気に入っていただけたら嬉うれしいです。




　今回の作品の舞台を中華で、と決まった時、「いいですよー」と答えたものの、密ひそかに頭を抱かかえました。中華ものを読むのは大好きですし、学生時代には一応ほかの人よりは勉強したはずなんですが、ほとんどと言っていいほど、予備知識がなかったのです。

　参考にする時代を決めたあと、急いで資料を集め、にわかで知識をつめこみました。ただ、書こうとしているのは王宮ラブロマンス。歴史的な知識だけでは著いちじるしく華はなやかさに欠けます。

　そこでひっぱりだしてきたのが、アルバムでした。

　実は、数少ない海外旅行の経験のうち、半分以上がたまたま中国だったのです。故宮や上海博物館は二回いきましたし、舞台の参考にしようとした時代に都があった都市にもいったこともあります。本場の京劇を見たり、二に胡こや舞ぶ踊ようなどの伝統芸能に触ふれたりもしました。

　この記き憶おくを使わない手はないと、「甦よみがえれ、私の記憶！」とアルバムをめくったのですが──思いだすのは、華やかさの欠片かけらもないことばかりでした……。

　みやげもので一番よく見かけたのが、上うわ蓋ぶたを開くと調子外れの『エリーゼのために』が二倍速で鳴りだすライターだったなぁ、とか（面おも白しろ半分に一つ購こう入にゆうしましたが、まもなく電池切れで音が鳴らなくなりました）。

　はじめての海外旅行で親しん戚せきからトランクを借りたのですが、鍵かぎを使って開けるタイプとダイヤルを回して数字をあわせて解かい錠じようするタイプ、二つのキーがついていたのです。数字が不明なため、鍵しか使っていなかったのに、なにかの拍ひよう子しにダイヤル式のキーのロックがかかってしまい、ホテルで二時間『０００』から延々ダイヤルを回し続けた苦い思い出があったり（無事開いて荷物がとりだせました）。

　あとは、観光にいったはずが、そこが中国における仏教の聖地とも言うべき場所だったため、日本人は夏場に（いったのは真冬でした）お坊ぼうさんが修行しにくる程度しか訪おとずれず、気がつけば自分たちが修しゆ行ぎよう僧そうの方々に見られる側に回っていたことも……。

　もちろん、そんなどうでもいい思い出以外にも、万ばん里りの長城では中国の歴史の雄ゆう大だいさに感動を覚えたりもしましたし、景勝地の美しい景色を堪たん能のうしたりもしましたよ？　いつのまにか見られる側に回っていた場所では、その分、通常のツアーでは見られないような仏閣・仏像がたくさん見られましたし（本当に千本手がある千手観音とか）。

　ですが、当時は自分が中華ものを書くことになるとは思いもよらず、思い出も写真も、肝かん心じんな部分についてはほとんど残っていなかったんですよね。

　しょうがないので、集めた資料や想像力で作りあげてみましたが、いかがでしたでしょうか？　中華王宮らしい華やかさを感じていただけるといいのですが……。

　また、この作品を書くにあたって舞台の参考にした時代はありますが、オリジナルで作っている設定も多くあります。あくまで中華風ファンタジーということで、お読みいただければと思います。




　この作品を作りあげるまでに、多くの方にお世話になりました。

　まずは、編集部及および担当様。早くからとりかかっていたにもかかわらず、本当にぎりぎりになってしまって申しわけありませんでした。ほかにも、タイトル等についてもお手数をおかけしました。まだまだ精しよう進じんが必要だと痛感した次し第だいです。

　そして、今回よりお世話になります、イラストの周防佑未様。お忙いそがしい中、最後の最後まで本当にご迷めい惑わくをおかけして申しわけありません！　表紙の二人が本当に素す敵てきで、カラーで拝見した時、思わず溜ため息いきがでました。おまけに細部まで本当に綺き麗れいで、隅すみから隅まで舐なめるように鑑かん賞しようしてしまいました。本当にありがとうございました！　これからよろしくお願いします。

　最後に、この作品を手にとってくださった皆様に、ありったけの感謝を。様々な思いのつまった本作を皆様に楽しんでいただけたら、これ以上の喜びはありません。どうぞ、よろしくお願いします。

　願わくば、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように。





岐川　新　　
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